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　プロローグ　やっぱり姉は男に恋こいしてる












　佳か奈なちゃんは相変わらずだった。

「やっぱり芸げい能のう活かつ動どうしてると、芸能人によく会うの？」

　もう社会人として働き始めてるのに、まだそんな話をしている。もしかしてお給料にものを言わせて全国ツアーをおっかけて回ってたりするんだろうか。さすがにそれはないか。

　そもそも芸能人の妹に会ってする話題なんだろうかと思ったりもする。もっとこう私の個こ人じん的なことを聞いて欲ほしいなあと思うのはわがままなのかな。

「うん。まあ、あんまり仲いい人もいないけど。テレビの仕事をすると、当たり前のことだけど、テレビに出てるような人に会うかな」

「いいなあ」

　そして佳奈ちゃんは私の気持ちなんて忘わすれてしまってるみたいだった。きっともう過か去このこととか、一時の気の迷まよいとかその程てい度どに思ってるんだろうな。もっともそう思っててくれなければ、こうして二人で会うなんてこともなかったわけで、あんまり厳きびしくツッコむところでもないのだけど。

　でもせっかくだからつっこんでおくと、きっと佳奈ちゃんが言ったゲーノージンというのはすべからく男の人のことなのだ。なんて残ざん酷こくな佳奈ちゃん。

「でもまあ、それで仲良くなれるわけじゃないしね」

「そうなの？　やっぱりライバル同士だから？」

「そうじゃなくて……あんまり話す機会もないから」

　実じつ際さい、それは本当に感じた。収しゆう録ろく中ちゆうに私し語ごをして盛もり上がってるわけにはいかないし、だからって準じゆん備び中に話をするでもない。そして人気のある人たちはいくつも仕事を抱かかえていて、一つ仕事が終わったらすぐに次の場所へと向かうのだ。

「メルアドとか交こう換かんしてメールを出し合ったりとかもしないの？」

「……私はしないけど。してる人もいるのかな」

　その辺に関しては私の習しゆう慣かんというか趣しゆ味みの問題かもしれないと思う。それに携けい帯たい自じ体たいもらいものをそのまま使ってるので、私用に使うというのに抵てい抗こうもある。

　というか佳奈ちゃんはそれで私が芸能人（もち男）と親しげに付き合ってて、それこそいつか家に連れてきてくれることを期待してるのだろうか。もしそうなら残酷なことこの上ないのだけど、否ひ定ていしがたいものがあるので、やっぱりつっこまないことにしておく。

「メールって言えば、絹きぬ川がわ君とはどうしてるの？」

「……よくわからないんだけど、絹川君にメール送るとサーバがダウンしたりするんだよね。だから他の人に申し訳なくなって止やめちゃった」

　自分でも無む茶ちやな話だとは思うけど、実際にそうだったのだ。サーバの方で心の底から拒きよ否ひしているみたいで、メールを送ろうとすると何か事じ故こが起こってどうやら送れなかったことがしばらく経たってわかるのだ。健けん一いちの方からも来ないのはきっと同じ理由だと思う。時々私のせいじゃないサーバダウンが起きてたけど、それはきっと健一の仕し業わざなのだ。

「なにそれ？」

　でも佳奈ちゃんにはそんなこと到とう底てい理り解かいできないだろうなあと思う。そもそもメールを送るのにサーバが必要って話から始めないといけない。多分、『よくわからない☆』という結けつ論ろんになるんだろうけど、それはそれでときめくかもしれないので話してみようかななんて思う。

「なんかね、絹川君と連れん絡らくを取らせまいとする巨きよ大だいな組そ織しきがあるみたいなんだ」

　でもやっぱりそういう専せん門もん知ち識しきが必要な話はやめた。

「う、噓うそでしょ？」

　もちろん噓に決まってるが、佳奈ちゃんは八十パーセントは信じたみたいだった。

「いや、それが正体はわからないんだけどいるみたいなんだよね。ほら、映えい画がの舞ぶ台たい挨あい拶さつの日があったじゃない？」

「ああ、うん。日ひ奈なちゃんが風か邪ぜ引いて倒れちゃった時ね」

「あの時、絹川君、前日から泊とまり込こんで観みに来きてくれてたらしいんだ」

「へえ」

　佳奈ちゃんは私の話のオチに気づいてくれなかったみたいだった。ちょっとめげる。絹川君が絶ぜつ対たいに来ることにしたから私が休む羽は目めになったという話だったんだけど……ちょっと難なん度どが高すぎたみたい。

「だから組織は私に風邪をひかせる作戦に出たみたいなんだよね」

「組織には何か二人を会わせたら困こまる理由があるのかな？」

　そしてすっかり佳奈ちゃんは組織の陰いん謀ぼう説せつを信じてしまったらしい。とても素直でそういうところは可愛かわいいと思うが、もう少し人を警けい戒かいした方がいいんじゃないかなと心配にもなる。

「それがわかれば組織の正体にも近づけると思うんだけどね」

「そっか、そうだよね」

　さっきの話のどこに納なつ得とくできるところがあったのか、私にはちょっと難なん度どが高くてわからなかった。

「でも千ち夜や子こちゃんとは連絡がつくんだよね、これが」

「じゃあ絹川君に転てん送そうしてもらえばいいんじゃない？」

「それはそうなんだけど……なんかそこまでしてもらうのも悪いし」

「悪いし？」

「たとえば、どこそこで会おうって話をするじゃない？」

「うん」

「そうするとやっぱりどっちかが都つ合ごうが悪くなったりするんだよね。いつだったかバスが事故を起こして危あやうくひき殺されるところだったんだから」

「うわっ！　組織も本気ね……」

　もう九十パーセントは信じてしまってるみたいだ。今いま更さら、噓に決まってるなんて言ったら泣いちゃうだろうか。逆の立場なら私は泣く。だから、もうこの話はこの辺にしておいた方がいいかなと思う。

「錦にしき織おりさんに頼たのんでみたら？」

　でも私が何か考えてたのを佳奈ちゃんは私が組織を恐おそれてると思ったみたいだった。

「錦織さんかあ」

「あの人ならなんとかしてくれるんじゃない？」

「どうかなあ……私はあの人は組織のエージェントじゃないかと睨にらんでる」

「え──！　そうなの？」

　そして佳奈ちゃんは大きな声を上げて、それから辺りをきょろきょろと見た。そして少し前まえ屈かがみになって私に顔を近づけて、小声で話を続ける。

「でもそれならあの人が信じられないほど仕事が速いのも納得だよね」

「でしょ？」

　もちろん私はそんなことを思ってないけど、ここはもう合わせるしかない。

「でも、そうしたら日奈ちゃんは錦織さんのおかげで芸げい能のう界かいに入ったわけじゃない？」

「うん」















　そしてそろそろ本ほん格かく的に騙だましてるのが悪い気持ちになってきた。というか、なんか私ってこういう佳奈ちゃんを喜ばせようとして失敗する無む駄だなサービス精せい神しんにあふれ過すぎてる気がする。それが原げん因いんで私は家を出ることになったはずなのに、こうして佳奈ちゃんと話してるとまったく直ってないんだなと思い知らされる。

「ってことはさ、日奈ちゃんの芸能活動は組そ織しきのための何かなんじゃないの？」

「……う、それは考えたことがなかった」

　というか、なかなかに佳奈ちゃんの想像力は興味深い。それになんだか私まで信じてしまいそうになってきた。

「きっと錦織さんも昔は日奈ちゃんみたいな感じだったんだよ。組織に見いだされて仕事を与あたえられて、気づくと組織のエージェントにされてるのよ」

「それは……ピンチかも」

　でも真ま面じ目めな話、錦織さんならそれくらいでも不思議はない気もする。

「そう言えば錦織さんの知り合いって有名な人が多いよね」

「辻つじ堂どうさんや荊いばら木きさんのこと？」

「そうそう。それって高校時代からの知り合いみたいに言ってたけど……組織の養成所のことだったりして」

　それはそれで面おも白しろい説だった。早くもさっきの話と矛む盾じゆんしているが、より面白い話に佳奈ちゃんは上書きしてしまってるらしい。

「でも、もしそうだったら……佳奈ちゃんは無ぶ事じに帰れないね」

「え───！」

　佳奈ちゃんは本気でびっくりしたみたいだった。まあ組織が本当にあるということなら、さっきのは説得力があった。そして佳奈ちゃんの心の中では組織は本当にあるのだ。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶかな？」

　佳奈ちゃんは辺りをきょろきょろと見み渡わたす。どこかに工作員が隠かくれてると思っているらしい。そんな風におびえる佳奈ちゃんはとってもキュートだ。

「まあ、佳奈ちゃんが黙だまってれば大丈夫じゃないかな。組織も佳奈ちゃんに何かあったら、私がただでは済すまさないってわかってるだろうし」

　そしてさりげに私は佳奈ちゃんに恩おんを売っておく。

「そっか。私、日奈ちゃんの姉あねでよかった……」

　本当に安心している。ありもしない組織よ、ありがとう。

「それで、なんか話がそれまくっちゃったけど」

　だから私はその話はその辺にしておくことにする。

「なに？」

「この間は番組に出てくれてありがとうね」

　今日は本当はこれを言おうと思ってたのだ。なのに随ずい分ぶんと遠回りしてしまった。

「え？　そんな……感かん謝しやするのは私の方だよ。日奈ちゃんのおかげでテレビ出れたんから」

「そういうものかな」

「そういうものだよ。私みたいな一いつ般ぱん人じんにはあれは大事じ件けんだったんだから」

　佳奈ちゃんはそんなことを言うが、私にしてみればなんだか不思議な気がする。佳奈ちゃんの方が可愛かわいいのだから、佳奈ちゃんも芸能人になればいいのだ。そんなことになったらアイドルと接せつ近きんしちゃいそうだから、あんまりおすすめはしないけど。

「でも、堂々としてたよ」

「そんなことないよ。もう足とかガタガタ震ふるえちゃって。座すわってたからいいけど、立ってたら大変だったと思う。本当、他にいくらでも適てき当とうな人がいるのにーって何度も思ってたよ」

　佳奈ちゃんの指し摘てきは実は正しかった。本当は絹川君を呼よぼうという話だったのだ。でも組織が絹川君を抹まつ殺さつしかねない展てん開かいになりそうだったので秘ひ密みつにしていたのだ。って、私も気づくと組織を信じてる？

「本当に私なんかでよかったの？」

　佳奈ちゃんは私が返事をしないので、怒おこってるとでも思ったみたいだった。

「局の人がどうかはわからないけど、私は佳奈ちゃんに出て欲ほしかったよ。私が一番多く影えい響きようを受けた人は佳奈ちゃんだから」

　それはつまり私にとっては愛の告こく白はくにも似にたというか、遠回しの本当にただの告白だったのだけど、やっぱり佳奈ちゃんには難なん度どが高かったらしい。

「ま、双ふた子ごだから当然だよね」

　無意識にこの答えを出してるとしたら、本当に佳奈ちゃんは芸能人になった方がいいんじゃないかと思う。人気が出ること間違いなしだ。

「……うん。そ、そういえばさ」

「なに？」

「美み里さとちゃんとは今も仲良くしてるの？」

　まあ、それは聞くまでもないのだけど、少し息をつきたかったので無ぶ難なんな話題を振ふってみたわけです。

「今もというか今はって感じかな。『シーナ＆バケッツ』の記き録ろく映えい像ぞうを持ってる人を探さがしてる時に思い出して、それで同じグループにはまってるって気づいて」

「一いつ緒しよにコンサートに行ったりすることになったの？」

「うん。でもなかなか席が取れなくて。とりあえずファンクラブには入ったんだけど、それでも一枚まいずつしかとれないから。しかもけっこう後ろの席とかでがっかりだよ」

　佳奈ちゃんは心しん底そこしょんぼりした顔つきになった。そういう顔をされると私は放っておけない。悪い癖くせだけど、自分のもてる限かぎりの力で何とかしてあげたくなってしまう。

　ああ、神様、あなたはなんでこんな風に私を作ったんですかっ！　馬ば鹿か！　馬鹿！　私の馬鹿！　そんなことしたって苦しみが増ますだけだってばっ！

「それ、なんてグループ？」

　でも思いとは裏うら腹はらに私はそう尋たずねてしまうのだ。

「え？　『キャプテン・バッチグー！』って言うんだけど、知ってる？」

　そして残念ながら知ってるどころかよく知ってるというか、今日、ここに来る前にヴォーカルの子に尊そん敬けいされててサインまで頼たのまれてしまったばかりの名前だった。ついでに言うと、今度、コンサートに来てくれと言われて検けん討とう中ちゆうなのだ。

「知ってるよ。ヴォーカルの子が私のファンだからサインしてくれって言われちゃった」

　しかもそのことを律りち儀ぎに言ってしまう私。

「本当？　私、その子のファンなんだ。美里ちゃんはベースの子なんだけど」

　その辺、二人は本当に趣しゆ味みが違ちがって良かったなと思う。

「うん。しかもね、そのコンサートにゲストで出てくれないかって言われてて、錦織さんには出ればって言われたところ」

「うわー！　やっぱり日奈ちゃんってすごいんだね」

　そういう基き準じゆんですごいと言われるとなんとも複ふく雑ざつだけど、佳奈ちゃんの中で私の株かぶがあがったのは間違いなさそうなので喜んでおく。

「だから多分、コンサートのチケットはいくらでも手にはいると思うよ」

　そしてやっと本題。もう完全な自じ爆ばく行こう為い。

「ほ、本当に？」

「アリーナ席とかの招しよう待たい客きやく用ようの席になっちゃうけど」

「え？　それってすごすぎだよっ！　美里ちゃんも喜ぶよ」

「……そうなんだ」

「じゃあ、お願いできるかな？」

「それじゃ詳くわしい日につ程ていが決まったら改めて聞くね」

「うん、うん！」

　そして佳奈ちゃんは大きく何度もうなずく。もう組織に命を狙ねらわれてるなんてことはきっと忘れているだろう。

　というか、私も出るんだから観みに行けるってお世せ辞じでも言ってくれると嬉うれしいのに。

「良かった。日奈ちゃんが私の妹いもうとで」

　でも私は結局、そんなどうでも良さそうな一言で満足してしまうのだ。

　なんてずるい佳奈ちゃん。そして、なんてお手軽な私。

「そう言ってもらえると嬉しいかな」

　そして佳奈ちゃんのことを相変わらずなんて言ってたけど、きっと私の方が相変わらずなんだろうなと思う。

　本当、私って馬鹿だな。









　第十二話　二人は相そう思し相そう愛あい












　そう言ってくれると思ってたよ。それが最後の言葉だった。

　その後はずっと黙だまったままだった。蛍けい子こも健けん一いちも。

　無言で蛍子はどこかへと歩き続ける。その歩あゆみには迷まよいはなかった。もう目的地は決まっているらしい。すでに見えてるのかもしれない。健一はそんなことを思いながら、蛍子に引っ張ぱられて進んでいく。

　蛍子が立ち止まったのは、やっぱりそういうホテルの前だった。

　けっこう背せの高い茶色の外がい壁へきの建物だ。周りの同じ目的で建てられたものに比くらべると、新しくて綺き麗れいだった。

　でもそこでも会話はなかった。

　ここでいいか？　なんて蛍子は聞かない。答えはわかってるし、それに蛍子は恥はずかしいのだろうと思った。だから健一の顔も見ないで、つかつかと中へ入っていく。

　健一はこういうところに来たことはなかった。だからここでいいのかどうかはわからない。でも不安みたいなものはなかった。

　別にどこでも良かった。蛍子と一いつ緒しよにいられるのなら、それで。

　だから逆さからわなかったし、蛍子がフロントの前のパネルで部屋を選ぼうとしているのにも何も言わなかった。

「１２０１ですね」

　だから健一の耳に入った言葉はフロントの確かく認にんの声だけだった。蛍子はそれでも黙ったまま。いかにもホテルという感じのでっかい半透とう明めいのキーホルダーのついた鍵かぎを受け取って、その足で奥おくのエレベーターへと足早に乗り込んだ。健一を連れて。

　そしてドアが閉しまったところで、やっと口を開いた。

「……やっぱり帰るか？」

　健一にしてみれば意外な言葉だった。ここまで無言でことを進めておいて、もう引っ込みのつかないところまで来てその質しつ問もんだ。

「帰りたくない」

　だからそう答えた。

「お前はさっきから、ないないばっかりだな」

「さっきからって……ずっと黙ってたのに」

「でも口を開けば、ないばっかりだろ」

「……そうかな」

　でも、そうかもしれない。

『帰りたくない』の前に言ったのは、『ダメじゃない』だった。

「もっとこうあるだろ。こうしたいとかああしたいとかそういう言い方が」

　蛍子は健一を見ずに、ただ言い方に文もん句くをつけてるみたいだった。だから健一はそういうことなら言ってやると心を決める。

「ホタルとエッチがしたい」

「……ばっ」

　健一の言葉に蛍子はびっくりしたようだ。健一の方を見て何か言いかけたが、言葉は続かなかった。

「これなら、ないじゃないだろ？」

「……それはそうだけどな」

　蛍子はそう言いながら健一から視し線せんを逸そらす。

「なんだよ？」

「体だけみたいで少しめげる」

「……それはごめん」

　健一は指し摘てきされて、それはその通りだなと思った。情なさけなくてがっくりと肩かたが落ちる。でも蛍子は怒おこってるわけではないみたいだった。

「それに順番ってものがあるだろうが」

　そう言った蛍子の手が健一の顔に触ふれて、俯うつむいていた視線を持ち上げる。

「……ホタル？」















　すぐそこに笑顔の蛍子の顔があった。

「まずはキス……だろ」

　それがもっと近づいてくる。

「……うん」

　だから健一はそのままそれを受け止めた。




「こういうところって、もっと狭せまいものかと思ってた」

　部屋に入ったところで健一は涼すずしい顔をして、そんな感想を述べてみた。しかし涼しいのは顔だけで心も体も、特に下の方のはかなりホットな状じよう況きようになっていた。

「ピンキリだろ。ま、ビジネスホテルなんかよりはずっと広くて快かい適てきらしいけどな」

　なのに蛍子は随ずい分ぶんと冷静に見える。

　健一はキスが得意ではないのかもしれない。というかキスをすると抑おさえが利きかなくなるような気がする。なのにちょうどエレベーターが止まってしまったので、そこでおあずけ状じよう態たいになってしまったのだ。

「ホタルはこういうところ来たことあるの？」

　そんな限げん界かい直ちよく前ぜんに自分に比べると蛍子はやけに落ち着いて見える。

「あん？」

　でも不用意なことを言ってしまったらしく、すごい顔で睨にらまれた。

「……無いよね」

「当たり前だろうが！　お前以外といつ来るって言うんだ……まったく」

「ごめん。その……ホタルが落ち着いてるみたいで、俺おれ、てんぱってる」

「こっちだって……かなりてんぱってるんだよ。あんまり手て加か減げんとか求めるな」

「そうとは思えないけど……」

　でも蛍子はやっぱり慣なれない状じよう況きように緊きん張ちようしているらしい。ムッとしてるような表情なのは緊張してるからでもあったらしい。

「あたっ！」

　よそ見していたせいで壁かべにぶつかったりしたのも、そのせいなのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫だ……と、とりあえずあまり近づくな」

「……はい」

　助けに行こうと思ったがそう言われては仕方ない。健一は部屋を見渡した。

　思っていたより広いと思ってたが、改めて見ても広い。いきなり寝しん室しつになってるわけじゃなく、リビングルームになっていた。大きなソファに大きなテレビ。カラオケの設せつ備びもあるので、なんだかパーティでもするための部屋みたいだった。

「で、その……どうするの？」

　とりあえず近づいてはいけないらしいが、それ以上のことはわからない。

「どうするって……まず、その、話をするとか色々あるだろ」

「じゃあ、話をしよう」

　健一はそう言いながらテレビの前の大きな赤いソファに座すわる。革かわ製せいだろうか、テカテカとした表面から硬かたそうだなと思ったが、実際に座ってみるとかなりやわらかい。ゆっくりと体が沈しずんでいくのがなんとなく楽しい。

「……ホタルは座らないの？」

　そして落ち着いたところで蛍子の方を見るとさっきと同じところにいた。

「近づくなと言っている」

「いや、ホタルの方から近づく分にはいいのかなって思ったんだけど」

「まだダメだ」

「……はい」

　一体何を気にしてるのだろう。健一はそう思うが蛍子が目を見開いてこっちを睨んでいるようなので素直に言うとおりにする。なんか心なしか息が荒あらい。さっきの失言にそんなに腹はらを立ててるのだろうか？

　改めてそれを考えると、まあそれも仕方ないかなと感じる。なにせ蛍子には健一しかいないとまで言われたのだ。蛍子は男と付き合ったことはないのだから、そこまで言った相手からホテルに来たことがあるのかなんて聞かれたら、それは怒るだろう。

「最初に言っておくが」

　と思ってたら、なんだか蛍子が話を始めた。

「はい」

　というか最初だったんだろうか。

「ちょっと瘦やせた」

「……はい」

　改めて何を言うのかと思ったらそんなことかと健一は思ってしまう。でも女の子にとっては体重の五百グラムは大事らしいので真しん剣けんに聞いた方がいいのかもしれない。

　それで蛍子の顔を改めて見ると、確たしかに少し細くなってるように思えた。以前から鋭えい角かくなイメージだったけれど、それがさらに増ました感じだ。でもそれは悪い意味ではなく、健一は前より綺き麗れいになったなと感じた。

「……なんだ、その目は？」

「瘦せたホタルは綺麗になったなって」

「……ちょっ」

　蛍子はエレベーターの時と同じように何か言いかけて固まってしまった。

「綺麗になったって気づいてあげられなくてごめん」

「わ、わ、私はそんなことを言おうとしたんじゃなくてだな」

「そうなの？」

「その……抱だき心地ごこちがちょっと悪くなったかもしれないって……心配して……」

　蛍子の声はどんどんと小さくなっていったが何を言ってるかも、なんで最初に言っておくなんて断ことわったのかもわかった。

「それだったら俺も少し瘦せたかも。だからお互たがい様ってことで」

　だから健一は気にしなくていいと言おうとしたが、蛍子を見る限かぎり聞こえてないらしい。

「で、でも。胸むねは減へってないからな。アンダーが減った分、カップがあがって……」

「そうなんだ」

　その辺の理屈はよくわからないが、要するに胸が大きくなったということなのだろうか。それが気になって蛍子の胸を見てしまう。

「み、見るな、馬ば鹿かっ！」

　なんだかすごい勢いきおいで怒られた。

「……ごめん」

　しかしなんだか理り不ふ尽じんな展開だと思う。自分でホテルに連れ込んでおいて、遠くから胸を見るだけでここまで怒おこられるとは考えてもいなかった。ついでに言うと胸の話を始めたのだって蛍子だ。それで見るなと言うのが無理という話だ。

　でもこんな状じよう況きようで言うのも変だが、健一は昔に戻もどれたようなそんな感じがした。妙みように距きよ離りを置かれているのは気になるが、蛍子は元気そうだし、思っていたよりずっと明るい。

「でも本当良かったよ、ホタルが元気そうで」

　だから健一はそのことを素直に口にしてみる。

「……ああ。お前も元気でなによりだ」

　蛍子はそれになんだかやっぱり不満そうに口にする。

「何？」

「勝手な話だけど、お前がもう少し元気がない方が嬉うれしかったかもな」

「どうして？」

　またなんか変なことを言い出したなと健一は感じる。

「私がいなかった方が元気だったら、それはムサクサするだろうが」

　でも蛍子の言い分は意外にシンプルだった。

「でもホタルに会うまではもう少し元気なかったと思うよ。ホタルに会えて、ホタルと手をつないでここまで来たから、元気に見えるんだと思う」

「これから……えっちしようと思って張り切ってるだけだろ」

「……それもあるかもしれないけど……いいだろ。したいんだから」

「ま。その点に関しては私もあまりお前を責せめられないんだが……」

　蛍子は言いかけて、自分で驚おどろきの表情を浮うかべる。端はたからは堂々としてるように見えるが、やっぱりてんぱっているらしい。

「と、とりあえず風ふ呂ろ入る。お前はテレビでも見て待ってろ」

　そして蛍子は健一が啞あ然ぜんとしてる間にそんなことを言い始める。

「え？」

　だから健一は何を言われたのか理り解かいが後おくれてしまった。

「お前はテレビでも見てろと言ったんだ」

「その前は？」

「風呂に入るっ！」

　やけになったように蛍子が大きな声でそう答える。

「……ホタルだけで入るの？」

　そして健一は当然とも言える疑ぎ問もんを口にする。

「悪いのか？」

「一いつ緒しよに入ろうよ」

　だってこの前はそうしたじゃないかと思う。なんでやっと会えたのにテレビを見て待っていなければならないのだろう。健一はそう考えるのだが蛍子は別の意見を持ってるらしい。

「……察さつしろ」

「別にその変な意味じゃなくて……一緒にいたいんだけど、それでもダメなわけ？」

「変な意味じゃなくても風呂は風呂だ。裸はだかで入るものだろうが」

「それはそうだけど……前にも一緒にも入ったし……」

　蛍子の理り屈くつは理屈としてわかるが、やっぱり納なつ得とくはいかない。そもそも昔は風呂上がりは平気でパンツいっちょうで怒られていたくらいなのだし、裸を見られるのにそんなに抵てい抗こうがあるというのは理解できない。

「……察しろ」

　そしてどうやら言っていない別の理由があるらしいことが蛍子の言い分からわかる。

「無む理りです」

「無理でも察しろ。さもないとお前から先に風呂に入れる」

「……別に先に入ってもいいけど」

　というか本当、どういう論ろん点てんなのかわからない。

「じゃあ、入れ。さあ、入れ」

　蛍子はそう言ってどうやら脱だつ衣い所じよに続いてるらしいドアを開けた。そしてそこから少し離れる。なんだか意地でも健一には近づかないつもりらしい。

「俺が先に入ったら、途と中ちゆうから入ってくるんだよね？」

　健一はソファから立ち上がると風呂へと向かう。

「ああ。だからさっさと入れ」

　そしてその点に関しては別に異い存ぞんはないらしい。ということは裸を見られるのが嫌いやというわけではないような気がする。しかしそれなら何だというのだろう。

「ま、いっか……」

　しかし考えてもわからないので健一はさっさと風呂に入ってしまうことにする。そうすれば蛍子は後から入ってくるのだ。それでいい。

「……なんで見てるの？」

　でもその動きが止まる。ドアの向こうから蛍子が覗のぞいていたからだ。

「次に入るんだからお前が入ったのを確かく認にんしないわけにはいかないだろ」

「……入ったら知らせるから」

　健一はそう言ってドアを閉めると奥おくにある風呂場への扉とびらを開ける。

「本当に広いな」

　健一は十人は入れそうな風呂桶おけに、やっぱりここはパーティルームか何かなのかもしれないと思う。考えてみれば脱衣所もちゃんと区切られていたし、それ自体も十分な広さだった。

「……ま、それはそれとして」

　健一は風呂場に足を入れると、ドアを半分閉めて、そこから蛍子を呼ぶ。

「入ったよー！」

「む。わかった」

　そして蛍子の返事が聞こえたので、先に体を洗あらって待ってることにした。




「……遅おそいな」

　でも体を洗い終えても蛍子は入ってこなかった。そんなにややこしい服を着てたとも思えないし、そうなるとやっぱり入らないつもりなのかと健一は思う。

「ホタルの奴やつ」

　風呂に一緒に入りたくないのはともかく、噓うそをついたことに健一は納なつ得とくのいかない気持ちになる。こっちはずっと一緒にいたいというのを我が慢まんして先に入ることにしたのだ。

「ホタルっ！」

　だから健一は風呂に入らず、そのまま脱だつ衣い所じよに飛び込んだ。その外にいる蛍子に文句を言ってやるために──。

「……あ」

　でも蛍子は脱衣所の外にはいなかった。むしろ中にいて、そしてパンツを脱ぬいでるところだった。どうやら迷まよってはいたが一緒に入る気だったらしい。

「……おっ」

　そして蛍子はまた何か言いかけて固まってしまった。そのせいでなんだかすごいポーズのまま止まってしまう。パンツを脱ぎかけてるところをじっと見るなんてなかなか出来ない体験だが……あんまり見てると本気で怒られる。というか見なくても怒られる。

「け、健一っ！」

　蛍子が怒いかりの声を上げた。でもポーズはそのままなので怖こわいという感じはしない。

「ご、ごめん！　遅いから……俺を騙だましたのかとばっかり……と、とりあえずパンツを脱ぐかはくかどっちかにしてっ！」

「む……こっち見るな」

「……ごめん」

　直接見ていないが、どうやら蛍子は脱ぐ方を選んだらしい。パンツを放ほうり投げたらしい音が聞こえた。

「もう、いいぞ」

　そして脱ぎ終えたら、なんだか怒いかりは収おさまったらしい。変な話だ。

「……いいの？」

　と尋たずねながら健一は蛍子の方を見る。やはり予想通り全ぜん裸らだった。なのに妙みように堂々と蛍子は立ってる。

「一緒に入るんだろ？」

「……そりゃそうだけど。恥はずかしいんじゃなかったの？」

　さっきまで嫌いやがってたのはなんなんだろうと思わずにはいられない。

「脱ぐのが恥ずかしかったんだよ。でもお前に覗のぞかれて吹ふっ切きれた」

「……ごめん」

　そして意外に簡かん単たんな答えに健一は、そう言えば自分も見られてて嫌だったなと思った。

「でもそんなこと我慢した方が良かったな」

　なのに蛍子はそんなことを言い始める。

「なんで？」

　その理由がわからず健一は尋たずねたが、答えはいつもの通りだった。

「……察さつしろ」




「しっかし広い部屋だよね、ここ」

　蛍子は吹っ切れたと言っていたが、体を洗うところを見るのは嫌がった。だから健一は湯ゆ船ぶねにつかりながら、そんなどうでもいい話をする。

「まあ、な。ここの十二階はこの部屋だけらしい」

「そうなんだ」

　ということは他の階はいくつかに分かれているのだろうか。まあ、そうだろう。

「この部屋、空いててよかったな」

「ああ、うん。というか、こんな大きな部屋って高いんじゃないの？」

　そもそもこういうホテルの料りよう金きん体たい系けいについてもよく知らなかったが、単たん純じゆんに考えて広いのだから高いのだろうと思う。

「そういうことは気にするな。私が誘さそったんだし、私が払う」

「……それならよけい気になるな。馬鹿みたいに高いお金をホタルだけに払はらわせるわけにはいかないって」

「ガキのくせに偉えらそうに」

「ホタルだってまだ学生だろ。それともバイトでも始めたの？」

「……安いから気にするな」

「気になるよ」

「サービスタイムは全室同じ金きん額がくなんだよ。そういうつまらない種明かしをさせるなよ」

「……ごめん。でもそれなら、みんな、この部屋を使いたがるんじゃないの？」

「そうでもないらしい。あんまり広いとそれはそれで落ち着かないっていうか、よけいなことも気になるだろう。お前みたいに」

「……む」

　健一は目的を考えるとそういうものなのかなあとも思う。

「でもまあ人気があることにはかわらないだろうな。運が良かった」

「……だよね」

　でもそれは単なる偶ぐう然ぜんなのかなと思う。根こん拠きよはないが自分たちのためにこの部屋が待っていてくれたのだと信じたかった。部屋番号も一室しかないのを考えれば当然だが１２０１というのもなんとなくいい感じがした。

「隣となりいいか？」

　そしてそんなことを思っている間に蛍子は体を洗い終えたらしい。湯船の方に歩いてきて、健一に尋たずねてくる。

「いいよ」

　健一はその蛍子の声になんとなく不安なものを感じた。さっきまでは楽しそうに話をしてたのに、ひどく真しん剣けんに感じられた。急に温度が冷えたようなそんな肌はだ触ざわりだったのだ。

「大事な話がある」

　そしてそれは健一の気のせいではなかったらしい。気になって蛍子の方を向くと、すぐ横で表情のない顔でこっちを見ていた。

「……大事な話？」

　なんだろうと思う。ちょっと瘦やせたで済すむような雰ふん囲い気きではなさそうだ。

「この間、見合いをした」

「……見合い？」

　一体なんのことだろうと健一は思った。もちろん見合いというのが何かは知っている。でも蛍子とそれがどう関係があるのかが理解できなかった。

「この間、見合いをした」

　でも蛍子は同じ言葉を繰くり返して、それを示しめす。

「誰と？」

「父さんたちの会社とつきあいのある人で──」

　そう言われて健一はなんだと思う。その言葉のイメージから随ずい分ぶんと年のいった人間をイメージしたのだ。詳くわしくはわからないが、知り合いなので見合いをして欲しいみたいなことを言われたとそれだけのことなのだろう。そう考える。

「まだ二十代前半だけど、年商が何億もある会社の社長だ」

　しかし蛍子の言葉はそんな健一の考えをあっさり過ぎるほどにあっさりと否ひ定ていする。

「……その人と結けつ婚こんするわけじゃないよね？」

　健一は不安になって一番肝かん心じんなところを聞いてしまう。でもきっと自分では信じてはいなかった。蛍子は自分のことを好きなのだから、そんなはずはないのだ。

「結婚することにした」

　でもまた蛍子は健一の考えていることを否定する。

「なんで？」

　健一は尋ねながら、自分が怒おこってると感じた。信じられないほど、感情が沸ふつ騰とうしている。

　だって、ありえないじゃないか、そんなことは。煮にえた心がそこら中で騒さわぎ立てる。

「それが一番いいと思ったからだ」

　でも蛍子のその考えはもはや揺ゆるがないものになっているようだった。どろどろに沸わき立たつ健一の心に対して、蛍子の心は冷たく硬かたい。

「なんで？」

　だから健一は同じ問いを繰り返してしまう。自分の中からは絶対に出てこない結けつ論ろんに心が全力で拒きよ否ひをしていた。

「お前とは結婚できないし、そいつが言ったんだ」

「何を？」

「自分のことを愛してくれない人がいいって」

　蛍子は自分でも信じられないという顔をして、自じ嘲ちよう的てきな笑えみを浮うかべた。

「……なんだよ、それ？」

「そいつはなんか変な奴やつだった。でも悪い奴じゃなさそうだった。今も十分お金持ちで、この先もっとお金持ちになると言ってた。でも成金の悪あく趣しゆ味みなオヤジというわけじゃなかった。理由はわからなかったけど……そいつはお金が欲しいんじゃなく、自分の会社を大きくするのが目的みたいだった」

　蛍子の目はその時、健一の方を見ていなかった。その見合い相手と会ってた時のことを思い出しているらしく、目はゆらゆらと漂ただよっている。

「そいつは自分で望んで見合いをしたはずなのに、不思議そうな顔をしていた。私がその場に現あらわれるとは思っていなかったみたいだった。そして、なんでかわからないけど、兄弟はいるかと聞いてきた」

「……わけわからないよ」

　健一は素直に感想を漏もらすが、蛍子にとってもそれは同じらしい。ただそうだったことを蛍子は思い出して、それを語ってるのに過ぎない。

「だからお前がいるって言ってやったら、納なつ得とくしたみたいだった。いつかお前に会いたいと言ってた。別にお前のことを詳くわしく言ったわけでもないのにな」

「……なんだか、本当にわからないよ」

「そしてそいつは来てくれて申し訳わけないけどといきなり、私を含ふくめて女じよ性せいに興きよう味みが持てそうにないって言い始めた。でも自分は社長として妻つまは必要だから結婚相手を探してる。そんなわけなので自分を愛したりしない人じゃないといけないと言ったんだ」

　蛍子の言い分を聞く限り、その見合い相手というのはかなりの変わり者のようだった。そんな条じよう件けんで結婚相手を探すのに見合いをするというのはどういうつもりなのだろう。

「そしてそいつは他にもいくつか条件を出してきた。それでも少なくとも表向きは夫ふう婦ふを演えんじること。そしてもう一つは」

　蛍子はそこで一度言葉を区切って、不安げに健一の方を見た。

「もう一つは？」

「……それは後で話す。とにかく私はチャンスだと思った。別に金には興味がないけど、絵を描かくのは続けていいというか、続けるように言われたんだ。美人で芸げい術じゆつ家かの妻。それなら自分に相応ふさわしいと世間が思うだろうからってな」

「そんな肩かた書がきだけで結婚とか考えるわけ？」

　しかし健一には到とう底てい、納得の出来る話じゃなかった。そんな理由で、蛍子個こ人じんのことを全然見ていない相手と結婚なんてして欲しいと思えるはずもない。

「違うだろ。肩書きだけだから結婚しようと思ったんだ」

　でも蛍子の考えはそれとは反対だった。

「肩書きだけだから？」

「名実ともに妻になれって話なら……誰が受うけるか」

　蛍子はそう言って健一の顔を見た。それは健一のことを今でも好きだという意味だろう。肩書きはその社長とやらの妻になるとしても、本当の妻になんかなる気はない。蛍子はそう思ってこの話を受けたのだ。

「でも、なんで結婚するの？　まだホタルは学生だし、結婚するような年じゃないだろ？」

「こんないい話はもうないと思ったし……」

　蛍子はそこまで言いかけたところで、健一から視し線せんを逸そらした。そして苦さを嚙かみつぶすような顔をする。

「母さんがおかしくなってるんだ」

　それは最初に聞いていてもおかしくない話だった。でも蛍子はそれを健一には言いたくないと思ってたのだろう。それを言えば、健一も責任を感じることになるだろうから、と。

「おかしくって……」

　しかし健一は自分の知らないところでどれだけのことが起こってるのだろうと不安になった。両親と蛍子がなんの問題もなく暮くらしてるなんて、そこまで安あん易いには思ってなかったが、蛍子がそこまで言うほどの状じよう況きようは想そう像ぞうできなかった。

「お前のこと覚えてないんだ」

　そして蛍子が言いたがってなかった理由がもう一つわかった気がした。

「覚えてないって？」

「最初はあんなことがあったから、側そばにいないお前のことを無視してるのかなって思ってた。でも違ちがうんだ。母さんはお前がいたことを覚えてないんだ。いなかったことにしちゃったんだよ。私たちのしたことのせいで、母さんは壊こわれたんだ。そりゃ笑って許ゆるしてくれるなんて思ってはいなかったけど……母さんは許す許さない以前に、なかったことにしたんだ。そうしないと生きていけないほど、私たちは母さんを追い込んだんだよ」

　そう語る蛍子の視し線せんはずっと下を向いていた。健一の方を見ようとしないのは、きっと罪つみの意い識しきからだった。

「だから、結婚するの？」

　それが蛍子なりの罪つみ滅ほろぼしの方法なのだろう。健一にはそれがやっとわかった気がした。

　弟に恋こいをして、一生、他の男を相手にしないような女のままではいられない。蛍子はそう考えたのだ。母を安心させてやれば、元に戻もどってくれるかもしれないという期待が、蛍子に結婚を決けつ断だんさせたのだ。

「そうだ。母さんも喜んでくれてるし、お前が反対してもそうする」

　そしてその決意は強かった。健一のためでもあることなのに、健一の意い志しを聞かなかったのは、やはり自分の責せき任にんだと思っていたからなのだろう。

　見合いをする前も、した後も、蛍子には健一に会おうとすることは出来たはずだ。でも蛍子はそうしなかった。

「……わかった」

　だから健一は蛍子の結婚を反対は出来なかった。形だけと言っても蛍子が人の妻になるなんて受け入れられることではなかったが、蛍子の決意を無む駄だにはしたくなかった。

「そう言ってくれると思ってたよ」

　そして蛍子はほっとしたのか顔を上げて、力の抜ぬけたような笑えみで健一を見た。それからそっと体を寄よせた。

「でも、だったらなんで俺おれたちはここにいるわけ？」

　蛍子が結婚する理由を理解できた。でも、そこに母さんを安心させたいというのが含ふくまれているなら、二人でこんなところに来るのは矛む盾じゆんしている。

「さっき言いかけて言わなかったことがあっただろ？」

　しかしそれは健一がまだ聞いてないことがあるせいのようだった。

「見合い相手の人がもう一つ、条件を出したって……やつだよね？」

　健一はそれがなんなのかもうわかる気がした。それは蛍子がここに健一を連れてきたのにも合がつ致ちする。

「社長には子こ供どもが必要なんです──あいつはそう言ったんだ」

　蛍子はそれを言い終えると悲しそうに目を伏ふせた。健一の顔を見たままその続きを口に出来なかったのだろう。

「だから、どこかで誰だれかと子供を作ってこいって……そう言ったんだろ？」

　健一はもうわかってる答えを蛍子の代わりに口にした。蛍子はそれに無言でうなずく。

「もう母さんを苦しめるようなことはしたくない。でもそう言われて思い浮かんだのはお前だったんだ。母さんのためだって思ったって……他の奴となんて考えられないんだよ」

　蛍子は自分の矛む盾じゆんする気持ちに苦しんでいるようだった。

「ホタル……そんなに一人で苦しまないでよ」

　健一はそんな蛍子を抱だきしめて、そう言ってやるくらいしか出来なかった。

「でも、私の始めたことだ。それにお前が苦しむなんて嫌いやだ」

「……でも」

　健一は言いかけて、じゃあ自分は何をしてきたのだろうと思う。蛍子が一人、両親と向き合ってる間、健一はシーナたちと遊んでいただけだ。

　確かに自分から連れん絡らくするべき状況ではなかったかもしれない。でも、なにか手を考えることすらもしてこなかった。

「だから、チャンスをくれ、健一」

　蛍子はそんな健一を責めたりはしなかった。ただ涙なみだをこらえて、一つの願いを口にする。そしてその意味することはもはや明らかだった。

「一度だけだ。それでダメなら諦あきらめる。もう母さんを心配させるようなことはしたくない。それ以上は裏うら切ぎれない。だから今日だけは許して欲しいんだ。もしそれでダメならやはり許されることじゃなかったって諦める。それならいいだろ？」

　蛍子の質問はもはや誰に向けているものかはわからなかった。明らかに健一に向けられたものではない。

「いいよ」

　でもここには蛍子の他は健一しかいない。だから健一ははっきりとそう答えた。

「誰もが許さないと言っても、俺が許すよ。ホタルは間違ってない。母さんもいつかそれをわかってくれる」

　根こん拠きよなんかなかった。でもそれが蛍子が望んでいる言葉だった。そしてそれが健一に出来る数少ないことの一つだった。

「そう言ってくれると思ってたよ」

　そんな蛍子のその返事を聞くと、健一は彼女をぎゅっと抱だきしめる。

「ホタル……」

　そして、そっとキスをした。それも健一が出来る数少ないことの一つだった。
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「そんなことがあったの」

　冴さえ子この言葉に健一は時が遡さかのぼったのかと思った。だがそれは自分の願がん望ぼうの現あらわれに過すぎないとわかっていた。

　以前、親に蛍けい子このことを咎とがめられた時から、もう随ずい分ぶんな時間が立っている。なのに自分は何も進歩していないのだなと思う。

　また蛍子と会えないことになって、そして冴子に慰なぐさめてもらっている。

「……はい」

　どうやって帰ってきたかわからない。でも気づくと１３０３にいて、隣となりには冴子がいた。だから話をしたのだ。

　蛍子に会いに行って、どうなってしまったのか──を。

「辛いかもしれないけど、私はそんなに悲しむようなことではないように思う」

　そして冴子は自分の膝ひざの上でぐったりしている健けん一いちを覗のぞき込こむようにそう言った。

「……そうでしょうか？」

「だって二人は気持ちを確たしかめあったんでしょう？」

　冴子はそれで十分だと考えているようだった。

「それは、そうですね」

　でも、結果はもう会わないということになってしまったのだ。

　蛍子はそう言ったのだ。

　会っても平気だと思えるようになるまでは、もう会わないようにしよう──と。たとえ、偶ぐう然ぜん、会っても会わなかったことにしようと、と。

　そしてそれはきっともう二度と会わないという意味だった。蛍子が健一を愛する限かぎり、平気だと思えるはずなどないのだ。そしてそれは健一にとっても同じだった。

　ＰＨＳに関してもそれは一いつ緒しよだった。蛍子は電話くらいはしてきてもいいとＰＨＳを残して帰った。でも健一にはわかっていた。蛍子は健一に電話をしてこないだろう、と。そんなことして平気でいられるほど蛍子は強くない。そしてそれを知っていて電話できるほど、健一はわがままにはなれなかった。

「重いな」

　それがわかると、今までは存そん在ざいも忘れそうになっていたＰＨＳがやけに大きく感じられた。それならいっそ持って行ってくれれば良かったのに。そうすれば本当にダメだと諦あきらめがつく日も来ただろう。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　冴子は健一が呟つぶやいた言葉の意味を測はかりかねているようだった。それはそうだろう。健一は一人で勝手に悩なやんでいるのだから。

「大丈夫になっていくんでしょうね」

　今はこれだけ気分が沈しずんでいても、きっとまた自分は忘れてしまうのだろうなと思う。

「悲しいことだけど……そうなんだと思う」

　そして冴子はそんな健一の気持ちを否ひ定ていしてはくれなかった。こういう時の冴子は優やさしいが、でも健一の望むことを言ってくれるというわけではない。でもそれでいいのだと思う。自分が望んでいるのは気休めじゃない。今の自分に向き合って生きていく方法なのだから。

「それにね、絹きぬ川がわ君」

「……はい」

「無理に忘れる必要はないと思う。絹川君にとっては辛つらいことだけど、蛍子さんとの確たしかな絆きずななの。それすらも放ほうっておいても忘れてしまうのかもしれない。それならもっと大切にしてあげてもいい。そんな記き憶おくだって私は思う」

「そうですね」

　辛い記憶を大切にする。そんなことは考えたこともなかったが、でも今の健一にはすっと染しみこんでくるような言葉だった。

「少しは落ち着いた？」

「……はい」

　そして健一は冴子がいてくれて本当によかったと思う。もし彼女がここにいてくれなかったら、自分はどうなっていただろう。

　だから思い出してしまう。彼女と自分の約束を。

　──絶ぜつ対たいに私を絶対に好きにならないで欲ほしいの

　あれが本心からの言葉だったことはわかってる。でも今も彼女はそれを望んでいるのだろうかと思ってしまう自分がいた。

「やっぱり絹川君は大おお海うみさんを好きになった方がいいわ」

　でも冴子はそんな思いをやはり否定するようなことを言う。

「……そうなんでしょうか？」

　そして尋ね返しながら、なんだか冴子らしくない言葉だなと反はん芻すうする。冴子はいつもは自分の考えでものを言ってるのに、今は常じよう識しきのようなものを根こん拠きよに言ってるように感じた。

「大海さんだけが特別なのよ」

　でもやはり健一の勘かん違ちがいであったらしい。

「特別？　どの辺がですか？」

　確かに千ち夜や子こは冴子や綾あやとは違うだろうなあとは思う。でも冴子が言わんとしてるのはどういう部分のことなのだろうか。

「……まあ、色々あるけど」

「色々ありますよね。でも……こういう言い方もひどいとは思いますけど、千夜子ちゃんは別に僕ぼくを必要としてない気がするんですよね」

　千夜子は時々変なことはするが、基き本ほん的にしっかりしている。綾のように油断すると餓が死ししてしまいそうになったり、冴子のように寝ねられなくなったりもしない。

「多分、必要ないと思うわ。大海さんは絹川君がいなくても生きていける」

「そうですよね」

　冴子の評ひよう価かは健一のそれよりずっとドライだった。それを知って健一はだったらなんで千夜子を好きになった方がいいなんて言うんだろう。もっと必要とされる人間になれということだろうか。それもなんだか持って回った言い方だ。

「いなくてもいいのに、大海さんはあんなに絹川君を求めてくれてるのよ。それって特別なことだとは思わない？」

　そしてやはり冴子の考えは、考えていたこととは全然違ちがった。

「……そうですね」

　でも言われてみれば、それはその通りだった。

　綾や冴子といるのは楽しいからというのもあるが、それ以前にやはりもっとはっきりとした理由があるのだ。だからこそ安心できるのかもしれないけれど、それを冴子はあまり快く思っていないのだろう。

「大海さんみたいな強い人しか、絹川君を救すくうことはできないと思う」

　そして健一は冴子が不思議なことを言い出すのを聞いた。難むずかしいことは何一つ言ってないのに、健一にはその意味がわからなかった。

「……そんなことないですよ」

　自分は何度となく冴子や十三階の住人たちに救われてきた。なのに冴子はそんなことはないと考えてるみたいだった。

「一時的なことでしかないのよ。私たちが出来ることは」

　でも悲しげな声で冴子にそう告げられると、その通りなんじゃないかと思えてきた。

「……そう、なんですかね」

　実じつ際さい、自分は同じことを繰くり返かえしているだけだ。元気になっては打ちのめされ、そして何かを失っていく。

「それに長くは続かないわ。私たちはいずれ、ここを出て行く。そうなったら私たちは必要だったとしてもそれを手て放ばなさなければいけなくなるの」

　冴子の口からそれを聞いたのは初めてだった。綾や刻とき也やにも聞いたことだ。そして健一自身、理解していたはずのことだった。

　でも冴子からそれを聞くのは全然違う意味に聞こえた。

　健一はその時になったら、それを認みとめないといけないのだろうということは覚かく悟ごしていた。でもシーナが来なくなり、蛍子とも会えなくなった今は、それがどんなにか厳きびしいことか想像することも出来ない。

「でも、それまではこうしていていいんですよね？」

　だから健一は弱音ともとれる質問をする。

「そのために私たちはここにいるんでしょ」

　なのに冴子は優やさしく微笑ほほえみ、そう答えてくれた。それは健一が望んでいるから出た言葉ではないと感じた。

　冴子がそう思い、冴子の責せき任にんの中で告つげた希望だ。

「ですよね」

　でもそれとこの状況を好ましく感じて、冴子といつまでも一緒にいたいと思うことはきっと別のことなのだろうなあと思う。

　自分たちは必要に駆かられてここに集まったのだ。そして冴子はそれ以上のことを健一には求めていないはずなのだ。

「ホタルとは逆ぎやく、なんだな」

　だから健一は冴子に聞こえないくらい小さな声でそう呟つぶやいた。
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　そしてシーナとも会えないまま、過すごしていたある日。

「あら、健一くんじゃない」

　公園まで戻ってきたところで、健一は予想していなかった人物と出会った。

「……錦にしき織おりさん」

　それは錦織エリ。綾のプロデューサーをやっている女性だった。

　今日のエリはブラウンのスーツに身を包んでいた。金色の波打つ髪かみ、そして青い瞳ひとみと本人が派は手でな割わりには服ふく装そうはいつも地味っぽいなと健一は思う。

「もっとエッチな服装の方が良かったかしら？」

　それが顔に出ていたのか、エリがそんなことを聞いてくる。

「いや、別にそういうわけじゃないですけど……」

　とはいえ、それに近いことは考えていたような気もするので、なんとも言い訳わけがましい。

「じゃあ、何を考えてたのかしらね」

　そう言って何事か考え始める。どうもエリは人の思考を推すい理りするのが趣しゆ味みらしい。

「……それより、なんでこんなところに？」

　健一は尋たずねている間に答えがわかった気がした。エリの後ろに〈時の番人〉と言う名の綾の作品が目に入ったからだ。

　以前、千夜子の父親が言っていたのがエリのことであれば、彼女は今、『桑くわ畑ばたけ綾あや記き念ねん館かん』というのを作ろうとしているはずだ。

「なんでだと思う？」

　しかしエリはさすがにそこまで健一が知ってるとは知らなかったようだ。

「綾さんの記念館の仕事で……ですよね？」

「……あら、なんで知ってるの？　綾が話したとも思えないし」

　エリは驚おどろいた様子を見せ、また何事か考え始める。

「それはですね……」

　健一は答えを言おうとしたが、いつぞやのように止められる。

「ちょっと待って。自分で考えるから」

「……はあ」

　健一はそれを見てやっぱり変な人だなと思う。そしてこの人もある意味、負まけず嫌ぎらいなのかなと考えたりもした。となると、千夜子の父親がやり返してやろうと思ったのもまたちょっと違ちがう意味にも感じられてくる。

「健一くんのお父さんが区役所で働いてる？」

　エリはそんな一つの可か能のう性せいを口にする。もっともそんな事実はないのは健一にはわかっていたが。

「いえ。うちの両親は二人でインテリアの輸出の仕事をしてます」

「そっちじゃなかったか……」

　エリはぼそりとつぶやくと、また思考に集中する。そんな様子を見て、いくら頭が良くても考えてわかることではないだろうなあと感じる。

「じゃあ、健一くんの知り合いに大海さんという人がいる」

　しかしエリはいきなり核かく心しんに近いところに踏ふみ込こんできた。

「……はい」

「なるほど。そういうことなのね」

　そしてそれだけでエリは全すべてを理り解かいしたような満足げな笑みを浮かべる。

「そういうのってわかるものなんですか？」

「え？　まあ、可能性の問題よね」

「可能性ですか」

「『桑畑綾記念館』のことは、まあ秘ひ密みつでもなんでもないので関係者とその知り合いなら知っててもおかしくないけど」

「ですよね」

「でも私がその仕事をしているって知ってる人はそう多くない。私が直ちよく接せつ、仕事をしていて家族に話をしそうな人と言うと大海さんくらいかなと思ったとそういうわけ」

「……なるほど」

「で、健一くんは大海さんとはどういう知り合いなのかしら？」

　エリはそこまで考えて、自分がその辺りを把は握あくしてないことに気づいたらしい。

「えっと……彼女のお父さんです」

　隠かくしててもすぐにばれそうだし健一は素す直なおにそう答える。

「彼女？　健一くん、彼女いたの？」

　エリはそれにひどく驚おどろいた顔をする。

「ええ……一いち応おう」

「ああ、そう言えばそうよね。知ってたわ、私」

「……どっちなんですか？」

「知ち識しきとしては知ってたんだけど、そういう風に意い識しきしてなかったということかな」

「はあ」

　そういうことってあるんだろうかと思うが、エリは莫ばく大だいな知識を詰つめ込こんでそうだし、未整理のままの記き憶おくみたいのもあるのかもしれない。

「綾に彼女になるかもしれない女の子がいるのに襲おそっちゃったのはまずかったかなって聞かれたのよね」

　そしてあまりこういう場所で言うべきじゃなさそうなことをエリは口にする。

「……そうだったんですか」

「その時はまあやっちゃったものは仕方ないわよねって励はげましておいたんだけど」

「……いや、その励まし方はどうかと」

「でもその後、別にそれで彼女とこじれたりしてるわけじゃないんでしょ？」

「それはそうですけど……」

　健一はそんなやりとりをしているうちに、実は綾の不思議な行動の原げん因いんはかなりの部分、エリの影えい響きようなんじゃないかと思えてきた。

「ま、あの時はまだ彼女じゃなかったわけだし。でも、その後、他の女性としちゃったのはよくないかなあ」

　確かにエリの言い分はそれ自体は筋すじは通っている。彼女がいるのに他の女性と行こう為いに及およぶのはいけないことだ。でもさすがにつっこみを入れずにはいられない。

「……それは誰のことですか？」

「えっと……私だったかしら」

「……わかっててそういうことを言う意味がよくわからないんですけど」

「だから反省して、ちゃんとお詫わびをするって言ったじゃない？」

「でもその時は彼女のことを知らなかったんですよね？」

「知ってたわよ。意識はしてなかったけど。でもそうだからあそこまで強く詫わびる気になったんだと思う」

　エリはなんだか他ひ人と事ごとのようにそんなことを言った。

「そうなんですか？」

　健一はそのせいでなんだか煙けむに巻まかれたような気分になった。まあ、そもそもそんなに追つい及きゆうするようなことでもないような気がする。

「そう言えば、健一くん？」

「はい」

「時間ある？　あるなら美お味いしいロールケーキでも食べにいかない？」

　エリのその言葉は一いち応おう、質問の形にはなってるが、すでに決定事じ項こうのようだった。まあ時間がないわけじゃないし、がんばって断ことわる理由もないのだが。

「ロールケーキですか？」

「ええ。とあるお店のパティシエと知り合いなんだけど、その彼から挑ちよう戦せん状じようをもらったのよ」

「挑戦状……ですか」

　一体、どんな関係だったらパティシエから挑戦状をもらうんだろう。健一はそんなことを思うが、要するにこれもエリの負けず嫌いな一面の表れなんだろうと考え直す。

「歩くとちょっとあるけど、タクシーに乗った方がいいかしら？」

　そしてそんなことを考えてる間に、もう一いつ緒しよに行くことになっていたらしい。

「いいですよ。タクシーなんて。歩いていけるなら」

　なので健一ももうそこから否ひ定ていしようという気にはなれなかった。

「そう？　じゃあさっそく行きましょう。そうそう『モン・サン・ミシェール』ってお店なんだけど行ったことは……なさそうね？」

　エリは言ってる間に、そう結けつ論ろんづけたようだった。実じつ際さい、名前は聞いたことはあるけど行ったことはない。佳奈から一緒に行こうみたいなことを言われたが、あれはもうきっと果たされぬ約束になってしまったのだろうなと思う。

「近くまでは行ったことありますけど」

「混こんでたの？」

「いえ。知り合いがその近くに住んでて、この辺りだって話だけですね」

「……なるほど」

　エリはそれで何か思い当たったのか、それ以上は追及しなかった。

「とりあえず、話は席についてからってことでいいわよね？」

　そしてなぜか妙みように嬉うれしそうな顔をして歩き始める。

「……あ、はい」

　健一はエリが何を考えたのか少し不安を覚えた。でもすぐに別に自分のことじゃないんじゃないかとも思う。エリはいろいろなことを同時に考えているようだし、深い意味はなかったのだろうと。

　事実、エリは道中、そのことを話すそぶりすら見せなかった。




　エリにつれて行かれたその店は想そう像ぞうしていたよりずっと小さかった。テレビでも有名な人のお店だというから大きくてゴージャスな作りなのかと思ってたが、実際には少しおしゃれな喫きつ茶さ店てんという感じだ。

「ここはね。幹みき久ひさが作った最初のお店なのよ。他ほかのお店はもっと大きいわよ」

　エリは健一が何を思ったのかわかったのか、そんなこと言いながら店の人間に何かハガキのようなものを見せていた。

「そうなんですか」

　健一は店の人間のかしこまった態たい度どに、どうやらそのハガキのようなものが例の挑戦状とやらであることを理り解かいする。

「このお店は思い入れがあるから、そのままなんですって。まあこの辺は住じゆう宅たく街がいだし、作り直そうと思ったら場所がないってのもあるんでしょうけど」

　でもエリはそんな店の人間の様子とは違っていつものペースらしい。

「……なるほど」

「健一くんもロールケーキとコーヒーでいいわよね？」

「えっと……できれば紅こう茶ちやがいいです」

「コーヒー嫌い？」

「嫌いなわけじゃないんですけど、濃こいのが好きなんで外で飲むと薄うすいんですよ」

「なるほど。じゃあ濃くしてもらえばいい？」

「……そういうことできるんですか？」

「さあ？　コーヒーと一緒に食べた方がいいらしいから、言ってみるだけ言ってみた方がいいかなって思ったんだけど」

　エリはそう言いながら、店の人間となにやら交こう渉しようを始めた。健一はそんな様子に申し訳わけなく感じ、こんなことなら素す直なおに普ふ通つうのままで良かったなと思う。

「大丈夫だそうよ、健一くん」

　でもエリはあっさりと交渉を成立させてしまったらしい。

「そうですか。すみません」

「ま、客の好みに応おうじるのも仕事のうちでしょ。さ、後は席に待って、幹久の自じ慢まんの一品とやらを待ちましょうか」

　しかしエリはそんなことは当然のことだと思っているらしい。本当に自分のペースで生きてる人だなあと健一は感じる。

「はい」

　だから健一は素す直なおにエリの言うとおり、案内された席に移い動どうした。




　コーヒーを濃くしてくれと言ったせいだろうか。ロールケーキはすぐには出てこなかった。まあ、他にも客がけっこういたし、その後というだけのことかもしれないが。

「幹久との関係？」

　だから話は自然とこの店のパティシエのことになった。

「やっぱり仕事の関係で知り合ったんですか？」

「幹久とは私がこの仕事をする前からの知り合いよ。高校生の時に同じクラスになって、それからかな」

「高校生の時ですか」

　なんだかどこかで聞いたことのあるような話の気がした。それに高校生の頃ころのエリというのもなんだか想そう像ぞうしづらい。

「そうそう。圭けい一いち郎ろうともその頃に知り合ったのよ。あいつも今じゃ成せい長ちよう株かぶのベンチャー企き業ぎようの社長様だし」

「圭一郎って……誰ですか？」

　初めて聞いた名前だ。でもエリはどうやら健一が知ってて当然と思ってるらしい。

「あれ？　知らなかった？」

「ええ。そんな人のことは初めて聞きました」

「荊いばら木き圭一郎って言えばわかるかしら？」

「いえ……全然」

「そうなのかしら？　そんなわけないはずなんだけど」

　エリは小首をかしげてなんでかしらという顔をする。その仕し草ぐさがなんとなく綾に似にてるなと健一は思うが、それと荊木圭一郎という人間のことを知ってるかは関係ない。

「いや、本当に聞いたことないんですけど」

「お姉さんの未来の旦だん那なさんの名前よ？　知らないわけはないと思うんだけど」

「……ああ」

　健一はそれでやっと理り解かいした。蛍子からその名前は聞いてなかったが、エリが知ってるだろうと思ったのは無む理りはないと思う。

「会ったことないの？」

「……ないですね」

「まあ、お姉さんの見合い相手だし、別にわざわざ会うような相手でもないか」

　エリは一人そう呟いて、自分の認にん識しき間ま違ちがいを正しているようだった。

「いずれは会うことになるんでしょうけど、見合いのことも後から知ったくらいで」

「そうね。私、健一くんはもう少しお姉さんのことに興きよう味みがあるのかと思ってたから、てっきり聞いてるものと思ってたわ」

「……そうですかね」

　実際、蛍子のことはかなり意識してたわけだが、そういう言い方をされるとちょっと戸と惑まどってしまう。

「私と初めて会った日に、お姉さんが才さい能のうあるかって聞いたじゃない？」

「はい」

「だから、けっこう仲なかがいいのかなって思ったんだけど、何かずれてたかしら」

「いや、まあ……そんなにずれてないんじゃないかと」

　健一はかなり居い心地ごこちの悪さを感じる。このまま、この話題を続けるとエリは健一と蛍子の関係にすら気づいてしまうんじゃないかと思えてきた。

「お待たせしました」

　しかしそこに幸か不幸かロールケーキがやってきた。それでエリはなんだか気にかかるような顔をしたが、そこで思考を止めたらしい。

「さあ、わざわざ挑ちよう戦せん状じようを送ってきただけのものか確たしかめさせてもらいましょうかね」

　そしてエリは嬉き々きとした表情でロールケーキを見て、そんなことを呟つぶやいた。




「…………」

　ロールケーキはまさに言葉を失うほどの美お味いしさだった。外見はそんなに違ったところはないように見えた。普通にパン屋で売ってるようなのと大差はない。

　でも一口食べればその違ちがいは歴然だった。白い方はバニラのアイスでも食べてるような濃こい味だった。それでいて冷たくはなく、なのにすっと溶とけて後味はすっきりとしている。

「……外見は油断させるためってわけね。まったく人を驚おどろかせるためにはなんでもするんだから、あいつめ」

　向かいに座ってるエリも同じようなことを考えていたらしい。

「これってそんなにすごい技ぎ術じゆつで作ってるんですか？」

　しかしその理解のレベルはきっとエリの方が圧あつ倒とう的てきに上だろうと健一は感じる。

「幹久はケーキの造ぞう形けいのコンテストで優ゆう勝しようしたこともあるのよ。飴あめ細ざい工くの技術では世界でのトップレベルなの。でも今回のはその辺を使ってるようには見えないでしょ？」

「ですねえ。普通のロールケーキにしか見えませんし」

「これ正確にはロールケーキじゃないわ」

「……え？」

「ロールケーキってのは名前の通りケーキを丸めて作るんだけど……って見たことあるでしょ？　パン屋さんとかでこれくらいの長さのが売ってるの」

　そう言ってエリは右手と左手の間で肩かた幅はばよりちょっと狭せまいくらいの長さを示しめす。

「はい」

「まあ巻まきずしとかと一緒よね。ああいう長い物を薄うすく切って出すんだけど、これは最初からこの厚あつさで作ってる」

「え？」

　健一は言われてじっと問題のロールケーキを見つめる。断だん面めんをよく見るといくつかの層そうになってるのがわかった。材料は変わらないみたいだが、密みつ度どを微び妙みように変えて食感に違いを出しているらしい。

「……確かにそうみたいですね」

　健一はその手て間ま暇ひまに感心するしかなかった。実際、エリと一いつ緒しよでなければ単にすごい美味しいロールケーキだなあと思って終わりだっただろう。

「これって要するにロールケーキの皮をかぶったクリームケーキってことですか？」

「まあ、そんな感じでしょうねえ」

　エリはそう言いながら納なつ得とくいかないという様子でケーキをフォークでつつく。

「表面は普通のロールケーキのように見えて、そのすぐ下には濃のう厚こうな味を仕し込こんだ層そうを隠かくしてるわけ。普通に見せるためだけに、この薄さでロールケーキっぽい外見を作るなんて……」

　エリは真ま面じ目めな顔でそこまで言ったが、急に力の抜ぬけた表情を浮かべて続けた。

「本当、アホね、あいつ」

「アホって……」

「だってそうでしょう？　同じ技術があればもっと素直にすごいものが作れるんだから」

「……まあ、そうかもしれませんけど」

　確かにこれが雑ざつ誌しに載のってて、すごい美味しいと書いてあっても、ただのロールケーキとしか思わないだろうなあとは思う。エリは人のすごさを本人に代わってアピールする仕事なので、そういうのはあまり歓かん迎げいできたことではないのだろう。

「実際、どうなのかしらねえ」

「……はい？」

「こういうのってどれだけ意味があるのかしらってこと」

「その辺はよくわかりませんけど……美味しいからいいんじゃないでしょうか」

「ま、それはそうなんだけど」

　そう言いながらエリはなんだか悔くやしそうな顔をしてケーキを崩くずして口に運ぶ。

「錦織さんは幹久さんのこともプロデュースとかしてるんですか？」

「してないわよ。知り合いだとやりにくいし、なんか頑がん固こなのよね、あいつ」

　エリの返事になんだか普段と違ちがって随ずい分ぶんと子こ供どもっぽい話し方だなと感じる。それはエリと幹久が昔なじみだからなのだろうか。

「まあ、少しくらい頑固じゃないとこんなことしようとは思いませんよね」

「そうなんだけど……なんでこう地味な方向で努力するのかなあとは思うわよね。こんなことに心血注いでるから有名になれないのよ」

「いや、十分に有名だと思いますけど」

「そうかしら。幹久なら世界レベルで活かつ躍やくできるはずなのに、本当、欲よくがないのよね」

「……そうなんですかね」

　健一は本当にエリとは思考のレベルが違うんだなと改めて感じた。それはきっと自分ならもっと彼を有名にできるのにという自負から生まれているのだろう。

「なんだかんだで、あいつは客が驚おどろく顔が見たいだけなのよ」

「いいことだと思いますけど。お客さんを大事にするのはいいことじゃないですか」

「でもそのおかげで、この店に来ないとこれが食べられないわけなのよ？　あいつは自分にしか作れないケーキばっかり考案するもんだから数が全然作れないの。健一君はもっと多くの人にこれを食べて欲ほしいとは思わないわけかしら？」

「……ああ。そう言われるとそうですね」

　やっとエリが気にしてることが何かわかった気がした。

「もう少し簡かん単たんなものにすればいいのに、自分の作れるぎりぎりのものを、しかも普通の振ふりして作るなんて……もう本当、アホとしか言いようがないでしょう？」

「でも、本人はそれで納なつ得とくしてるんじゃないですか？　楽しそうだなって気もしますし」

「だから私は納得がいかないのよ。もっと多くの人に私は知って欲しいのよ」

「だったら錦織さんがプロデュースすればいいんじゃないんですか？」

「……そういう話には乗ってこないわよね、あいつは。あいつはね、テレビに出てるのも客を増ふやそうとしてるんじゃないのよ？　信じられる？　テレビに出るとお客さんが喜ぶからとかそんな理由なのよ？」

「……それは想そう像ぞうもしてませんでした」

「そんなんだから独どく立りつしようとした時もめて、裁さい判ばん沙ざ汰たとかになるのよ」

「裁判沙汰ですか……壮そう絶ぜつですね」

「その時、優ゆう秀しゆうな弁べん護ご士しを紹しよう介かいしてあげたって言うのに。その時のこと感かん謝しやしてるって言うなら私の言うことを少しは聞きなさいって話よ」

　エリはイライラした様子でケーキをガスガスと崩くずす。

「錦織さんにも苦手なことがあるんですね」

　だが健一はそんなエリがなんとなくかわいらしいなと思ったりした。

「は？」

「いや、錦織さんってなんでもてきぱきにこなすイメージだったから、意外な一面が見られたかなと思いました」

「私にだってできないことはあるわよ。そうじゃなかったら綾の世話を健一君に頼たのもうなんて思わないでしょう？」

「……そう言えば、そうでしたね」

　すっかり忘れていたが、エリは健一に学校を辞やめて綾の世話をしないかと提てい案あんしてきていたのだった。

「そう言えば、健一くん」

　そしてなんだか思い出したようにエリがそう言って話わ題だいを切り出してきた。

「健一くんの知り合いに病気の人っているかしら？」















　それは予想していたものと違っていたし、それ自体、奇き妙みような質しつ問もんだった。

「病気ですか？」

　健一はその質問の意図はわからなかったが、エリの質問はいつもそんな感じだったかもなとも思う。そして聞かれた通り、そういう人がいるか考えてみる。

　自分の周りに病気の人。最近、色々なことがあったがそれでも病気とかそういうのにはあまり縁えんがないかなと健一は思う。

　自分自身健康だし、周りの人間も……。健一はそこまで考えたところで、ふと冴さえ子この顔を思い浮かべた。青白い顔でいつもふらふらとした足取りの彼女。病気というのとは違ちがうかもしれないが、不健康そうと言ったら彼女が一番それっぽいかもしれない。

「……でも病気って言うのとは違うか」

　冴子の言うところのえっち依い存ぞん症しようというのは病気なのだろうか。健康とは言いい難にくいが、それを病気と考えるのはかなり抵てい抗こうがあった。

「心当たりはあるって感じかしらね？」

　でもエリは健一が誰か特定の人物を思い浮かべていることを察さつしたようだった。

「病気というのとはちょっと違うんですけど、他の人は健康そのものって感じですし」

「それは綾のことじゃないわよね？」

「ああ……綾さんも初めて会った頃は不健康そうでしたね」

「餓が死し寸すん前ぜんだものね。そりゃ不健康でしょう」

「確かに、そうですよね」

　でもそこまであからさまな綾よりも冴子を健一は思い浮かべていた。綾が最近は元気そうだというのもあるが、そのことに健一はちょっとした不安を感じる。

「良ければでいいんだけど、その人のこと、ちょっと教えてくれるかしら？」

　でもエリはやはり自分のペースで話を続けているみたいだった。健一のその不安よりも何か聞きたいことがあるらしい。

「いや……本当、病気と言うようなことじゃないと思うんですけど」

「でも、いいわ。健一くんが私の質問に思い浮かべた人の話を聞きたいのよ。その人とはどういう関係なのかしら？」

「どういう関係と言われると難むずかしいんですけど……」

　健一は何度もこの質問にそう感じてるのを思い出す。なのに冴子と自分の関係を示しめす言葉は未いまだに見つかっていない。

「女の子？」

　それでエリは端たん的てきな質問でそれを切り崩くずしにかかったみたいだった。

「ですね」

「年は同い年？」

「はい。クラスメイトだから、きっとそうじゃないかと」

「ふむ。それならそうでしょうね」

　エリはそれで少し納なつ得とくした様子を見せるが、でも健一にはやっぱりわからないなという気持ちしか残らなかった。

「本当、自分でもよくわからないんですよ、僕と有あり馬まさんがどういう関係なのか」

「有馬さん？　有馬さんって……冴子ちゃんのこと？」

　エリは健一のつぶやきを拾ひろって、逆にそんなことを尋ねてくる。

「えっと……知ってるんですか？」

「有馬十じゆう三ぞうさんの娘むすめさんでいいなら知ってるわよ」

　エリの言葉に、健一はそう言えばエリは冴子の父親と何度か仕事をしたことがあったというのを思い出す。お得意さんみたいな話をしていたし、家か族ぞく構こう成せいに関しても知っていてもそんなに不思議ではないかもしれない。

「多分、その有馬十三さんの娘さんのことだと思います」

「……そう。健一くんと冴子ちゃんは知り合いだったのね」

　エリは小さく呟つぶやくと、そのまま黙だまってしまった。何かまた考え事を始めたらしい。

「知り合いだと何かまずいんですか？」

　それでなんだかひどく不安な気持ちになって、エリに尋たずねる。しかし考えてみれば、まあまずそうな理由はいくらでもあった。

　冴子は家出をしていることになってるのだし、それに……悪い噂うわさもあった。

「それで冴子ちゃんが納得してるなら私がどうこう言うことじゃないわ。そうでしょ？」

　しかしエリは健一が気にしてるようなことは、全然気にしてないようだった。

「まあ、そうですけど……ちなみに錦織さんはどこまで知ってるんですか？」

「どこまでって……きっと全部じゃないかしら。十三さんからいい医者を知らないかって相談されたし」

「いい医者？」

　健一はエリのその言葉になんとなく違い和わ感かんを覚える。

「いい医者……じゃないのかしら？」

　だがエリは逆に健一のその反はん応のうにおかしな顔をする。

「医者なんですかね？　有馬さんに必要なのは……」

　健一は自分で口にしてから、でもそうなのかもしれないなと思った。冴子が一人気に病んでいるよりはちゃんと誰か知ち識しきのある人に相談した方がいいのかもしれない。

「そうか……そうなのね」

　なのにエリは健一より先にまた何か結けつ論ろんを出してしまったみたいだった。

「え？　なんですか？」

「いえ。変なこと聞いちゃったみたいだなって。それだけよ」

　エリは普段とは違って柔やわらかい笑顔を浮かべる。それはさっきまでの子こ供どもっぽさのない、大人の女性の顔だった。

「なら別に……いいですけど」

　だから健一はちょっと照れてしまうのを感じた。言動が少し変なのであんまり意い識しきしてないが、改めて見るとやはりエリはかなりの美び貌ぼうの持ち主なのだ。

「じゃあ、もう一つ、変なこと聞いちゃってもいいかしら？」

「……はい」

「健一くんは冴子ちゃんのこと好き？」

「え？」

　変なこととあらかじめ言われていたが、それでも健一は驚おどろいてしまった。

「聞くだけ野や暮ぼよね」

　そして返事をする前にエリはそう言って一人納得してしまう。

「……いや、その。有馬さんからは好きになるなって言われてますし」

　だから健一は慌あわててそれを否ひ定ていしようとする。

「冴子ちゃんがどう言おうが関係ないでしょ？　私が聞いたのは健一くんがどう思ってるか。それだけよ」

　エリはそう言ってまた柔らかく笑うと、ケーキを食べ始めた。

「……はい」

　それで健一は仕方なく自分もケーキを食べる。でもなんだか言いたいことが自分の中に押し込められたままな気がして、あまり美お味いしく感じない。

「コーヒー冷さめちゃったわね」

　エリはそう言うと、店員を呼よんでお代わりを頼たのむ。

「健一くんも飲むわよね？」

　そしてそんなエリの質しつ問もんに、健一は本当にマイペースな人だなと思うしかなかった。




「そう言えば、最近、どうなってるの？」

　ケーキを食べ終わったところで、エリがそんな質問をしてきた。エリの質問はいつも唐とう突とつで、そして何か言葉が足りない気がする。

「なんのことですか？」

「シーナ＆バケッツ。会社の娘がここのところずっと休んでて悲しいって」

「ああ、そのことですか……」

　健一はそれはそうだろうなあと思うしかなかった。

「何かトラブルでもあったの？　健一くんが欲よく情じようして思わず手を出しちゃったとか」

「……思わず手を出しちゃったのは誰だれでしたっけ？」

「えっと……私だったかしら」

　エリはそう言って笑うが、すぐに真しん剣けんな顔をする。

「で、本当はどんな理由なわけ？」

「……話すと長いんですよ。けっこうややこしい話だし」

「それに人に話すようなことでもない？」

「ですね」

「ま、それはそうなんでしょうけど、私、結局、見る機会がなかったから、なんとか復ふつ帰きしてもらいたいんだけど」

「まあ、僕も復帰して欲ほしいとは思ってますけど」

「じゃあ、問題はシーナの方なのね？」

「……というかシーナの家庭の事じ情じようと言うか」

「まあ、女の子が夜な夜なストリートライブなんかしてたらトラブルの元よね」

　エリは何の気なくそんなこと言い始める。

「え？」

「あら、違ったの？　シーナって女の子でしょ？」

「……知ってたんですか？」

「会社の娘は美少年って言ってたけど、声聞けばわかるわよね？」

「……そうなんですか」

　思えば冴子は一目でシーナの正体が日ひ奈なだと気づいたわけだし、わかる人にはわかることなのかもしれない。

「ということは、その辺あたりに今回のトラブルの原げん因いんがあるのかしら？」

「まあ、そういうことになりますかね」

「シーナは家族に秘ひ密みつでライブ活動をしてて、毎日、帰りの遅い娘むすめにご両親が怒おこったとかそういうところかしら？」

「……いや、怒ってるのはお姉さんだけっぽいんですよね」

　詳くわしいことは知らないが日奈の話を信じるなら、両親は特に帰りが遅いのを問題にはしてなかったはずだ。もっともお酒を飲んで、男といちゃいちゃしていたという話を聞かされたら考え方を変えたかもしれないが。

「で、何があったの？」

　そんな健一の顔を見て、エリが改めて短く尋ねてくる。

「え？」

「ライブを続けてただけなら、それはいつものことでしょ？　直ちよく接せつのトラブルが何かあったからこそ活動を停てい止しする羽目になった。そうとしか思えないんだけど、違ちがうのかしら？」

「……シーナが酔よっぱらっちゃいまして」

　ここまで来たらもう正直にぶちまけるしかないのかなと健一も思う。

「ふむ。それで心配だからと彼女を家まで送ったら、そこでお姉さんに見つかっちゃったって感じかしらね」

「かなり正解に近いですね」

　健一はどうしてそこまで察しがいいのかと不思議に思いながらも、この状況ではそれはそれでありがたいなと思う。

「酔っぱらった彼女が健一くんのことを押おし倒たおしたところを見られちゃった？」

　でもやっぱりちょっと変な人なのには変わりないらしい。

「……そこまではされてません」

「じゃあ、押し倒されそうになったところを見られたわけね」

「押し倒されそうにもなってません。単によろよろしてるのを抱だきかかえた時に」

「思わず唇くちびるが触ふれあってしまったわけね」

「……わざと言ってますね？」

「あら？　そんなことないわよ。お姉さんが怒るほどのことだから、それくらいはあったのかなあと思っただけよ」

　エリはどこまで本気なのかそう言って笑う。

「……そんな大たい層そうなことがあったわけじゃないんです」

「お姉さんが心しん配ぱい性しようなのね。で、親おや御ごさんはあまり気にしてない、と」

「みたいです」

「ふむ」

　エリはそう言ってまた何事か考え始めたみたいだった。

「で、健一くんはシーナがやる気なら活動を続ける気はあるわけよね？」

　そして不意にまたちょっとさっきと違う質しつ問もんをしてくる。

「それはもちろん」

　でもシーナというか日奈はどうなんだろうかと健一は思う。冴子の言葉の通り、日奈にとっては今のままの方がいいのかもしれない。

　日奈は別にライブをしたくて正体を隠かくしてまで活動してたわけではない。あくまで目的は、佳奈に自分を好きになってもらうためだったはずだ。

「なんとかなると思うわ」

　しかしエリはそんな健一の考えとは別のところで、何か結けつ論ろんに達したようだった。

「え？」

「その程てい度どのことなら、私が解決してあげられると思うと言ったの」

「えっと……」

「でもその前にその娘この名前と住所と、それと健一くんの連れん絡らく先さきを聞かないとかしらね」

「……よくわからないんですけど」

「まあ、最終的には出たとこ勝負になると思うので、結果を健一くんに伝えて、口くち裏うらを合わせてもらおうかなと思ってるのよ」

「……はあ」

　そういうレベルでわからないわけではないのだが、どうもエリはそういうことを懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明するのは得意ではないらしい。

「とりあえず、その娘の名前は？」

「窪くぼ塚づか日ひ奈なです」

「……ああ、窪塚さんのところの双ふた子ご姉し妹まいのことだったの」

「知ってるんですか？」

「まあ、有名人よね。学校でも評ひよう判ばんでしょ？　双子の美少女って」

「それはそうですけど」

　しかしそんなことをエリが知ってるというのは意外な気もする。

「となると住所はわかるから、あとは健一くんの連絡先ね」

「連絡先……」

　健一は自じ宅たくの番号を教えてもしょうがないよなあと思う。なにせほとんど帰らないのだから、そこに連絡してもらっても困こまる。

「携けい帯たい電話とか持ってないの？」

「ああ……あります。ＰＨＳですけど」

　健一はそう言いながら使いもしないのに持ち歩いてたＰＨＳを取り出す。そして出してから気づいたが、自分のＰＨＳの番号を知らなかった。

「何番？」

「……えっと、よくわかりません」

「よくわからないって……ちょっと貸かしてくれる？」

　エリはそう言って健一からＰＨＳを受け取ると、なにやら素す早ばやく操そう作さした。するとエリの鞄かばんから着信音が響いた。どうやら自分の携帯にダイアルしたらしい。

「よし」

　エリはその首しゆ尾びを確かく認にんしてＰＨＳを健一に返す。

「必要なら私の名前も登録しておいてね。錦織エリ。エリは片かた仮か名な」

「……はい」

　健一はそう答えてから、名前を登録する方法も知らないなと気づく。

「じゃ、私はこれで失礼するわね」

　そしてエリはそんな健一の前で立ち上がって店を出る準じゆん備びを始める。

「えっと……」

「今日の払いは幹久が全部持ってくれるそうだから、追加で何か頼んでもいいわよ」

「いや、それはどうかと……」

「なんだったら彼女を呼んであげれば？」

「いや、それもどうかと……」

　でもまあそれもありかなあと健一は少し思う。しかしその間にエリはさっさと店を出て行ってしまった。さっきまでのんびりしていたのに、行動するとなると素す早ばやい人だなと健一は思うしかない。

「コーヒーのお代わりはいかがですか？」

　そんな健一のところに店員がやってきて、にっこりと尋たずねてきた。この店がお代わり自由とは思えなかったが、きっとエリの言ったように特別な待たい遇ぐうを受けているのだろう。

「……じゃあ、お願いします」

　そして健一はとりあえずそう返事してから、改めてどうしたものかなと考えた。




　　　　○




　結局、エリから電話はなかった。

　しかしそれは彼女の計画が失敗に終わったというわけではなく、健一がずっと電波の入らない所にいたせいらしい。

　それを健一は次の日、佳奈に会って知った。

「ごめんなさい……私、何も知らないで……その……」

　今にも泣き出しそうな佳奈は、普ふ段だんよりずっと幼おさなく見えた。別にいつもは大人おとなっぽいということはないが、なんだかデパートで迷まい子ごになった女の子のようなそんな弱々しさを感じる。

　そんな佳奈を囲んで、自分と千ち夜や子こ、ツバメがいるとなんだかそれだけでイジメでもしているかのような気分にもなる。

「……別に僕は怒おこってませんから」

　それは事実だった。佳奈に誤ご解かいされた結果、シーナと会うことができなくなったのは確かだったが、それを悲しいとは思っても、佳奈のせいだと怒ったりはしていない。

　むしろ事情を説明できない状況で見つかってしまった自分が悪かった。そう思っている。

「私は怒ってる」

　なのに隣となりでツバメが憤ふん慨がいしている様子を見せる。

「……ツバメは関係ないし」

　それに千夜子が小さくつっこむ声が聞こえた。

「関係なくなんかないわよっ！　絹きぬ川がわは私の友達なんだから。友達をぶたれて、誤解でしたで、はい、そうですかで済すませてもらえると思ったら大間違いよ」

「とりあえず、友達だと言うなら俺おれが怒ってないので黙だまっててくれると嬉うれしいんだけど」

　健一もツバメの行動にはつっこみを入れるしかない。だいたい、いつのまに自分は友達に昇しよう格かくしたんだろうか。この間までは確か、友達の彼氏でしかなかったはずだ。

「絹川がそんな態たい度どだから、同じことを何度も繰くり返かえすのよ。どうせこの女はまた誤解で絹川をぶったりするのよ」

　ツバメの言い分はまあそうかもしれないと同意するところもあった。でもそれをツバメが言うのはどうかなという気持ちの方が強い。

「……鍵かぎ原はらさんのいう通りだと思う」

　なのに佳奈がツバメの言い分を認みとめる。

「窪塚さん、だから僕は別に怒ってないって言ってるじゃないですか」

　健一としてもそこまで全面的に佳奈に謝あやまられるとなんだか逆ぎやくに不安になってしまう。

「だから私、もう絹川君の側そばに寄よらないことにするから」

　なのに佳奈はこっちの話など聞こえてないかのように、一方的に謝るだけだった。

「……なんでそうなるんですか？」

　健一はだから逆になんだか腹はらが立つのを感じてしまう。謝るというのは相手の気持ちを慰なぐさめるためのものではないのだろうか。今の佳奈を見ていると、ただ謝りたいから謝ってる。そんな風に感じてしまう。

「だから、鍵原さんの言うとおりで、私はきっと誤解でもカッとなったらまた絹川君をぶってしまうだろうし……」

「誤解ってそういうものですよね？　その時、これ誤解だってわかってて怒る人なんていないですよね？」

「……うん」

「だから、これもしかしたら誤解かもしれないって、ちょっとだけ考えればいいんじゃないですか？　それだけ随ずい分ぶんと変わると思うんですけど」

　健一のその言い分に佳奈と、そしてツバメは驚おどろいた表情を見せていた。

「それはそうだけど」

　そして自信なげに佳奈がつぶやく。

「それもしたくないって言うなら、それは謝ってるんじゃなくて逃にげてるだけじゃないかと思います。本当に悪いと思うなら、ちょっとだけでも考えるようにしてください。それも無む理りならそうするように努力してください」

　健一は自分でも驚くほど、強い口調でそれを告げていた。そして言い切ると同時に、自分が冷えていくのを感じる。

「……そうよね」

　佳奈は健一の言葉にかなり驚いた様子ではあったが、さっきまでよりは随分と表情が明るくなってるようにも見えた。

「いいじゃない、別に。本人がそう言ってるんだから」

　しかしツバメは納なつ得とくいかないという様子を見せる。

「何がだよ？」

「絹川はこの期ごに及およんで佳奈さんと仲良くしたいわけ？　もういいじゃない。絹川には千夜子がいるし、私もいるでしょ？　その上、佳奈さんと仲良くしてどうしようってのよ」

「……どうって。クラスメイトなんだから無理に遠ざけてる方が気持ち悪いだろ」

「静かに無む視しすればいいのよ。別にクラスの人間全員と仲良くしてるわけじゃなし」

「そりゃそうだけど……なんか今日は絡からむなあ、鍵原は」

「今日もでしょ？　私はいつも絹川が女の子と近づくのに反対してるわよっ！」

「それはそうなんだけど……」

　でもなんか今日はいつもより苛か烈れつな気がする。単に佳奈が凹へこんでいるから相対的にそう感じるだけなのだろうか。

「でも謝あやまってる人を責せめるのはよくないと思う」

　そこにずっと黙だまってた千夜子が口を開いた。

「……千夜子まで絹川と佳奈さんが仲良くするのに賛さん成せいなわけ？」

「喧けん嘩かしてるよりは仲良くしてる方がいいじゃない」

「それはそうだけど……ここで許ゆるしたらまたいつかみたいにすごく仲良くされたりするかもしれないとか思わないわけ？」

「それは私が健一さんと仲良くしたりないだけで佳奈さんが悪い訳じゃないでしょ？」

「……わかったわよ」

　ツバメはそうは言いながら実に不本意そうだった。しかしこうなった時の千夜子を説せつ得とくできないことは経けい験けん的に理解してるのだろう。

「じゃあ近づくのはいいけど、あんまり慣なれ慣なれしくしないでよね？」

　そしてツバメは佳奈にそんなことを宣せん告こくする。

「……いまさら仲良くしてもらえるとも思ってないから、それでいいです」

　佳奈はそれに元気なくそう返す。でも彼女の言葉はそこで終わらなかった。

「だからその代わり、日奈とは仲良くしてあげてください。今まで通りでいいですから」

　そして健一はそれを聞いてさっきから佳奈が言いたかったのはそれだったのだと理り解かいする。しかし──。

「断ことわるっ！」

　なぜかツバメがそう断だんじる。

「だからなんで鍵原が返事をするんだよ……」

「絹川が言いづらいと思って代だい弁べんしてあげてるんじゃないの」

「……代弁というのはその人の気持ちを代わりに言うことであって、自分の意見を言うのは違うと思うぞ」

「だって、こうでも言わないと今度は日奈さんから『佳奈ちゃんと仲良くして欲ほしいんですけど、駄だ目めですか？』とか言われて、それで『喜んでー！』なんて展てん開かいになるに決まってるじゃない」

「……そうなるとは思わないし、そうなって何が困こまるのかわからないんだけど」

「困るでしょ！　困りまくりよっ！」

「どの辺が？」

「絹川の左右を窪塚姉し妹まいが押おさえちゃうから、千夜子は後ろからとぼとぼと追いかけることになるのよ。そうなっていいと絹川は言うわけ？」

「……そうはならないって」

「なるわよっ！　なるわよ、ね、千夜子？」

　ツバメはそう言って千夜子に話題を振る。

「……ならないと思う」

　そして千夜子はまっとうな返事をする。

「千夜子さん？」

　それを聞いてツバメは硬かたい表情で丁てい寧ねいに千夜子に話しかける。

「なんでしょうか？」

　そしてそれにつられて千夜子も言葉が丁寧になってしまったみたいだった。

「ここは私に賛さん同どうする場面でしょ？」

「……だってそうならないと思うし」

「でもそうなっちゃったら嫌いやでしょ？」

「うーん。その時は頑がん張ばってなんとかすればいいと思う」

「なんとかならなかったら？」

「……仮かりの仮の話だともうなんだかわからないんだけど」

「そんなにあり得えない話？」

「……すごくあり得ないと思うけど」

　千夜子はそれで健一の方を見る。助けを求めているらしい。

「俺もあり得ないと思うよ。佳奈さんだってそんなこと望んでない……ですよね？」

　そして健一は佳奈の方を見る。

「……私は日奈と今まで通りにつきあってくれればそれで」

「ってことなんだけど？」

　健一は佳奈の言い分を確かく認にんして、ツバメの方を見る。

「だから、今はそんな殊しゆ勝しようなことを言っててもころっと態たい度どを変えるって言ってるのよ。なんでそれがわからないわけ？」

「……俺おれはそんなに態度が変わると思いこんでいる鍵原の方が理り解かいに苦しむ。俺だって千夜子ちゃんだって、佳奈さんだってそんなことないって言ってるんだから」

「当事者にはわからないのよっ！　そういうものでしょ！」

「……じゃあ、そうなったら鍵原が助けてくれ」

「なに調子のいいこと言ってんのよっ！」

「でもなあ……そんなおよそあり得ないことのために、妙に距きよ離りとったりするの嫌いやだし」

「だから全然あり得るって言ってるじゃない」

「……そうかなあ」

　健一はなんでこんなにツバメが必死になってるんだろうと考えてしまった。まあ、この間みたいにいきなり佳奈が近ちか寄よってくる可か能のう性せいはあるが、日奈までがとなると……それは絶対にないと言い切れる。日奈は佳奈が好きなのだから、そんなことをするはずがないのだ。ツバメはそれを知らない。だからこんなにも疑うたがっているのだろうか？

「な、なによ？」

　ツバメが困ったような顔をして尋たずねてきた。どうやら健一は気づくとじっと見つめていたらしい。

「いや、なんでそこまで窪塚さんに警けい戒かいするのかなあって」

「……そんなのかわいいからに決まってるじゃない」

「うーん。俺はどっちかというと窪塚さんたちよりも鍵原の方が好みだけどな」

　とりあえず言ってみて、そんなに噓うそでもないかなと健一は思う。

「ばっ馬ば鹿かなこと言わないでよ」

　しかしツバメは本気とは思ってくれなかったようだ。

「いや、本当だって。鍵原より好みじゃないんだから大だい丈じよう夫ぶだろ？」

「……いい加か減げんにしないと怒おこるわよ？」

「いや、いつも怒ってるし」

「いつも怒ってるけど、今も怒るわよ」

「じゃあ、どうすればいいんだよ……」

「だから……窪塚姉妹には近づかないようにすればいいんでしょ？　佳奈さんだってそう言ってるんだからそうすればいいだけじゃない」

「佳奈さんは日奈さんとは仲良くしてくれって言ってる」

「でもそれは私が断ことわったの」

「だから鍵原が断ることじゃないだろ？　それに友達として付き合ってくれってだけで、佳奈さんだって日奈さんとあまり接近するようなことになったら怒るんじゃないのかなあ……」

「それはそれで問題でしょうがっ！」

「だからそうならないし、問題じゃないって言ってるんだけど」

「でもそうだと思ったら佳奈さんにまたぶたれるのよ？　実じつ際さいにそうなってなくても。それでもいいわけ？」

「いいと思うけどな。誤解ならいつかは解とけると思うし」

「ぶたれるのよ？　それでもいいっての？　あんたＭなの？」

「……いや、そこだけ取り上げられても困こまるけど。佳奈さんがそう言う人なのはもうわかってるし。鍵原に首を絞しめられるのと一いつ緒しよだろ？」

「つまり絹川は私に首を絞められるのもオッケーということね？」

　ツバメの瞳ひとみに怪あやしい光が宿るのが見えた。

「だからそうじゃないって。そういうものだと思えば、別にショックを受けないって話」

「でもダメだからね。今度、絹川がぶたれるようなことになったら、私が佳奈さんのことぶっ飛ばすっ！」

「……なんかまた話それてる気が」

　健一は本当にどうにもならないなと思い千夜子の方を見るが、想像通り困ったなという表情を浮かべてるのを確かく認にんするだけだけだった。

「じゃあ、ぶっ飛ばしてください」

　そして健一が視線をはずした場所からそんな声が聞こえる。驚いてそっちを向くと真しん剣けんそのものの佳奈の顔が見えた。

「……佳奈さん？」

「私が誤ご解かいして絹川君をぶったのが悪いんだから、それで鍵原さんが納なつ得とくできるならそうしてください」

「いや、そのぶたれたのは僕だから鍵原の納得は関係ないんじゃ……」

　そもそもこの件けんに関してツバメは本当に関係ないのだ。単に千夜子の友達だからこの場にいるだけで、それ以上でも以下でもない。

「でも、この中で納得してないのは鍵原さんだけだし、鍵原さんは私をぶっ飛ばせば納得してくれるんですよね？」

　佳奈の視線はツバメに注そそがれていた。すでに話は健一の元を離はなれているらしい。

「えっと……そうなるのかな？」

　しかしツバメの方は予想外の展てん開かいだったらしく、少し戸と惑まどってる様子だった。佳奈の気き迫はくに押されているのかもしれない。

「というかですね。そういうことなら僕は納得できません」

　そんなツバメの隙すきに健一は慌あわてて割わり込む。

「……じゃあ、どうすればいいんですかっ！」

　それで佳奈はなんだか怒ったのか語気を荒あららげた。

「いや、その……別にどうもしなくてもいいんですけど」

　健一は最初からそう言ってたはずなんだけどなと思う。

「それじゃ私が納得いかないんです」

　そして気づくとなんだか論ろん点てんが変わってるらしい。健一はやっぱり佳奈とツバメはどこか似にてるなあと感じた。

「えっと……じゃあ許ゆるさない方がいいんですか？」

「許す許さないなんて話はしてないっ！　私は日奈とは仲良くして欲しいって言ってるの」

「……はい。じゃあ仲良くします」

　言われたとおりにすると答えたが、返事に誠せい意いが感じられなかったらしい。

「う──────！」

　佳奈に吠ほえられた。

「だから、その、僕は最初から日奈さんと仲良くしたかったし、誤ご解かいのせいでちょっと遠ざかってたけど、誤解が解けて戻もどってきた。だから、望み通り仲良くする。そういうことですよね？　それじゃまずいんですか？」

　それでいいはずなのだが、やはりというか横やりが入る。

「まずいに決まってるでしょっ！」

　ツバメがまた割わり込こんできた。

「だから鍵原の意見はとりあえず置いておいて欲ほしいんだけど……」

「というか絹川と千夜子は納得してるわけでしょ？　だったら私と佳奈さんの納得してない同士で決着をつければいいだけの話じゃない？」

「……そうとは思えないんだけどな」

　健一は冷静につっこみをいれるがツバメには届いてくれなかったらしい。

「じゃあ質しつ問もん。いい、佳奈さん？」

　そしてそれだけでなくなぜか仕切り始めた。

「……はい」

「絹川と日奈さんが二人きりで楽しそうに歩いているところを発見しました。二人は腕うでを組んでクレープを食べています。ここであなたがとるべき行動はなんですか？」

「微笑ほほえましく見守る？」

「そんな優ゆう等とう生せい的てきな回答は求めてません」

「見なかったことにする？」

「そんなひねくれた回答も求めてません」

「……じゃあどうすればいいの？」

「それを答えるのが佳奈さんの仕事でしょ？」

　なにやらいつの間にかそんな話になっている。

「そんなこと言われても……」

「ぶー！　正解は絹川をぶっとばすでした」

　その答えに佳奈はさすがにムッとした様子を見せる。

「……私を馬ば鹿かにしてるわけ？」

「いえいえ。だって絹川と千夜子は腕すら組んでないのよ？　千夜子をさしおいて日奈さんとそんなことしてたら、絹川はぶっとばされてしかるべき。そういうこと」

「そんなの知らないわよっ！」

「反省してる感じがしないんだけど、佳か奈なさん？」

　ツバメは佳奈を怒らせる気としか思えなかった。何か理由があるのかもしれないが、もう問題は本当は解決してるはずなのになんでこんなことになっているのだろうと思えてくる。

「……まったく」

　健一はもう何も言わない方がいいのかなとため息をつき、それから千ち夜や子この方を見る。

「もういいはずですよね？」

　そして千夜子も似たような気持ちであったらしい。

「私は別に許して欲しいなんて言ってないんだけど。特に鍵かぎ原はらさんには」

「なんですってー！」

　でも佳奈とツバメの会話は続いていた。だから健一は千夜子にある提てい案あんをする。

「……ここはもう二人に任まかせましょうか？」

「そうですね」

　そして二人は佳奈とツバメを温あたたかく見守ることにした。

　でも二人の会話はなおも続き、日奈が心配して現れるまで終おわらなかった。

「……あの、私のせいでなんか大変なことになってます？」

　そんな日奈の言葉に佳奈とツバメは声を揃そろえて同じことを言う。

「なってませんっ！」

「だったら……何を言い合ってるのかなって思うんですけど」

　日奈のその言葉に佳奈とツバメはお互いの顔を見合わせ、それから佳奈は日奈を、ツバメは健一の方を見た。

「何でだっけ？」

　そして二人の口から出た言葉はやはり同じだった。

「……さあ」

　だから健一は苦にが笑わらいを浮かべるしかなかった。




　　　　○




　その日、１３０１は久ひさ々びさに少し騒そう々ぞうしかった。

「久しぶり、エブリバディ！　綾さんはナイスバディ！」

　それはもちろんシーナがやってきたからだ。そしてその時、ちょうど他の面々も揃そろっていた。騒がしくもなる。

「……なにそれ？」

　綾はシーナの渾こん身しんの挨あい拶さつに不思議そうな顔をする。それを横で見ていた健一は苦笑いを浮かべるしかない。

「久しぶり、シーナ」

　学校での様子から今日はきっと来ると思っていたが、本当に来たのを見るとやっぱりうれしかった。

「お、おう。久しぶりだな、健一。ハッスルしてたか？」

「……どうかな、あんまりしてなかった気がする」

「そうか、そうか。俺と会えなくてそれどころじゃなかったわけだな」

「まあ、そうかな」

「ま、そんなところだろうな」

　シーナはなにやら誇ほこらしげに胸を反らせると、健一以外に視し線せんを向けた。

「久しぶりだな、シーナ君」

　刻とき也やがそれに気づいて挨あい拶さつを返した。窪塚君ではなく、シーナ君とはっきり言って。















「久しぶり、管理人さん。俺が来なくて寂さびしかった？」

　それでシーナは軽く、そんなことを返す。なんだかかなり温度差を感じる。

「……寂しいということはなかったが」

　そしてやはりというかなんというか刻也は真ま面じ目めにそう答える。

「なんだよー。冷たいな、お前って」

　シーナはそれに軽く返すのだが、やはり刻也は真面目なままだ。

「だが、謝あやまりたいとは思ってた」

「へ？　謝る？　なにを？」

「この間、君たちの楽しい時間を妨ぼう害がいしてしまっただろう？　そのことだ」

「ああ、それなら話が筋すじ違ちがいって言うかさ」

「む」

「謝るのは俺と健一の方だろう」

　そう言ったシーナが健一の方を見た。

「俺も？」

「楽しい時間を妨害したのは俺と健一だよなあ」

「……まあ、結果的にはそうだったかな」

　しかしそうなるから止やめておこうと提てい案あんしたはずなので、自分も共きよう犯はんみたいに言われるとちょっと違うかなとも思う。

「というわけで謝るなら俺たちの方だ。悪かったよ。もうしないから許ゆるしてくれ」

　そしてシーナが深々と頭を下げた。

「あ、僕も反省してます。もうしないので許してください」

　それに気づいて健一も慌てて続く。

「君らの謝しや罪ざいはあの日にもう聞かせてもらっている。だから謝るのは私の方だという話をしたのだが」

　刻也はその展開に戸と惑まどっている様子だった。シーナが真面目に自分に謝罪するなんて想像してなかったのだろう。

「まあ、いいってことよ。俺は怒おこってないし、健一も怒ってない。お前が悪いと思ってるってことは俺はよくよく知ってる。それでいいって」

「そういうことならかまわないが」

「あと、皆にも謝らないとだよな。心配かけたと思うし」

　そしてシーナは今度は順番にそこにいる人間を見渡す。

「私は別に心配してなかったけど」

　最初に目が会ったらしい綾がそんなことを言う。なのでシーナはがっくりと肩かたを落とす。

「綾さん……」

「でも、元気そうでよかったとは思うかな」

　それがおかしかったのか綾はにこりと笑う。

「うん。元気がなにより。ですよね、綾さん？」

「なによりってことはないけど、元気じゃないのは楽しくないし」

「ですよね」

　シーナはいまいち綾とかみ合ってないのを感じてるのが少し苦く笑う。

「私は心配はしていたが、近いうちに帰ってくるんじゃないかと思ってたよ」

　そんなところに刻也が口を開く。

「……へえ」

　シーナは驚おどろいたという顔で刻也の方を見て、それから健一の方を見る。

「なんかあいつ、変なものでも食ったのか？」

「八や雲くもさんは前からずっとああいう人だったと思うけど」

「そっかなあ。なんか妙みように理り解かいされてるみたいで、正直、きしょい」

　シーナのそんな感想にさすがに刻也もカチンと来たようだった。

「きしょいとはなんだね、きしょいとは……」

「じゃあもっと日本語的に正確に言うぜ──気持ち悪い」

「……より失礼な気がするのだが私の気のせいだろうか？」

「変に理解を示しめしてくれなくていいってこと。俺は堅かた物ぶつなお前もけっこう気に入ってる」

「……そういうことを言う君というのもなんだか妙な気がするがね」

「じゃあ、やっぱりきしょい」

「……まあ、そう思うならそれでいい。私も君と特別仲よくしたいわけでもないしな」

「ま、その方がお前らしいよな。ははは」

　シーナはそれで満足したらしく、さっきからずっと無言だった冴子の方を見た。

「有馬は何か感想はないわけ？」

「え？　えっと……元気そうでよかったかな」

「それだけ？　有馬は俺のこと心配してくれてなかったのかなあ。綾さんといい、ここの女性陣は俺に冷たい気がするんだけど」

「私は……今も心配してるわ」

「元気にやってきたのに心配されるなんて、それはどうなのよ？」

　シーナは冴子の言い分にお手上げのポーズをとる。

「でもまあ、なんか危あぶなっかしい感じではあるよね」

　しかし綾はやはりシーナの味方にはなってくれなかったようだ。

「綾さーんっ！」

　シーナは嘆なげきの声を上げる。

「そ、そうじゃなくて……」

　でも冴子の言いたかったことはまた別のところにあるらしい。

「なに？　有馬は俺おれのなにが心配なわけ？」

「ライブとか続けられるのかなって……思ってるんだけど」

「ああ、ライブね。まあ健一の腕うでが鈍にぶってなければ大丈夫だろ」

　そう言ってシーナは健一の方を見てニッと笑った。得意分野の話を振られると元気になるのはシーナのいいところだなと健一は思う。

「俺は大丈夫だよ。ろくに練習もせずにライブに引ひっ張ぱり出された経験があるしね」

「……そりゃそうだ」

　シーナは健一の答えに笑いながら、冴子の方に向き直る。

「今日は有馬も聞きに来る？」

「……私はちょっと無む理りかな」

「そっか、残念だな」

「テレビでやるなら観みたいかなとは思うけど」

「テレビか……いきなり厳きびしい条じよう件けんを出すねえ、有馬は」

　シーナはそう言いながら笑っていた。

「……そういうのよくわからないから」

「でも、そうなんだよな。やっぱりわざわざ見に来るの大変だよな。女の子だと特に」

「……かな」

　冴子の返事にシーナは何か腹はらを決めたらしい。輝かがやいた目で誇ほこらしげに健一に向き直る。

「というわけで、健一！」

「……はい」

「俺たち、シーナ＆バケッツの次の目標が決まったぞ」

「それってテレビ出演？」

「察さつしがいいな。さすがは俺の相あい棒ぼう」

「いや誰でもわかると思う、このくらいのことは……」

「とにかくサボってファンが離はなれちまった分も取り戻もどさないとだしな。今日からガンガンいくぜ！　比ひ良ら井いにシーナ＆バケッツ有りって全国に知らしめようぜ、なあっ！」

「……なんか大変なことになってきたな」

「なんでお前はそんなにノリが悪いんだよ？　そうすれば有馬だって喜ぶって話だろ」

「……まあ、そうだけど」

　しかし冴子にバケツをかぶってハーモニカを吹ふいているところを見て欲ほしいかと言えば微び妙みような気もした。

「有馬も見たいよな？　健一がバケツかぶってるところ」

　シーナは健一の手て応ごたえが不満だったらしく冴子に話題を振る。

「バケツなら見たことあるし」

「じゃあ俺の後ろでバケツかぶってるところかっ！」

「……それはあんまり見たい気がしないかな」

「じゃあなにが見たいんだよ？」

「二人で一いつ緒しよにライブしてるところと、それで楽しんでる人たちかな」

「よし。心配かけた穴あな埋うめにそれを見せてやると約束するぜ」

「……うん」

　冴子は戸と惑まどいながら、健一から見てもうれしそうに見えた。

「あ、綾さんは何か俺たちに希望はありますか？」

　でもシーナの狙ねらいはどっちかというと綾の方だったらしい。冴子に対してとはちょっと違ってどきまぎした様子でその返事を待つ。

「私？」

「はい、綾さんです」

「私はね。健ちゃんにエッチして欲しいかな」

「綾さん……」

　そしてシーナはそう短くつぶやくとそのまま沈ちん黙もくした。




　　　　○




　シーナ＆バケッツのライブが復ふつ活かつしたことをファンたちが知るのに三日もかからなかった。毎日のようにチェックしてくれていた娘こたちがいて、そしてその娘たちが来るのを止やめていた娘たちに連れん絡らくしてくれたらしい。

　そして復活が一時的なものでないと知ったファンたちは知り合いを呼ぶようになったらしい。そのおかげで日々、ライブの人だかりは増ふえていった。

「おい、気づいたかよ、健一」

　だからだろうか。ライブの後、健一はそう言われてもなんのことかわからなかった。

「な、なに？」

「今日、来てただろ？」

「……誰が？　有馬さん？」

「有馬は来ないだろ、有馬はっ！」

「じゃあ……綾さん？」

「お前なあ……シーナ＆バケッツの結成の理由を忘わすれたのか？」

「……結成の理由？」

　健一はそう言われて、正直、シーナの気まぐれじゃなかったっけなんてなことを思う。でもすぐにそうじゃなかったことを思い出した。

「佳奈さんが来てたの？」

「ああ。バッチリ来てたぜ。あれは間ま違ちがいなく佳奈ちゃんだった」

　さすがにシーナが佳奈と見間違うはずもないし、それは本当なのだろうなと健一は思う。

「佳奈さんがねえ」

「なんだ、そのテンションの低さはっ！」

「いや……俺は佳奈さんとはあんまり仲良くないし」

「お前は仲良くしなくていい。手とか握にぎったらぶっ殺す！」

「手だけでぶっ殺されたら嫌いやだなあ」

「胸むねに触さわったら三回殺すっ！」

「……そんなに殺せないし、別に触りたいとか思ってないから」

「俺は触りたいっ！　それで『あんっ☆』とか言わせちゃいたい」

「……応おう援えんするとは言ったけど、なんか心配になってきたな」

「なんだよっ！　体目当てじゃダメだっていうのかよ？」

「いやまあ、それでシーナがいいならいいけど……」

「でもやっぱりキスが先かな」

「そうだね」

　健一はシーナが実は酔よっぱらってるんじゃないかと少し心配になった。

「どうなんだよ、健一？」

「いや……その場のノリって言うか雰ふん囲い気きで……」

　健一はそう答えてからそもそもそんな話だったかと思う。

「っていうかさ、シーナ」

「なんだよ」

「佳奈さんが来てたのはいいけど、それでどうするの？」

「どうするって言われても……たまたま今日来てただけかもしれないしな」

「ってことはしばらく様子見？」

「まあ、そうなるかなあ。でも大きな前進だぜ」

「佳奈さんがシーナのこと知ったってのは大きいよね」

「でかい、でかい、超ちようでかい。健一のナニくらいでかい」

「……それだとあんまり大きくなさそうだけど」

「そうなのか？　綾さんがうっとりした表情で『健ちゃんのってね、すっごいんだよ』って言ってたからてっきり相当なものかと……」

「……それって作り話だよね？」

「実話も実話。その話を聞きながら俺はこっそり勃ぼつ起きしてたね」

「……信じたくない」

　健一はまた話がそれてることに気づく。それで健一は、シーナがどこまで本気で佳奈が来たことを歓かん迎げいしているのかと考えてしまう。

「なんだよ、健一？　何か問題でもあるのか？」

　どうやら険けわしい顔でもしてたらしい。シーナが尋たずねてきた。

「いや、まあ、さっきのシーナの発言にはいろいろ問題があった気もするけど」

「そうか？」

　どうもシーナにはそういう自覚がないらしい。そういうのを見ると本当にシーナの脳のう内ないはどうなってるのかなと思う。日奈の時は到とう底てい口にしないようなことをばんばん言うが、日奈は言わないだけでそんなことばかり考えているのだろうか……。

「あれ……」

　そこまで考えて健一はふと全然違ちがうことに思い当たった。

「なんだよ？」

「佳奈さんはなにを目当てで来てたのかなあ」

「……なにってライブだろ？　俺とお前の」

「でもそれって、シーナが目当てとは限かぎらないような……」

「まさか……佳奈ちゃんがお前目当てとでも言うつもりか？」

「いや、そこまで言わないけど……ほら、佳奈さん、ここのところ夜は一人だろ？」

「だろうな」

「だから夜遊びする友達を見つけて、それで一いつ緒しよに来ただけかもしれない」

「……むぅ」

　もちろんただの可か能のう性せいでしかなかったのだが、シーナにとっては死活問題と言える。さっきまで浮うかれていたのに途と端たんに青くて死にそうな顔つきになってしまった。

「ごめん。シーナ＆バケッツのライブに来るんだから、シーナ目当てだよね」

　それで慌あわててフォローを入れるが、シーナのネガティブなスイッチが入ってしまっていたようだった。

「……けっこうバケッツのファンもいるんだよなあ」

「いや、でも佳奈さんが俺おれのこと好きになるはずないし」

「俺が好きな女は、なぜかお前のこと好きだし」

「いや、佳奈さんは俺のこと全然、なんとも思ってないって」

「そうかあ。なんかこの間の謝しや罪ざいの一件けん以来、『今日、絹川君がねっ☆』って言う機会が極きよく端たんに増えた気がするぜえ」

「……そうだったのか」

「だ、だからって調子に乗るなよ？　別に佳奈ちゃんはお前のことなんとも思ってないんだからなっ！」

「いや、それは俺が言ったことだし……」

「そうだよ。そうなんだよな……つかさあ、夜よ目め遠とお目め傘かさの内うちっての？　少しくらいよく見えない方がいろいろと想像して勝手にかっこうよく補ほ完かんしちゃうってのあるだろ？　なんつうか、タンクトップに乳ち首くびが浮いてると、今、エロいこと考えてるのかなって感じでさ」

「……いや、それは例としてはどうかと思うんだけど」

「とにかく、お前の方がいろいろ有利だよなあ。経けい験けん豊ほう富ふだし、女の子は安心するよなあ。佳奈ちゃんは処しよ女じよなんだぜ。俺みたいな下手な奴とやったら痛いたがることになるよなあ」

「……なんかすごい想像してるなあ」

「なんだよ！　佳奈ちゃんは俺としたがらないとでも言いたいのか？」

「まあ、付き合うことになればそういうことになるとは思うけど順番が違うような」

「お前はいいよなあ。彼女じゃない女といろいろと経けい験けん積つんでるから、少しくらいトラブルが起おこっても押し倒せばごまかせるもんな」

「いや、そういうごまかし方はしたことないんだけど……」

「俺なんかそんなことしようものなら、トドメ刺さしちゃうね、二人の関係に」

「……いや、そういうことじゃないと思うんだけど」

「大事なことだろ！　体の相あい性しようだぞ！　体の！」

「まあ、体も大事かもしれないけど……心もあると……思うんだけど」

「それもそうだよなあ……俺、佳奈ちゃんと相性、あんまりよくないかもしれない」

「……そうなんだ」

　なんか本当にシーナはネガティブに入ってしまったらしい。いつもならいかに佳奈がかわいいのか力説していると思うのだが……。

「俺はあんまん派はだけど、佳奈ちゃんは肉にくまん派なんだよ。そりゃ佳奈ちゃんと一緒に食べられればなんでもいいけど、でも時には『私、あんまんがいいな☆』って言ってくれてもいいと思わね？　ね？　ね？」

　健一にとっては別に肉まんでもあんまんでもどっちでもいい気もするが、シーナにとっては重要な問題らしい。

「シーナはあんまんが好きって言ったことあるの？」

「ねえよっ！　あるわけないだろっ！　そんなこと言ったら嫌きらわれちゃうだろ？」

「……そうなの？」

「いや、わからないけど。怖こわいんだよ。嫌われちゃうかもしれないんだぞ？」

「……それはそうか」

　健一は理り屈くつではわかるが、その一方でそこまでびくびくしてまで佳奈と一いつ緒しよにいたいという気持ちは理解できなかった。それだけ大事ということなのだろうが、なんだかしっくりこない。一緒にいて楽しいからこそ、一緒にいたいと思う。そうじゃないのだろうか？

「どうしたらいいんだ、俺？」

　シーナは本当にせっぱつまった感じを醸かもし出だしていた。だから健一としてもなんとかしてあげたいと知ち恵えを絞しぼる。

「いいことを思いついたよ」

「お、なんだ？」

「やっぱりシーナ＆バケッツのライブに来てるわけだから、目当ては俺かシーナだろ」

「佳奈ちゃんがお前のことなんか好きになるか」

「……いやまあ、それならそれでいいんだけど」

「ま、仮かりに……あくまで仮にだけど、お前のことを好きだとしてなんだってんだよ？」

「その時は俺おれが振ふればいいんだよ」

「そんなことしたら佳奈ちゃん、泣いちゃうだろ。そんなかわいそうなことは俺が許ゆるさないからな。佳奈ちゃんを傷きずつける奴やつは敵てきだ」

「……じゃあそのまま付き合う方がいいわけ？」

「それもダメ。お前が佳奈ちゃんとちゅーしてるところを見たら、俺はお前を十回殺す。お前だから手加減するにしても絶対に九回は殺す」

「……まあ、仮の話なのであまりムキにならずに聞いて欲しいんだけど」

「む。そう言えば、そうだったな」

「佳奈さんが振られて傷ついたら、すぐにシーナに慰なぐさめてあげて欲しいんだよ」

「……俺が佳奈ちゃんを慰めるのか」

「そうしたらどうなる？」

「そりゃもちろん、お前みたいな奴じゃなくて、俺みたいな人を好きになってればよかったのにってなる」

「そこで『だったら今からでも俺のことを好きになっていいぜ、本当』って言えば」

「おおっ！」

　シーナは感かん嘆たんの声をあげて、健一の顔を見つめる。その目は今まで見たことないほどにキラキラと輝かがやいていた。

「健一はお前は本当にいい奴だな。俺のために嫌きらわれ役を買って出てくれるんだな」

「前に言っただろ？　なにがあってもシーナの恋こいを応おう援えんするって」

「でも、そうなったら……シーナ＆バケッツは解かい散さんってことにならないか？」

「でも、シーナ＆バケッツはそのために結成したんだから」

「それはそうだけどさ……復活を喜んでくれた人たちを見た後だと、悩なやむぜ」

「だったらバケッツは佳奈さんにゆずるってのはどうかな？」

「……健一はそれでいいのかよ」

「うーん。まあ少しも未練がないって言ったら噓うそになるけど、でもバケッツはさ、シーナと佳奈さんのためにいるんだし」

「……そうか」

　シーナはそれで神しん妙みような顔つきになった。健一としてはシーナの望むとおりにしたつもりだったので、なんだか意外な気がしてしまう。

「でもやっぱりシーナとバケッツなら、まずシーナだろ。それなら変な小こ細ざい工くもいらないし、シーナ＆バケッツも続けられるかもしれない」

　だから健一はそう言ってシーナを励ます。実際、その可か能のう性せいの方が高い。

「そりゃそうだ。普段はともかく歌ってる俺とバケッツかぶってるお前じゃ俺の勝ちに決まってる。佳奈ちゃんは男の趣しゆ味みは真っ当だから間違いない」

「じゃ、後はもう少し近づいてくるのを待ってアプローチかな」

「明日も来てくれればかなり希望が見えるよな」

「そうだね。明日も来るといいね」

「よし。健一、お前、絶対、風か邪ぜとかひくなよなっ！　明日だけじゃなくこれからしばらくは死んでもライブするからな」

「うん」

　健一はそして元気になったシーナの笑え顔がおを見て、やっといい風が吹ふいてきたなと感じる。

　このまま佳奈とシーナが仲良くなってくれれば、そう遠くない日に日奈の想おもいは報むくわれる。そう思えた。
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　しかしなかなか思い通りにはいかないらしい。

「……絹川君、二人で話したいことがあるんだけどいい？」

　次の日、健一は佳奈に二人で話をしたいと呼よび出された。

「な、なんでしょ？」

　気のせいか佳奈の顔は少し赤く見えた。うつむき加減で時々、上うわ目め遣づかいにこっちを見る。そんな佳奈に健一はこうしているとやはりかわいいのだなあなんてことを思ってしまう。

　でも相手は佳奈である。油ゆ断だんはならない。明日になったらまた別人のようになってしまうかもしれない。

「絹川君がシーナ＆バケッツのバケッツって本当？」

「……えっと」

　噓ではないが、正直にそう答えていいものかと迷ってしまう。佳奈がなんでそんなことを聞くのかわからないせいもある。

「本当なの？」

　でも強く確かく認にんされると否ひ定ていすることはできない。

「はい。本当です」

「本当なんだ……」

「誰からそれを？」

　それを知ってる人間はそうそう多くないはずだった。少なくともファンの間では知られてないことのはず。

「鍵原さんが……バケッツとマブダチだって言ってたから……そうなのかなって」

「鍵原か」

　言われてみればそれくらいしかなさそうだなと思う。

「でも、そうなると無む理りよね」

　しかし佳奈は健一がそんなことを考えてる間に何か考えをまとめてしまったらしい。

「え？」

「私にシーナ＆バケッツのことを教おしえてくれた娘こがいるんだけど」

「はい」

　どうも佳奈の口く調ちようからすると、それはツバメのことではないらしい。

「その娘がバケッツのファンで……仲良くなりたいって言うか、一度デートできたらうれしいって話だったんだけど……やっぱり無理よね？」

「……そうですね」

　健一はなんだかややこしい話になってきたと感じた。

「でも、その……二人きりじゃなければ良かったりしないかな？」

「……えっと、それはどういう意味ですか？」

「たとえば私とその娘と絹川君と……シーナさんとか」

「どうなんですかねえ」

　健一は本当にどうなんだろうと思う。千夜子に素す直なおに相談すればあっさり許きよ可かをもらえそうだが、ツバメに知られたら何を言われるかわからない。

　ツバメはシーナのファンだし、佳奈が好きではないようだし。だからってその娘とツバメとシーナ＆バケッツというわけにもいかないだろう。

「というか佳奈さんも来るんですか？」

　健一はなんだか一番大事なところを聞き逃のがしていたことに気づいた。

「……え？　だって大海さんとその娘と絹川君ってわけにもいかないでしょ？」

「それはそうですよね」

　そのバケッツのファンの娘が来るというなら、佳奈が来るのが自然な気はする。そして自然すぎて逆ぎやくに気づかなかったが、それはつまりシーナと佳奈の話す機会ということだ。

「その娘って誰なんですか？」

「えっと……この学校の娘じゃないから……言ってもわからないと思う」

「そうなんですか」

　それならシーナのために一回くらい会ってあげるというのもそんなに悪くないんじゃないかなと健一は思う。その娘には申し訳わけない気持ちもあるが、シーナと佳奈が接せつ近きんするチャンスなら……十分に検けん討とうに値あたいする状じよう況きようだなと思う。

「興きよう味みあるの？」

「いや、まあ、自分のファンって言われたら気になりますよね。シーナ＆バケッツのファンは基き本ほん的てきにシーナのファンだし」

「そうよね。私もシーナさんの方がいいかなって……」

　佳奈のその言葉に健一はすごい顔をして見てしまったらしい。そのせいで佳奈の顔が引きつったのが見えた。

「ご、ごめんなさい。絹川君も格かつ好こう悪わるいわけじゃなかったんだけど……」

　そして佳奈は健一が怒おこったと思ったらしく、謝しや罪ざいの言葉を口にする。

「いや、別にそういうことじゃなくて……」

　健一は少し落ち着いた方がいいだろうなと感じた。

　かなり重要な話を聞いてしまったので、かなり脈みやく拍はくが上がってしまったらしい。

「じゃあ、なんなの？」

「佳奈さんはやっぱりシーナさんの方がいいんだなって」

　そう言いながら健一は不満そうに聞こえないように注意しないといけないと思った。だが佳奈の様子を見ているうちに、そんな必要もなさそうだなと感じる。

「……うん」

　そう小さく答えた佳奈はすごく照れくさそうだった。友達のために健一に話しかけてきたと言っていたが、本当はそうでもないのかもしれない。佳奈はその友達をきっかけにしてシーナに接近したがってる。そんな風に思える。

「佳奈さんは……その……シーナさんと話したいとか思う？」

　なので思いきってそう聞いてみる。

「え？　それは話したいとは思うけど……」

　佳奈の様子を見るにそんなの無む理りだと思ってるらしい。健一とはこうして話しているのに、シーナはなんだか別世界の人だとでも感じてるのだろうか。まあ、確たしかに現げん実じつ性せいの乏とぼしいキャラという気もしないでもないが……。

「四人でどこかにって言うのは、ちょっと難むずかしいと思うんだけど。俺は千夜子ちゃんと付き合ってるわけだから」

「うん。そうよね」

「でもシーナはフリーだし、ライブの後、ちょっと話すくらいなら……」

　そこまで言いかけたところで佳奈が健一の手をつかんで来た。

「で、できるの？」

　そして尋ねながら両手でぐっと健一の手を引き寄せる。

「……はい」

　その剣けん幕まくに健一は確信した。佳奈はシーナに興きよう味み津しん々しんだ。思わず手を握にぎられることになってしまったが、この情報を伝えればシーナに殺されずに済すむだろう。

「それって今日？」

「……その辺はシーナに都つ合ごうを聞かないとだけど」

「それってすぐ聞けるの？」

「すぐはちょっと無理です。でもたぶん、大丈夫じゃないかと……思います」

「じゃあお願い。いろいろ迷めい惑わくかけてきた私が言えることじゃないかもしれないけど、お礼は絶対にするから……」

　佳奈にすごく近い距きよ離りでそう頼まれるのは、かなり破壊力があった。目に涙なみだをためて上うわ目め遣づかいで見られると断りづらい。

「いや、別にお礼はいらないかな……と」

　むしろこっちがお礼したいくらいだったが、その理由を説明するわけにはいかないので、とりあえず黙だまっていく。

「じゃあ、今日が無理でも近いうちにシーナと話せるのね？」

「はい。しかもたぶん、今日」

　その言葉を聞いて佳奈は安心したらしく、健一の手をやっと放はなしてくれた。

「あの……それでずうずうしいとは思うんだけど、もう一つお願いしてもいいかな？」

　しかし佳奈の話はそれで終わったわけではなかったらしい。

「え……まあ、出来ることならいいですけど」

「日奈も連れて行っていい？　日奈もシーナを見たら喜ぶと思うから」

　その願い出に健一は思わず顔をしかめてしまった。それは無理だとわかっていたが、断ことわる理由が思い浮かばない。

「えっと……まあ本人が希き望ぼうするなら……それでもいいかと思います」

　なので断らずにやり過ごすことを選んでしまう。それに佳奈は不思議そうな顔をしたが、気にしないことにしたようだった。

「じゃあ、いいってことよね？」

　どうやら佳奈は日奈が会いたがるだろうと疑うたがっていないらしい。それだけははっきりと健一にもわかった。
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「今日も格かつ好こう良よかったですっ！」

　ライブの後、瓶かめ井い戸ど中ちゆう央おう公こう園えんで、その台詞せりふを聞くのは二に度ど目めだった。

　最初はツバメがシーナと会いたいと言った日のこと。そして二度目の今日は佳奈がシーナと会いたいと言った後のことだ。

「そりゃ、どうも」

　でも、その後の展てん開かいはかなり違うようだった。少なくともシーナの表情はツバメの時のそれとは違って、実にうれしそうというかたるみきってる感じだった。

　でも佳奈の方は以前のツバメに思いっきりかぶる。キラキラと目を輝かがやかせて、体全体から乙おと女め心ごころを放ほう射しやしている。

　そんな光景を見ていると昨日、様子を見ようと言ってたこととか、バケッツの方を好きだったらどうしようとか言ってたのは本当に無む駄だだったなと思う。

　正直、シーナのキャラはどうかと思うこともあったが、この結けつ果かを見るとかなり入念なリサーチの結果だったのかもしれないという気がしてきた。佳奈は本当にシーナみたいな人間が好きなのだろう。

「危き険けんな展てん開かいかもしれないですね」

　隣となりでそんなことを言い出したのは、佳奈が連れてきたバケッツのファンという女の子だった。フルネームは知らない。佳奈からは『美み里さとちゃん』とだけ紹しよう介かいされた。

「え？」

「いや、佳奈ちゃんはけっこう本気かも……なんて思っちゃったんですけど」

　そう言う美里はすごく冷静そうだなと思う。バケッツに会いたいと言ってたはずだが、少しも佳奈のように盛もり上がってる感じがしない。

「……本気だとまずいですか？」

「やっぱりどこか線を引かないとまずいと思うんですよね」

「線をですか？」

「アイドルってなんだかんだ言っても虚きよ構こうの存そん在ざいじゃないかなって。だからあんまり近づいちゃいけないと思うんですよね」

「なるほど」

　しかしそれならそもそもなんでこんなことになってるんだろうと思う。

「ま、バケッツさんは素す顔がおの方がクールっぽいですけど」

「ははは」

　何を言い出すんだろうと健一は苦笑いをする。

「でも彼女いるんですよね？」

「……こういうときは『どうかな』とか言った方がいいんですかね？」

「ま、そうですよね。どうせ付き合えるわけじゃないんだから噓うそついてもらった方がうれしいかもしれませんね」

　そう言いながら、美里はどこかやはり冷めている感じはした。ライブ中はかなり楽しんでるみたいだったが、その辺はケジメというかそういうものがしっかりしてるのだろう。

「きゃ────────！」

　そんなことを思っていると黄色い声が響ひびいてきた。見ると佳奈がシーナと握あく手しゆをしている。どうやら感動のあまり声を上げたようだ。

「……本当、鍵原にそっくりだな」

　健一はまたツバメのことを思い出してしまった。ということは今度は佳奈は腕うでを組んでいいかと言い始めて、また叫さけび声を上げるのだろうか。

「鍵原って……あの娘こですよね？　あの髪かみの短い……」

「ええ。僕の彼女の友達で」

「だからそういうことはノーコメントの方向でお願いします」

「あ、すいません」

　健一がそう言って頭を下げたので、美里はくすっと笑ったようだった。

「……あ、ごめんなさい」

「いや、別にいいですけど」

「というかバケッツさんって面おも白しろいですよね」

「……そうですか？」

「私はシーナより断然、バケッツさんを応おう援えんしちゃいます」

「そうなんですかねえ。僕はシーナの方がずっと格かつ好こういいと思いますけど」

「うーん、そうですねえ。格好いいかどうかって言ったらシーナですけど、私は面白い人の方が好きなんです。それにバケツかぶってるのに、実は格好いいとかそういう無む駄だな部分もツボって言うか」

「そういうものですか」

　改めて考えるとほめられているのかなと疑ぎ問もんも感じないでもないが、そういう評ひよう価かの方法というのがあるというのには興味が持てた。

「バケッツさんは『サギリ・ロール』って食たべたことあります？」

「『サギリ・ロール』？」

「『モン・サン・ミシェール』、四丁目にあるケーキ屋さんなんですけど」

「ああ……辻つじ堂どう幹久さんのお店ですよね」

「ですです。そこの新作なんですけどね、一いつ見けん、ただのロールケーキなんですよ」

「ああ、あれのことかな」

　健一はきっとエリと一いつ緒しよに食べたケーキのことだろうと気づく。

「食べたことあるんですね？」

「ええ。ロールケーキのふりして、何なん層そうも味や食感の違うのを重ねて作ってるのですよね」

「そうそう。それです。私、あれ食べた時、すごい感動しちゃって。ああ、この人って馬ば鹿かだなあって。いや、悪い意味じゃなくてですね」

「ああ、わかります。僕も一緒に食べた人が『アホなんだから』って言ってました」

「それと同じ感じなんですよ。バケッツさんなら顔出してる方が人気出るのにバケツかぶって、しかもハーモニカでしょ？　クールです。すごいクールです」

「……そうですかね」

　実は恥はずかしくてかぶることになって逆に恥ずかしいとか、楽器なんてできないので小学生の時に習った覚えのあるハーモニカにしただけなのだが、そういうことは言わない方がよさそうだ。

「きゃ────────────────────────────！」

　そして予想通りと言っていいのか佳奈の悲鳴にも似にた声が聞こえてきた。もはや見なくてもわかるが佳奈とシーナが腕うでを組んでいる。

「……何かそういう定番でもあるのかな」

「え？」

「いや、鍵原がシーナに会った時と全く同じ展てん開かいなんで」

「お話しして手を握にぎって、腕を組むってことですか？」

「まあ、そんな感じです」

　実際には台詞まで同じだが、そこまで言う必要もないだろう。

「ま、定番ですよね。いきなり一緒にお風ふ呂ろ入ったり、胸むねもんだりしないですから」

「……ですね」

　なんとなく思い当たる節があるが、それが変なのはわかる。

「胸って言えばバケッツさんはどうですか？」

「……どうって言われても」

「私も佳奈ちゃんも、あと鍵原さんもあんまりない方ですけど。ははは」

　美里にそう言われると自然に彼女の胸むな元もとに目が行ってしまうというものだ。確かに自分で言うくらいなので、あまりある方とは言えなかった。

「いやまあ……ほどほどがいいんじゃないんでしょうか」

「あはは。逃にげましたね？　でもいいです。その回答はクールです」

「それはどうも」

「私の学校の友達にもうすっごい娘こがいるんですよ」

「……すっごい？」

「身長は百四十あるかないかなんですけどね」

「それは随ずい分ぶん小さいですね」

　健一は自分が百七十ちょいくらいなので、三十センチも低いのだなと想そう像ぞうする。美里が何なん歳さいかは知らないが同い年くらいだろうし、そうなるとその友達というのも同じ。だとするとかなり目立つんじゃないかと思う。

「そうですけど。胸むねがばばーんってあって。ばばーんっ！」

「ばばーん……ですか」

　よくわからないが確かにすごいんだろうなと健一は思う。

「本人、気にしてるみたいなんで確認したことないですけど、あれは反はん則そくですよ。きっとＧとかＨとかそれくらいあります」

「……はあ」

　健一にはそれはちょっと想像が出来なかった。そもそもブラジャーのカップという概念がよくわからない。ＧというのがＦより大きいことはわかるが、それがどれくらいの差なのかよくわからない。とりあえず背が低いのに綾くらいあるということなんだろうかと思っておく。

「しかも彼女、小四の頃ころから彼かれ氏しがいるらしいんですよ」

「小四……進んでますね」

　高校に入るまでは女性におよそ縁えんのなかった健一には想像を絶ぜつする世界だ。

「で、思ったんですけど、彼氏にもまれると大きくなるって言うのは本当なんですかね？」

「……いや、関係ないと思いますよ。たぶん、遺い伝でんとかそういうのじゃないかと」

　少なくとも綾の胸が彼氏に揉もまれて育ったということはないと思う。まあ自分でかなり揉んでるのかもしれないが……。

「となると絶ぜつ望ぼう的てきかなあ」

「え？」

「お母さん、胸がちっちゃいんですよ」

「ああ、でも、お父さんの家か系けいから受うけ継つぐってことも……ないですかね？」

「……父さんの妹さんとかも小さいです」

「それは……ちょっと難しそうですね」

　健一は何でこんな話を真ま面じ目めにしてるんだろうと我われに返る。そして注意をシーナたちの方に向けると二人はなんかいい感じになっていた。

「シーナさんは、キスってしたことあります？」

「……そりゃもちろんあるぜ」

「そりゃそうですよね。シーナさん、いかにもモテそうですもんね」

「まあな。でも君みたいにかわいい娘とはしたことないぜ」

「……シーナさんったら」

　そんなやりとりを聞いてるうちに健一はなんとなくこの場から消えてしまいたいという気持ちになる。というかシーナもそう願ってるかもしれないので正直、そうしたい。

「帰りましょうか……」

　隣の美里も同じような気持ちだったらしい。これが綾だったら襲おそわれてしまいそうな展てん開かいだったが、美里がまともな神しん経けいの持ち主で良かったと本当に思う。

「帰りましょうか……」

　しかし本当にその通りにしていいかはやはり別だろうなと感じた。シーナは浮うかれすぎてるので少し冷静になってもらった方がいい感じもする。

「ねえ、シーナ」

　だからいやがられるのを承しよう知ちで話しかけてみる。

「なんだよ？」

「そろそろ帰らない？」

「……俺はもう少しこうしてたいなあ」

「まあ、その気持ちもわかるけど、あんまり女の子を遅おそくまで引ひっ張ぱり回すのも良くないしさ。それにシーナも家族の人が心配するだろ？」

「む、それはそうか……」

　シーナも家に帰らねばならないということに関しては少し冷静になれるらしい。

「えー？　もうお開きなんですか？」

　しかし佳奈は露ろ骨こつに不満そうだった。

「でも、ほら、あんまり遅くなると家族の人が……」

　健一はそう言いながら窪塚家でそういうことにうるさいのは佳奈だけだったと思い出す。当の佳奈が遅くなってもいいと言い出したら門もん限げんなど消えてなくなるのかもしれない。

「うちは大丈夫です。それに夜道もシーナさんが送ってくれれば問題ない、ですよね？」

　いつの間にか送っていくことになっていたらしい。でもシーナも驚おどろいたところを見ると、佳奈の頭の中だけの話だった可か能のう性せいも高い。しかし佳奈を送って行ったら、戻もどってきて、それから帰ることになるんだから日奈は遅くなりまくりになってしまうはずだ。

「まあ、佳奈ちゃんが心配だし、送っていくのが男ってもんだろ」

　なのにシーナは佳奈には本当に逆さからえないらしい。これでまた遅すぎると怒おこられたらどうするつもりなんだろうと健一は心配になる。

「送っていくのは賛成だけど、それにしたってそろそろ帰った方がいいんじゃないかな」

「じゃあ、今日は帰りますけど、今度、この四人でどこか行きませんか？」

　それで佳奈は譲じよう歩ほなのだろうか、そんな提てい案あんを口にする。

「私はいいよ。バケッツさんに悪いし」

　しかしそれを美里はあっさりと却きやつ下かした。

「えー！　美里ちゃんも行こうよ、絶ぜつ対たい楽しいよ」

「バケッツさんに彼女がいなければね。私はそういうの気になっちゃうから」

「そうなの？　じゃあ……大海さんは？」

　佳奈は美里の説得をあきらめたらしく、健一の方を見る。

「え？　千夜子ちゃん……と四人でってことですか？」

　健一はそれはどうなんだろうと思う。でも佳奈の隣となりでシーナが目でオッケーと言えと伝えてるような気がした。

「うん。それならいいでしょ？」

「……そうですね。いいんじゃないかと」

　シーナには協力すると言ってるし、そこに千夜子を巻まき込むのは気が引けるが、そういうことにしておいた方が良さそうだなと思う。とにかく今日はそろそろ引けた方が良さそうだ。

「じゃあ、帰りましょうか」

　そして佳奈はもう帰る気になったらしい。シーナと腕うでを組んだまま、一いち応おう、こっちに別れの挨あい拶さつだけして去っていく。

「じゃあ美里ちゃんもさよなら」

「じゃあねー！」

　美里は挨拶を返すと、佳奈とシーナが公園を出て行くまでじっと見送っていた。

「……かわいい娘こって怖こわいね」

　そしてどうしたものかと思ってる健一が見てる前でそんなことを彼女はつぶやいた。

「え？」

「昨日の今日でこういうことになるんだなって。私は好きな人出来ても、あんな風にはなれないなって」

「……僕ぼくもです」

　健一は素直にそう答えたが、美里はそれがおかしかったらしい。

「あはは。何言ってるんですか？」

「いや……本当なんですけど」

「じゃあ、そういうことにしておきまーす。にしても冷たいですよね、佳奈ちゃん」

「え？」

「私がシーナ＆バケッツのこと教えてあげたのに」

「僕はどっちかというとすごい熱い人かなあと思いますけど」

「……なるほど。それはそうですね。あはは」

　美里は小さく笑うと、それでもう帰る気になったようだった。

「じゃ、私も帰ります」

「送っていった方がいいですか？」

　まだそんなに遅くはないがシーナが送っていったのだから、自分もそうした方がいいのかななんてことを思う。

「大だい丈じよう夫ぶです。駅まで行けば後はすぐなんで」

「駅って、電車で来てるんですか？」

「あ、そういうわけじゃないんですけど。駅の向こうに住んでるんです。だから明るい方に向かうだけなんで心配ないです」

「そうですか……でも気をつけて」

「はい。ありがとうございますっ」

　そして美里はなんだか敬けい礼れいみたいなポーズをしたかと思うとささっと駆かけだした。健一はそんな彼女の後ろ姿を見送りながら、佳奈のことを思い出す。

「女の子の友ゆう情じようってよくわからないな……」

　そしてこんなことを思った。どうも美里の話を聞く限り、そんなに仲がいいという感じではなかった。でも今日のことは美里がバケッツのファンだからという話だったはずだ。

「これでいいんだよな」

　経けい緯いはともあれ、今日はシーナにとって最良の日だったのだろう。佳奈はシーナを好きみたいだし、望んだ通りになってきたのだから。

「……これでいいんだよな」

　でも健一は心のどこかで不安が大きくなっていくのを感じていた。それがなぜかはわからないし、ただの気のせいかもしれない。そしてむしろ気のせいであって欲ほしいと思う。

「僕は恋れん愛あいに向いてない。だから、不安に感じる。それだけだよな」

　そして健一はそう口に出し、自分に言い聞かせるようにしてその場を後にした。




　　　　○




「ただいまです」

　健一が１３０１に帰って来た時、そこにいたのは刻とき也やだけだった。健一はそれはなんだか珍めずらしいと感じる。

「お疲つかれの様子だね」

　そして刻也の方も健一の様子に違い和わ感かんのようなものを覚えたらしい。眼鏡めがねをかけ直してから、改めて健一に尋たずねてきた。

「ところでシーナ君はどうしたのかね？」

　まあ、自然な疑ぎ問もんだなと健一は思う。帰ってくるなら一いつ緒しよなのが普ふ通つうなのだし。

「簡かん単たんに言うとファンの女の子を家まで送っていきました」

「ということは、何か複ふく雑ざつな状じよう況きようになってるのかね？」

「そのファンの女の子というのが窪塚佳奈さんなんです」

「……むぅ。まあ悪いことはないが、なんだかややこしい展てん開かいのようだ」

「そうなんですよ」

　刻也の言い方はかなり正しく現げん状じようを表現している気がした。

「絹川君は今日はこれから用事があるのかね？」

「いえ、ないですけど」

「だったら窪塚君を送ってあげたらどうだろうか？　疲れているなら私が替わってもいいが」

「……ああ、そうですね。まあ抱かかえて歩く訳わけじゃないですし、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　佳奈を送って戻もどってくるとなると、それなりに時間がかかるだろうし、そうなると随ずい分ぶんと遅くなってしまう。刻也の提てい案あんはもっともだろうと感じる。

「なら、いいのだが」

「それはそうと……」

　健一はここに戻ってきてからずっと感じていた違和感の理由を刻也に尋ねることにする。

「有馬さんは？」

　１３０３にいるという可か能のう性せいもあったが、普ふ段だんなら１３０１で帰りを待ってくれてる気がする。一人で１３０３に引きこもってるとすれば、それはそれで心配だ。

「有馬君は面めん接せつだと言っていたが」

　しかし健一が考えているよりずっと冴子は元気のようだった。

「面接って……バイトのですか？」

　そんなことを以前、言ってたなと思う。

「うむ。君は聞いているものと思っていたが」

「いや、今日、面接っていうのは聞いてなかったです」

　確かに聞いていない。刻也には言えて、自分には秘ひ密みつにする理由でもあるのだろうか？　健一はそこまで考えて、そう言えば恥はずかしいからと言っていたのを思い出す。

　刻也にはきっと作業分ぶん担たんのこともあって伝えなければいけないと思ったのだろう。

「それにしても遅おそいな。何かあったのだろうか？」

　しかし刻也の疑ぎ問もんは別のことのようだ。そしてもっともなことだと思う。

「面接って何時間もかかるものなんですかね？」

「業種にもよるが、待ち時間も含ふくめて一時間もかからないのではないだろうか？」

「ですよね」

　健一は面接など受けたことはないが、そんなものだろうと思う。

「随分と遠くで働くことにした……ということもないだろうしな」

「ですよねえ」

　それなら面接時間が長くなくても帰ってくるのに時間はかかるだろうが……それより何より冴子がそんな遠出を望むはずはないと感じる。

　冴子は以前、言っていた。

　前にも言ったけど、私、トラブルに巻き込まれやすいの。だからもう、こうして一緒に外に出るのは止やめましょう──と。

「……まさか」

　健一は思い出した彼女の言葉に、もっと別の、そしてもっとわかりやすい選せん択たく肢しを思いつく。何かはわからないが冴子はトラブルに巻き込まれた。だからこんなにも帰りが遅いのだ。

「何か心当たりでもあるのかね？」

　健一の顔色を見て刻也が尋ねてくる。

「いや、有馬さんはよくわからないけどトラブルに巻き込まれやすいらしくて……」

「今日も何か巻き込まれた……ということかね」

　刻也は腕うでを組んで考え始める。

「そうじゃないとここまで遅くならないんじゃないでしょうか？」

「そう考えることもできるが、その場合、まったく打つ手がないな。なにせ私たちは有馬君がどこに行こうとしてたのかすら知らない」

　刻也の言葉に健一は確かにそうだなと思う。そして外では他人の振ふりをするように言われていたことも思い出した。

　非ひ常じよう時じにそんなことを考えている場合ではないのかもしれないが……でも冴子はひょっとするとその約束を守ることを優ゆう先せんして欲しかったと言い出すかもしれない。

「有馬君は携けい帯たい電話は持っていなかっただろうか？」

「いえ。そういう話は聞いたことないです」

「では、有馬君はどんなバイトするか言ってなかったのかね？」

「……わかりません。聞いたんですが、恥ずかしいから慣なれるまでは黙だまってるみたいなことを言ってましたから」

「ふむ。恥ずかしいから、か」

「何か心当たりでもあるんですか？」

「確かく証しようはないが、何か客商売ではないだろうか？」

「客商売……」

　健一にはなぜ刻也がそう思ったのかすぐにはわからなかった。

「たとえば、ファミレスのウェイトレスとかそういうものかもしれない」

「……そうなんでしょうか」

　健一はそれはなんとなくないんじゃないかと思う。冴子自身がそれを否ひ定ていしてたような気もしたが、あれは刻也と一緒に働くと迷めい惑わくだからやめておくという話だったか。

「恥ずかしいというのがどういう意味なのかだが、教えると来られて困こまるというような意味じゃないかと思うのだが」

　刻也の言い分はそれなりに説得力があったが、なんとなく自分を責せめられたみたいで心苦しい。けっこう刻也は根に持っているのだろうか。

「それで働いてるところを見られると恥ずかしいってことですか？」

「有馬君がデリーズで働いてるところを想そう像ぞうしてみたまえ。あの制せい服ふくを着て、有馬君が『いらっしゃいませ。お客様はお一人ですか？』と尋ねてくるのだ」

「……それ言っちゃうと八雲さんもそうしてるんですよね」

　健一にとってはそっちの想像の方が容よう易いだった。冴子が笑うところを見たことがないということはないが、人前で彼女がそんなことをするとはとても思えなかった。

　だからこそ、彼女は恥ずかしいと言ったということかもしれないが。

「そこまでアクティブなものではないとしても制服を着るような仕事かもしれない」

「制服を……その姿すがたを想像されるのが恥ずかしいってことですか？」

「かもしれない。だが、あまりに漠ばく然ぜんとしすぎているな」

　刻也は冴子を探しにでも行くつもりなのだろうか。

「あまり意味ないかもしれませんけど……」

　それで健一は比ひ較かく的てきはっきりした冴子と世間の接せつ点てんを思い出す。

「何かね？」

「有馬さんのお母さんがこのマンションの十二階に住んでるそうです」

　健一はそう言ってしまってからこのことはひょっとすると秘ひ密みつだったのかもしれないと思った。冴子は今では有馬十じゆう三ぞうの娘むすめということになってるが、ちょっと前までは愛人の娘だったのだ。だから冴子の母は有馬十三の妻ではない。そのことを冴子が健一に知られたくはないと思っていた。

「しかし今は仕事中だろう。トラブルに巻き込まれたとハッキリしてもいないのに連れん絡らくするのは話を大きくしすぎるかもしれない」

　しかし刻也は当たり前のようにそのことを知ってるようだった。どころか冴子の母がどんな仕事をしているのかすら知ってるらしい。

「それにバイトのことを知ってるとは限らないですしね」

「知ってるかどうかで言えば、かなりの確かく率りつで知ってると言えると思う。未み成せい年ねんのバイトだ。親に確かく認にんがいかないとも限らない。有馬君ならそれを見み越こして事前に相談していてもおかしくはない」

「……なるほど」

「問題は我われ々われがなんで有馬君のことを心配しているのかということの方だろう。有馬君が我々のことを美み佐さ枝えさんに話してるとは私には思えないのだが」

「そうですね」

　刻也の言い分には賛同するしかなかった。冴子が自分のことを母親に話をしてるとはとても思えない。でも健一はそれより刻也が冴子の母のことを「美佐枝さん」と呼んだことに違和感を覚える。やはり刻也は冴子の母親のことを知ってるらしい。

　でも健一にはその理由を刻也を尋ねることは出来なかった。なんだか複ふく雑ざつな事情があるように感じたし──。

「あれ、どうかしたんですか？　二人とも深しん刻こくな顔をしてますけど」

　その時、冴子が普ふ通つうに帰ってきたからだ。

「有馬さんが遅いなあという話をしてました」

　健一は力が抜けるのを感じながら、でも良かったなと素す直なおに思う。

「……そうね。もういい時間よね」

　冴子はそれで時計を見て、もうとっくに『シーナ＆バケッツ』のライブが終わっている時間だと気づいたようだった。

「まあ、無事ならそれでいいのだが、バイトの面接と言って四時間も帰ってこないと心配にもなるよ」

　刻也は席を立って、冴子に話しかける。

「そうですよね。ちょっと楽しくて時間を忘わすれてました」

「ということは面接は合ごう格かくだったのかね？」

「多分、気に入ってもらえて……それで仕事のために覚えることがあるから、時間があるならって教えてもらってたんです」

「そうか。それはなによりだ。おめでとう」

　刻也はそう言ってなんだか難むずかしい顔をした。単に照れたのかもしれない。

「あ、いえ」

　それは冴子も同じことを思ったらしく、少し戸と惑まどった様子だった。

「よかったですね、有馬さん」

　そして健一も遅ればせながら、祝しゆく福ふくの言葉を告つげる。

「うん……店長さんもいい人で……うん、よかった」

　冴子の返事はどこかぎこちなかった。でもそれは心にもないことを言ってるという風ではなかった。もっと適てき切せつな言葉を言えないものかと考えている。そんな感じだ。

「それはよかったですね」

　だから健一はそれ以上は追つい及きゆうしなかった。きっと今は聞いてもうまく答えられないだろうし、それにやはり聞いてはいけないことのように思えた。

「それでは私はこの辺で失礼するよ」

　そして刻也は冴子と入れ違いに１３０１を出て行く。

「お疲つかれ様です、八雲さん」

「お疲れ様です」

　そんな彼に健一と冴子が挨あい拶さつをした時、また別の人間が１３０１にやってきた。

「うはよー！」

　眠ねむそうな顔の綾あや。眠そうな声。起き抜けらしい。

「おはようございます、綾さん。申もうし訳わけありませんが私はこれから勉強なので失礼します」

　刻也がそんな綾に挨拶をして本当にその場を去っていく。

「がんばってねー」

　綾はにへへという感じに笑いながら、なんだかちょっと違うところに挨拶を返す。

「おはようございます、綾さん」

　それを心配したのか冴子が話しかけ、綾を引き入れて席に座すわらせる。

「うはよー、健ちゃん」

「おはようって時間でもないですけどね、綾さん」

　健一は少し呆あきれたように返事をして、冴子の方を見る。

「二人ともお腹なかすいてたりしますか？」

「……私は別に」

　冴子は言われてちょっと恥ずかしそうな顔をする。

「私も起きたばっかりだからあんまり」

「じゃあ何か飲みます？　僕もライブから帰ってきたところでノド渇かわいてるんですけど」















　そう言いながら健一は冷れい蔵ぞう庫この方に歩く。何かあったかなと思いながら。

「それなら私も飲もうかな」

　冴子の小さい声が健一を追いかけてきて届とどく。

「私も飲むー」

　綾の声は眠そうだがずっとそれより強い。

「でも何にもないですね」

　しかし冷蔵庫にはジュースとかそんな気の利きいたものは何もなかった。

「じゃあ、水でいいわ」

「私も水で」

　でも二人は予想してたのか特に不満を言うでもない。だから健一はコップを棚たなから出して、水を汲くんでそれを席に運ぶ。

「そういえばさ」

　そして自分の分をいきなり飲み干ほした綾が何かを思い出したらしく冴子の方を見る。

「……なんですか？」

「冴ちゃんは何かしてたの？」

「え？」

「いや、いつもは冴ちゃんは待ってる方の人でしょ？　でも今日はノドが渇いてるって話だから何かしてたのかなって」

「ああ。そうですね。まあ、大したことじゃないんですけどね」

　冴子はあまり言いたくないのか、そこで言いよどむ。

「そうなの？」

　でも綾は興きよう味みを持ったようだった。

「バイトの面めん接せつに言ってたんです」

「バイトの面接……」

　綾はしばらく考えてから、自分には想そう像ぞうできないと気づいたらしい。

「よくわからないけど、けっこう大変な気がするな」

「そうですね。すごく最初は緊きん張ちようしました」

「面接ってあれでしょ？　長いテーブルにおじさんが三人くらい座ってる部屋に『入りたまえ』って言われて入って、あれこれ質しつ問もんされるやつだよね？」

「私のはそんなに本ほん格かく的てきなのじゃなかったですけど」

「あれって質問に答えるとどうなるの？」

「えっと……雇やとってもらえるかどうか決まるんです」

「へえ。で、冴ちゃんは雇ってもらえたの？」

「はい。なんとか」

「そっか。おめでとー」

　綾は屈くつ託たくのない笑みで冴子にそう告げる。冴子はそれが恥ずかしかったのか水を飲み、健一の方をちらりだけと見た。健一の視し線せんが気になったらしい。

「……別にそんなに大したことじゃないですから」

「そうかなー。私だったら無理だと思うなあ。おじさんって何考えてるのかとか全然わからないし、でもあの人たちが納なつ得とくしないと雇ってもらえないわけでしょ？　しかも三人もいるんでしょ？　絶ぜつ対たい無理だと思うなあ」

「……綾さんはちゃんと仕事をしてるから面接なんてしなくていいんですよ」

「ああ……そっか。錦にしき織おりさんが家に来てあれこれ聞いてたのが面接だったのかな？　錦織さんがおじさんじゃないからあの時は気づかなかったけど……あれ？　そういうことじゃないの、健ちゃん？」

　綾の言葉に健一が呆れているのに気づいたらしい。

「……えっといろいろとつっこみどころがあって何とも言えないんですが」

「そうかな？」

「とりあえず、今は有馬さんの話をしてたんじゃないかと」

「それはそうだね」

　綾はそれで冴子の方を見る。

「冴ちゃんはそれでどんな仕事をするの？」

「……え？」

　かなり直球の質問をされて冴子が固まる。それを見て健一はしまったなと思う。無理に話を戻すべきじゃなかった。

「雇やとってもらえたってことは仕事をするんだよね？」

「そ、そうですけど……」

「どんな仕事なの？」

「それはちょっと……」

「秘ひ密みつなの？」

「秘密というか……今はまだあんまり言いたくないというか……」

「そうなの？　じゃあいいや。でもそのうち教えてくれるんだよね？」

　綾はあっさり引いたようだった。健一はそれをちょっと複雑な思いで見守る。聞かれたくないと思っているのはわかってるが、知っておきたいという気持ちもあった。

「……はい。たぶん」

　でも冴子はひどくホッとしているようだった。そこまで言いたくないというのはかなりのものだなあとも思うが、冴子は恥はずかしさということに関しては徹てつ底ていしてるのかもしれないとも感じる。毎日のように体を重ねてはいても、未いまだに彼女の裸はだかを見た覚えがないのだ。

「でも、その……」

　だから冴子の気持ちを大事にしてあげたいとも思う。それでも健一は聞いておいた方がいいかと思って冴子に話しかけることにした。

「なに？」

「バイト先というかそこの連れん絡らく先さきは知っておきたいかなあとは思いました」

　今日みたいなことがあったらやはり心配してしまう。その時に確かく認にんする方法があるとないとでは随ずい分ぶんと違うだろう。

「……そうね」

　それは冴子もわかったらしく反対はしなかった。

「でも今はちょっとわからないから、今度でいい？」

　しかし結局、冴子は教えてくれなかった。

「ええ。今度、バイトに言った時にでも調べておいてください」

「うん」

　冴子はそう言ってまた少し水を飲んだみたいだった。そして小さく息を吐つく。どうやらバイトの面接でけっこう疲つかれているらしい。楽しくて時間を忘れたみたいなことを言っていたが、冴子にとってはいろいろと慣なれないことであったことには違いない。

「大丈夫ですか？」

「え？　うん。大丈夫。柄がらにもなく張はり切っちゃって、今いま頃ごろ、疲れが来たみたい。私、やっぱり鈍にぶいみたい」

「……そうなんですかね」

　楽しい時は疲れるのを忘れるというのは健一にはそんなに特別な感覚とも思わなかった。ライブやその練習の時も、あとで思い出したようにぐったりするし、それに……まあいろいろそれを実感する時はある。

　そしてそれは綾もそうだったらしい。

「私も金工やってる時は全然疲れないけどなあ。なのにちょっと休もうかなあと思うともう立ち上がることも出来なかったりしてさ。面おも白しろいよね、あれ」

「いや、綾さんの場合はあまり面白がってる場合じゃないですから」

「そう？　でも最近は健ちゃんもずっとマンションに居いてくれるから大丈夫だよ」

「だから人をあんまりアテにしないでくださいよ」

「うーん。でも健ちゃんもアテにされてうれしいでしょ？」

「まあ、そういう気持ちもありますけど」

「これだけしてあげてるんだから、今日は三回はやらせてもらわないと割わりが合わないとか思うでしょ？」

「……それは思いません」

「えー！　思おうよ、ねっ」

「思いません。そんなつもりで綾さんの世話をしてるわけじゃないです」

「それもわかってるけど、そういうつもりでもいいってことアピールしておこうかなって」

「……じゃあ聞くだけ聞いておきます」

「うん。忘れないでねー」

「すぐに忘れます」

「なんでー？」

　綾は口をとがらせて不平を口にするが健一としてはなんでそうなるんだという話だ。それで冴子の方を見ると、冴子はうれしそうに小さく笑ってこっちを見ていた。

「そんなに面白いところでした？」

「……え？」

　でも冴子は話しかけられるまで、健一が自分を見ていると気づいてなかったらしい。

「笑ってたじゃないですか」

「……うん。綾さんってかわいいなあって」

「変なこと言わないなら、それも同意できますけど……」

　健一は何で冴子がそんなことを言ったのだろうと思う。それに綾の話をしたが、見ていたのは健一の方だった気がする。

　でも綾はそんなことは全然どうとも思ってなかったようだ。

「じゃあ、変なこと言わないからエッチしようよ」

「……それが変なことと言うんです」

「む？　そっか……難むずかしいね。変なことを言わないってのも」

「いや、そんなに難しくないと思いますよ」

「そっか何も言わずにいきなり襲おそいかかればいいんだ」

「ダメです」

「……じゃあどうすれば、変なことを言わずに健ちゃんとエッチできるの？」

「だから……それが変なことなんです」

「そっかなあ。私、健ちゃんのこと好きだし、エッチしたいよ？　それって変なの？」

「……えっと」

　ここまで堂々としているとなんか逆ぎやくに普通のことなのかなと思えてきてしまう。

「とりあえず私がいるところでは変だと思いますよ？」

　それで冴子が健一が困こまってると思ったのか会話に入ってきた。

「そっか」

「そういうことって他の人のいるところでは言わないものです」

「じゃあ……健ちゃん、私の部屋に来ない？」

　綾のその提てい案あんに乗るとしたらそれはきっとシーナ並なみの本ほん能のうへの気き遣づかいが必要だろう。

「遠えん慮りよしておきます」

　そして健一はシーナではないのでそう答える。

「おっす！」

　そして健一がそう思ったせいなのか、１３０１にシーナが現あらわれた。どうやら佳奈を送って戻ってきたらしい。とりあえず送り狼おおかみになって朝帰りという展開にはならなかったらしい。

「おつかれ、シーナ君」

　冴子が最初に気づいて挨あい拶さつを返す。

「別に全然疲れてないぜ？　体の底から力がいくらでも湧わき上がるぜ」

　しかしシーナはなんだか目が逝いっちゃってる感じだった。アドレナリンが出で過すぎてどこか別の世界が見えちゃってるらしい。

「……そ、そう」

　今度はそれに気づいて冴子が戸惑いの表情を見せる。

「おはよー、シーナ君」

　そしてその隙すきを見たのか今度は綾が挨拶をする。

「おはよ、綾さん。さっきまで寝ねてたんですか？」

「うん。で、これからまた寝ようかなあって。ね、健ちゃん？」

「……寝ませんから」

　健一は綾につっこみを入れて、シーナの方を見る。

「大だい丈じよう夫ぶだった、シーナ？」

「大丈夫？　オイ、誰だれに聞いてるんだ、健一？　俺はシーナだぜ」

「……それは知ってるけど」

「というか大丈夫かどうか聞かれるのはお前の方だぜ、健一」

「そうだっけ……」

　何か別れてから問題になりそうなことがあっただろうかと健一は思う。

「そうだっけじゃねえだろ、健一」

　そう言われても心当たりがない。

「えっと……なんだっけ？」

「大海千夜子に電話をしたのか？　もしくは会いに行ったのかと俺は言ってるんだぜ」

「ああ……」

　そう言えばそんな話だった。自分でも驚おどろくくらいすっぽりと忘れていた。

「その顔じゃあ電話してないな、お前」

「ごめん。忘れてた」

　そして時計を見るともうかなり遅い時間だなと思う。以前、旅行の前日だったか九時過ぎに電話した時も遅いだろうと思っていたが、今日はそれより一時間以上経たっている。

「今、電話しろ。すぐ電話しろ」

「……そんなこと言われても、もう夜中だし」

「オイオイ、大海千夜子の両親はジジババか？　こんな時間にもう寝てる高校生の親がどこにいるんだよ。だから気にせず、電話しろ」

　シーナのその言い分に、今日はやけに強気だなと思う。まあ明日、佳奈とのデートがかかってるんだから必死にもなる理由としては十分なのだが。

「でもほら、もし俺と千夜子ちゃんが無理だったら、二人きりでデートできるわけで、シーナとしてはその方がいいんじゃないの？」

「……む。いや、ダメだ。そんなことになったら俺は緊きん張ちようのあまり死ぬ」

「死ぬほどですか」

「うむ。『今日はずっと二人きりですね』とか言われたらホテルに連れ込まずに我が慢まんできる自信がない」

「それは自信がない方がいいと思う」

「でもホテルに連れ込む自信もない」

「そっちの方が問題かな」

「と、とにかく慣なれるまではいてもらわないと困るんだよ」

「……そうは言われてもなあ」

　嫌いやだというわけじゃないが、結局は千夜子の都合だ。

「大海千夜子がダメなら他の女を調達しろ」

「そんな人を物みたいに」

「お前ならどうとでも出来るだろ？　デートの後にホテルに行きたがる女の一人や二人」

「……なんでさっきからホテルって単語を連発してるのかな」

　健一はシーナがやっぱりヒートしすぎて様子がおかしいと感じる。

「じゃあ私が行こうか？」

　そんな様子を黙だまって聞いてた人がいるのを健一は思い出す。そう提てい案あんしてきたのは綾だ。見回すと冴子が苦笑いを浮かべている。

「……私はちょっと。バイトもあるし」

　さすがに冴子が来てくれるとは健一も期待してない。

「ね、健ちゃん。ホテルってエッチするところのことだよね？」

　そして綾はなんだか別の期待を始めてしまったらしい。

「それなら私行きたいなあ」

「……綾さんには頼たのんでません。というか綾さんは途と中ちゆうでどこか行っちゃいそうで無理だと思います」

「健ちゃんがずっと腕組んでてくれれば大丈夫だよ。それでダメならずっと抱だきしめててくれれば……でもそれだと私、歩けなくなっちゃうかも……」

　綾がそう言いながらなにやら赤い顔をしてモジモジし始める。

「……だから綾さんには頼んでないと言ってるんですけど」

「えー！　ダメなの？」

「ダメです」

　健一はそう言ってダメ押しをするのだが、綾はあきらめてくれなかったらしい。話の矛ほこ先さきをシーナに移うつして交こう渉しようを続ける。

「ダメなの？　私、ホテル行きたいんだけどな」

「……ぐ。き、昨日までの俺ならここで『喜んでー！』というところだったが、今日の俺は一ひと味あじ違うぜ。俺の心の中に佳奈ちゃんがメラメラと燃もえている以上、そんな誘ゆう惑わくに負けないのだ。はははは。さすが、俺！　健一とは違うぜっ！」

「というかシーナと一いつ緒しよに行く話はしてないと思うんだけど」

　健一は冷静につっこみながらまた時計を見た。千夜子に電話するのには遅おそい時間だというのも確たしかだが、それより日奈が家に帰らねばならない時間を過すぎてる気がする。

「シーナ、そろそろ家帰らなくていいの？」

「む？　そう言えば佳奈ちゃんを送ってたせいでけっこうな時間になってるな」

「だろ？」

「でも明日のことが決まるまでは帰るに帰れない。そうだろ、健一」

　まあ、それはそうかもしれないという気もする。

「だったら絹川君が家まで送ってあげたら？」

　そこに冴子がそんな提案をしてくれる。

「帰りながら打ち合わせをすればってことですか？」

　しかしそれはシーナとではなく、日奈ということになる。それでいいのだろうか。

「よし、それでいこう。ナイス、有馬。今度、ジュースおごるぜ」

　でもシーナの方はなんの問題もなさそうだ。

「……ジュースは別に」

　冴子はそんなシーナのテンションに困った様子だった。

「ま、お礼だから受け取っておけ。今は無ないけどな」

　でもシーナはそんなことお構かまいなしにそう告げると１３０１を出て行こうとする。

「じゃ、俺はちと着き替がえるから、健一、お前はその間に大海千夜子に明日暇ひまか聞いておけ！　急ぎだぞっ！」

「……はい」

　それで健一はもはや選せん択たく肢しはなさそうだと思い、千夜子に電話することにする。と言っても１３０１には電話はない。

「じゃあ、僕は１３０３に行きます」

　なのでそう言って健一は席を立った。冴子は優やさしい瞳ひとみで健一を見ていたが、綾は不満そうにじっと睨にらんでいた。




｛は、はいっ！　大海です！｝

　その慌あわてぶりから健一はそれが千夜子だと理り解かいした。

「夜や分ぶん、すみません。絹川という者ですが……」

　それでももしかしたら親しん戚せきの女の子がたまたま家にやってきてる可か能のう性せいもあるので、丁てい寧ねいな口調で切り出す。どうしてもそうしてしまう辺りが自分が電話が苦手な理由なのかもしれないなんて思う。

｛はい。千夜子です！　健一さんですよね？｝

「はい。すみません、こんな時間に」

｛いえ。健一さんの声が聞けて嬉うれしいです｝

　でも千夜子は本当に明るく元気だ。

「僕も千夜子ちゃんの声が聞けて嬉しいです」

｛……そう言われると照れます｝

　自分で言い出したくせに返されて照れられると、健一としても困ってしまう。

「それで、今、いいですか？」

｛え？　あ、はい。なんとか｝

「……なんとか？」

　電話に出た時から慌てた様子は感じていたが、それは他の家族が出る前に健一からの電話をとろうと躍やつ起きになっていたから……だけではないらしい。

｛その……さっきまでお風ふ呂ろに入ってまして……あがったところで電話の音が聞こえて｝

「……えっと」

　それは湯上がりとかそういう情じよう緒ちよを感じさせるレベルではなく……。

｛あ、体は拭ふきましたよ？　拭いてる最中でしたから、後は髪かみくらいで｝

「……かけ直した方がいいですか？」

　というか一体、千夜子が今、どんな状じよう態たいなんだろうと気になってきた。

｛だ、大丈夫です！　パンツははいてますからっ！｝

　そして聞いてもいないのにけっこう大事な情報を千夜子は教えてくれた。

「……風か邪ぜ引きますよ」

　パンツははいてるということは……他はどうなんだろうか。そう考えてしまっても、さすがに誰も自分を責せめることは出来まい。健一はそう思う。そりゃいろいろと微び妙みようなところはあるが、千夜子は健一の彼女なのである。むしろ普ふ段だんからそういうことを考えていてしかるべきと怒おこられるくらいだろう。

｛ですかね……でもこんな時間にかけて来るってことは急ぎの用よう件けんなんですよね？｝

　そして千夜子はその格かつ好こうより、健一の電話の理由を気にしてるようだった。けっこう強つわ者ものかもしれない。

「詳くわしいことはちょっと決まってないんですけど」

　だから健一は千夜子の説得はあきらめて、用件をさっさと済すませる方を選せん択たくする。

｛はい｝

「明日、シーナがＷデートをしないかって言ってるんですよ」

｛……Ｗデートですか｝

「で、千夜子ちゃんの明日の予定はどうなってるのかなあ……と」

　聞きながらそれくらい知っておけと自分で思う。

｛無いです！　何も無いです！　あっても今から無くします｝

　でも千夜子はそういうことに別に不満は持っていないようだった。力強く明日は暇ひまだとアピールするだけだ。

「そうですか。良かった」

｛はい。私も良かったです｝















「じゃあまた明日電話しますから、今日はこの辺で。風邪引かないでくださいね」

　そして健一は電話はこの辺にしておこうと思う。千夜子がパンツ以外どれだけ着てるかどうかも気になるが、髪が濡ぬれてるというだけで十分、風邪を引きかねない。

｛はい。風邪引きません。電話待ってます｝

　でも千夜子はすごく元気そうにそう返事をする。

「それじゃお休み、千夜子ちゃん」

｛はい。健一さん。お休みなさいです｝

　そして健一は電話を切る。

「……はあ」

　そしてその途と端たん、どっと疲つかれるのを感じた。冴子じゃないが今いま更さらのようにライブの時の疲れがやってきたらしい。

「でもまあ、これでシーナにどやされずに済すむな」

　健一はそう呟つぶやきながら深しん呼こ吸きゆうをして１３０３を出る。

「……あ、こんばんわ」

　でもそこに待っていたのはシーナではなく、日奈だった。

「こ、こんばんは」

　十分予想できる展開だったのに、健一はその対たい応おうに困ってしまう。今日のシーナの印いん象しようが強かったせいだろうか。部屋の外で待ってるのがシーナだろうとさっきまで思っていた。

　しかし目の前にいるのは日奈だった。背中を丸めてるせいか、小さく見える。でも腕を前で組んでいるので、低い姿し勢せいからそのポーズで見られると何か疑うたがわれてるかのような気持ちになる。実じつ際さい、なぜか表情も険けわしい……気がする。

「すみません。無理言ってしまって」

　そしてやはりシーナとはとても同一人物とは思えない発言に健一はさらに混こん乱らんしてしまう。

「え？　いや、大丈夫ですよ？　ちゃんと千夜子ちゃんが出てくれましたし」

「……でも、ご両親が出て絹川君の印象を悪くする可か能のう性せいもあったわけですよね」

「いやまあ、千夜子ちゃんのご両親はそういう人たちじゃないですから。むしろ過か大だい評ひよう価かされてて困ってるくらいなので、少し評価を下げておいた方がいいくらいですから。ははは」

　健一は自分でも何を言ってるんだろうと思ったが、まあ、別に日奈に責せき任にんを感じて欲しいわけではないのでそういうことにしておく。

「それでその……大丈夫だったんでしょうか？」

「あ、オッケーです。用事があったとしてもなくしてやってきてくれるって話でした」

「……それって本当は用事があったってことじゃないんですか？」

「そうなんですかね？」

　でもそういうことで千夜子が噓うそを言うとも思えなかった。それに最初にないとはっきり言ったのだから、きっとないのだ。

「千夜子ちゃんのことだから、それだけの決意ってことの表明だと思います。というか、立ち話してないで帰りましょう」

「あ、はい……」

　言われて日奈は歩き始めるが、なんだか元気がない。シーナの時にあれだけテンションあがってたので反動が来たのだろうか。それとも明日のことが急に心配になったとか……。

「明日のこと、進めちゃっていいんですよね？」

　だから健一は一いち応おう確かく認にんしておこうと思う。

「は、はい。もちろん、それは。こっちからお願いします」

　そしてその反応を見る限り、どうも日奈のテンションが低いのはその辺りとは関係ないらしい。じゃあなんのせいなんだろう。健一はそう思いながら１３０１の前を通り過ぎて、階かい段だんを下りていく。

「…………」

　時々思うのだが、上る時はともかく、下りる時はエレベーターじゃダメなのだろうか？　それだと随ずい分ぶんと楽なのだが。特に綾の荷物を下ろす時とか。

「……って関係ないか、とりあえず」

　でも今はそんなことを考えている場合じゃなかった。

「え？」

　そして健一の独ひとり言ごとを日奈は聞き損そこねたと思って健一の方を見る。

「あ、いや。帰る時はエレベーターじゃダメなのかなって思っただけです」

「どうなんですかね？　でもそれで外出たら誰もいなかったりしたら怖こわいですよね」

「……確かに怖いですね」

　そんなことは想像したこともなかったが、なかなかに的まとを射いた意見だなと思った。その辺りにＰＨＳが圏けん外がいでもないのにかかってこない秘密が隠かくされているのかもしれない。

「じゃ、なくて」

　でもやっぱりそういう話ではない。

「はい」

「明日のことですけど」

「今の内に決めておかないとですよね。うちに電話してきてもらったら変ですし」

「ですよね」

　そうこうするうちに健一は意外に階段を下りながら話をするというのはむずがゆい感じがしてきた。日奈が先行しているせいで、そんなに離れていないのに顔が遠い。それにシーナのことを日奈と話すというのにも違和感がある。

「どこか行きたいところとかあります？」

「……特にはないです」

　そのせいかどうも会話がしづらい。とりあえず外に出るまでは黙だまっていればよかっただろうか。そんなことを思う。

「じゃあ、瓶かめ井い戸ど駅前のショッピングセンターでいいですか？」

「いいですよ」

　健一は女の子はそういうところに行きたがるものなのかなと思いながら、それでも特に反対はしなかった。佳奈のことは日奈が一番わかってる。彼女の意見を尊そん重ちようする方がいいだろうということはわかっていた。

「佳奈ちゃんはあのショッピングセンターが好きなんですよ。別に何か買う訳わけじゃないのに、あちこち見て回って、それで満足して帰るんです」

　そしてそれを告げる日奈はさっきまでよりは随分と元気そうに見えた。踊おどり場ばで止まった日奈がくるりと振り向いた時、明るい笑顔が見える。

「なら、そこが一番じゃないですか」

「ですよね。うん。私もそう思います」

　日奈はさっきよりも大きく笑う。そんな日奈はやっぱりかわいいなと思う。

　女の子は恋こいをすると綺き麗れいになるなんて話があるが、これがそういうことなんだろうなと健一は感じる。

「……どうしたんですか？」

　それでどうやら日奈のことをじっと見てしまったらしい。日奈が不思議そうな顔をして健一に尋ねてくる。

「あ、いや……元気そうで良かったなって」

「え？　私、元気ですよ？　もうこの上ないくらい」

「さっきまでなんだか険けわしい顔をしてたので……何か問題でもあるのかなって心配してたんですけど……」

　健一は、でもそれは気のせいだったと言うつもりだったのだが、日奈は健一の目の前で顔を赤くして眉まゆを寄よせる。

「……えっと」

　どうやらやっぱり気のせいというわけでもなかったらしい。

「やっぱり何か問題があるんですか？」

「明日のこととかじゃないので……そんなに心配しないでください」

「なら、いいんですけど」

　そうは言っても気にはなった。

「その……ブラが見あたらなくて……」

　日奈はそれで黙ってるのも悪いと思ったのか、そう言って原げん因いんを口にする。

「……は？」

「今日、佳奈ちゃんが来ると思って張はり切ってたせいで、着き替がえの時にどこかにやっちゃったみたいなんですよ」

「……なるほど」

　それで原因はわかったが、しかしどうやったら着替えをどこかにやっちゃったりするのだろうかとは思った。それだけ佳奈が来るってことで我われを忘れてたのだろうが……それ以前に、意外に日奈はずぼらなのかもしれない。

「もう暗いし、シャツ一枚まいってわけじゃないから見えたりはしないってわかってるんですけど……居い心地ごこちが悪くて……」

「……そうですか」

　とは言え、健一というか男にはなかなか想像しづらい居心地の悪さだよなと思う。なにせブラジャーなんてつけたことはないのだ。それがあるとないとでどう違うかなんてわかるわけもない。なのでとりあえず、パンツをはかずに直ちよく接せつズボンをはいた自分を想像してみる。

　……確かに居心地悪そうだ。

「大丈夫ですよね？」

　日奈が心配そうに尋ねてくる。しかし大丈夫じゃなかったら大変なことになりそうなので、確認するのもどうかなと思う。

「……多分」

「堂々としてる方がいいですかね？」

「……どうなんでしょう」

　まあ、まさか日奈が下着も着けずに歩き回ってると思う通りすがりの人間などいないだろうし、あまり気にしすぎてると逆に興味を引くかもしれない。

「気にしないことにします」

　そしてしばらく考えて日奈はそう結けつ論ろんしたようだった。しかし健一としてはそんなことを言われてもなあという気持ちもあった。

　日奈の胸むねを見てしまったことがある健一としては、なんとも居心地が悪い。こんなことなら聞くんじゃなかったと思う。

「僕も気にしないことにします」

　そして健一としてもそういう結論に達たつするしかないと思う。それが出来るかどうかはともかく、そうした方がいいことは間違いない。

「あはは。絹川君は最初から気にしてないじゃないですか」

「……そうですね」

　そうだったのだろうかと自分に思わず尋たずねてしまうが、ここで興味津しん々しんですと主しゆ張ちようするわけにもいかない。

「で、明日の時間なんですけど」

　そうこうしてる間に階段を下り終えて、一階までやってきた。そして日奈は話題を変えながら、マンションの外へと歩き出す。

「はい。やっぱりお昼前くらいですかね」

　健一も日奈の後に続いて外に出る。

　外は空気が冷たかった。そのせいかさっきとは違う場所に来たのだと感じる。

「……お昼過ぎでいいですか？」

「え？」

「ご飯食べた後の方がいいかなって思うんですけど」

「じゃあ、おやつよりちょっと前の時間ですか？」

「その方がいい気がします」

　なんでそうなのかはよくわからないが、日奈がそういう以上、そうなのだろう。

「じゃあ十四時に瓶井戸駅で集合でどうでしょう？」

「はい。それじゃそういうことで……」

　日奈はそこで何か大事なことを忘れていたことに気づいたらしい。急に顔が青くなるのが見えた。

「……どうかしたんですか？」

「それをどうやって佳奈ちゃんに伝えたらいいんですかね？」

「え？」

　健一は言われて、今、こんな話をしてるってことは佳奈はまだ明日、どうするか知らないってことだよなと理り解かいする。

「……えっと、外から電話するとか。今からしたらどうですか？　どこかこの辺に電話ってありましたっけ？」

　健一はしかし普段はそんなこと気にしてないので、思い当たる場所がない。公園に行けばどこかありそうなものだが……思い出せない。

「む、無理です」

　しかし日奈の態たい度どを見るとそう言うレベルの問題じゃないらしい。青い顔をしてガクガクと震ふるえている。

「……無理ですか？」

　窪塚家には夜電話するのが禁きん止しされているのだろうか。それなら明日、電話すればいい気もするが、どうもそういう話ではなさそうだ。

「無理です」

　震えながら日奈はそれだけを繰くり返す。

「何がそんなに無理なんでしょうか？」

「私、シーナの格かつ好こうじゃないと佳奈ちゃんに明日の予定を伝えるなんて無理です」

「……そうなんですか」

　電話でもそういうものなのかなあと思うが、日奈の態度を見る限り、冗じよう談だんとかではなさそうだ。本気で心からそう思ってるのは疑うたがいない。

「そうなんです」

「じゃあ僕から伝えますよ。時間的にはこれからかけても平気なんですか？」

　健一はそう尋ねるが日奈は質しつ問もんに答えるどころではなかったようだ。健一の最初の方の言葉を聞いたところでどこか別の世界に飛んでいってしまったらしい。キラキラと輝かがやく目で健一の方を見て、今度は赤い顔をして小さく震えている。

「ほ、ほ、ほ、ほ、本当ですか？」

「いや……それでいいならそうしますけど。シーナと僕は友達なんだし、明日一緒なんだし、僕からでも変じゃないですよね？」

「ですよねっ！　そうですよね。自然ですよね」

　日奈はなんだかすごく嬉うれしそうだ。健一はそんなに画かつ期き的てきな提てい案あんだったのかなあと思うが、それだけ日奈が必死だからなんだろうと思う。

「まあ、シーナからの方が佳奈さんも喜ぶと思いますけど……少しくらい寂さびしいと思ってくれた方が明日盛もり上がるかもしれませんし」

「……なるほど。絹川君は策さく士しですね。にくい感じの演えん出しゆつです」

「いやまあ、別に狙ねらってそうしたわけじゃないんですけど」

　でもなんだか日奈は喜んでくれてるし、それでいいかと思う。

「でもいいです。それはいいです。だから電話は私が帰ってからにしてください」

「……それはなぜ？」

「電話してる時の佳奈ちゃんを見てたいから……なんですけど」

「見たいんですか？」

「見たいです。きっときゅんとします」

「なるほど。まあ、夜遅いですし、あまり長々と電話鳴らすわけにもいかないですしね」

　こういう時の日奈はすごく女の子っぽいなあと思う。というかまあ、実じつ際さいに女の子だったりもするわけなのだけど。

「そうですね。じゃあ私がそれとなく佳奈ちゃんを電話の前に待機させておきます」

「はい」

　健一はそう言いながら、なんとなく今の日奈にそれとなくというのは難むずかしいんじゃないかとも思った。でも佳奈の方も冷静じゃなさそうだし大丈夫だろうか。

「って、そう言えば……」

　しかし健一は危あやういところだと気づく。

「な、何かまだ欠けつ陥かんがっ!?」

「僕、窪塚さんの家の番号知りませんでした」

「うわっ！」

　気づいて良かった。驚おどろく日奈の顔にはそう書いてあった。

「……ああ、でも家に帰ればわかるかな。佳奈さんとは同じクラスなんだし」

「でも遠回りですよね？」

「まあ、そうですけど……家なら電話ありますし」

「すぐ見つからないかもしれないし、一応、教えておきます。書くものあります？」

　日奈にそう尋ねられるが二人とも完かん全ぜんに手ぶらだった。あるわけがない。しかし健一は別にそんなものなくてもなんにも困らないことを思い出す。

「僕、ＰＨＳを持ってますから、それに登とう録ろくすれば……いいですよね？」

「ですね。というかそんなもの持ってたなら最初から言ってくださいよ」

「……ですよね」

　でもそのＰＨＳのことはあまり思い出したくないと感じていた。それはきっと蛍子にもらったものだからだ。それは彼女との絆きずなであり、そしてもう会わないという誓ちかいでもある。

「いいですか？」

　でもそのことを日奈には話さなかった。ただ日奈の言うとおり、電話番号を記録するための機械として使うことにする。

「……はい。これで間違いなく、登録できたかと思います」

　そうは言ったがかなり操そう作さが不ふ慣なれなので自分でもちょっと心配だった。

「大丈夫ですよね？」

　だから日奈も不安げに尋ねてくる。

「……はい。あんまり使ってませんけど、機き能のうは問題ないはずです」

「これで私が帰った後に電話すればオッケーですね」

「ですね。後は明日のことですけど」

「……なんか想像するの難しいです。私、デートなんて初めてですし」

「なるほど」

「絹川君は最初のデートはどこに行ったんですか？」

　そんなことを突とつ然ぜん振られて、健一は戸惑う。

「え？　どこだったかな……」

「うわっ！　ひどっ！」

　そのせいでかなりの悪人という評価を受けてしまった。

「映画を観みに行きました。千夜子ちゃんに誘さそわれて」

「どうでした？」

「……映画はなんかもったいない気がしました」

「もったいない？　それは何が？」

「時間ですかね？　一緒にいるのに黙ってスクリーンを観ることになるじゃないですか。それならどこかで何か食べながら話してる方がいいかなって」

「なるほどぉ。でもロマンチックな映画ならちょっと違うんじゃないですか」

「そうなんですかね？」

　そういうのを一緒に観たというだけで女の子にとっては大切なイベントになるのだろうか。そうだとすれば、もう少し映画を観に行くということを真しん剣けんに考えた方が良さそうだ。

「あと、ボロボロ泣ける映画とか」

「……僕、あんまり映画で泣いたりしないんですよね」

「そうじゃないですよ。隣となりでボロボロ泣いてると思うと萌もえるじゃないですか」

「萌え……」

　自分にはよくわからない概がい念ねんだが日奈にとっては重要なものらしい。

「佳奈ちゃんは観る前は『私は絶ぜつ対たい泣かないと思うよ』とか言ってるんですけど、最後は泣いちゃうんですよね。だから『みんなには黙っててね』とか言うんですよ？　かわいいじゃないですか、すっごく、すっごく、すっごくっ！」

「……そういうものですか」

　どうも日奈とは女の子の趣しゆ味みが違うらしい。それが日奈が女の子だからなのか、日奈が自分と違うからなのかはよくわからないが、この際さい、どっちでも違うのだから同じだろう。

「そういうものです！　それをわからないなんて絹川君は人生の八十パーセント以上を損そんしてますよ」

「……随分と損してますね」

　でもきっとそれはあんまり大げさなことではないのだろうなとも思う。

　健一はずっと感じている。自分には恋愛は向いてないと。そのせいで自分はこの先も望むとおりの幸せを得られないのだろうと感じるのだ。

「ま、佳奈ちゃんは私のものだから絹川君にはわからない方がいいです」

「……ま、そうですね。僕も日奈さんとライバルになんてなりたくないですし」

「同感ですっ！」

　日奈は機き嫌げん良よくそう語るとにっこりと笑った。それを見て、健一は本当に良かったなと思う。この間、一緒に日奈の家に行った時はさんざんなことになったが、それも今では過か去このことだなと感じた。あれはあれで辛つらい現げん実じつだったが、今日の日奈の笑顔のために必要なことだったと思えば、それはきっと良い思い出にできるだろうと思う。

「そう言えば明日なんですけど、途と中ちゆうで僕らは消えた方がいいんですかね？」

　そして自分は日奈の恋のためになんでもしようと誓ちかったことを思い出す。

「え？」

「やっぱり二人きりになった方がいいですよね？」

「……で、ですよね。でもなんか悪いです。いろいろと気を遣つかってもらって」

「でもそっちが二人きりってことはこっちも二人きりですから」

「あ、そうですよね。ついに攻せめ落とす気になったんですね？」

「……いや、そういうわけじゃないですけど」

「なんだ、つまらない」

「……つまらないって」

「だってもう付き合ってけっこう経たってますよね？」

「……そろそろ四か月かな」

「だったらもうすることし終えて倦けん怠たい期きですよ、普通は。鍵原さんも呼んで３Ｐしようって言って怒おこられてる頃ころです」

「……それはそれでどうでしょ」

　それにツバメには申し訳わけないがそんな選せん択たく肢しは絶対に存そん在ざいしないと断だん言げんできる。

「とにかく、ここまで来ると千夜子ちゃんがかわいそうだと思います」

「……そうですか？」

「三回デートしたらキスして、その日にゴールインです。それが今時の男女恋愛です」

「……そうとはあんまり思いたくないです」

　というか三回目のデートというと蛍子のことを思い出してしまう。三回目だって言うのに手も握にぎれずのこのこ帰ってきて、それをなじられた。そしてそれに怒った自分は……。

「ま、千夜子ちゃんはそういうことには積極的じゃなさそうですよね」

「……と思うんですけどね」

「でもやっぱり待ってると思いますよ」

「……うーん」

　まあ、日奈の言い分はもっともな気もするが、どうしても千夜子といるとそういう展開になる気がしないのだ。自分に根こん性じようとかやる気がないとも思うが、彼女も望んでいない気がしてやっぱり普通に話してそれで帰ってきてしまう。

「ま、その辺はそっちの問題として、途中でいなくなってくれるのは大だい賛さん成せいです。でもあんまり早くいなくなったら嫌いやですよ？」

「じゃあ何かサインでも決めておきましょうか？」

　健一はけっこう真ま面じ目めに言ったつもりだったが、日奈はぷっと吹ふき出した。

「あはは。なんですか、それ」

「なんて言うんでしたっけ？　麻雀マージヤンとかでいかさまする時に合図をするじゃないですか」

「通しですね」

「そ、それです。そういうの決めておけば、確かく実じつじゃないですか」

「うーん。必要ですかね？」

「ま、その時が来れば、わかりますよね」

「と信じたいですけど」

　日奈は笑ったくせに、改めて確かく認にんされると不安になったみたいだった。

「やっぱり決めておきます？」

「……いや、いいです。自然にそうなると思いますから」

　でもそこには何かこだわりがあったらしい。

「なら、いいです」

　健一はそうこうしているうちに、随分と日奈の家に近づいて来たなと思う。今日は途中で佳奈に見つかって怒られるという心配もなさそうだし、同じ景色でも随分と気が楽だった。それは日奈も同じだろうと思う。

「…………」

　でもそれを改めて感じると、不安がわき上がってきた。

「……どうしたんですか？」

「いや……なんだろ、こういうの変なんですけど、こうして会えるようになって良かったのかなって思う気持ちもあるんですよね」

「どうしてですか？」

「結果的には佳奈さんがシーナのファンになってくれてうまくいってますけど、そうならない可能性もあったんですよね」

「それはそうですけど」

「これは有馬さんに言われたんですけど、僕が憎にくまれてるうちは佳奈さんは日奈さんを大事にしてくれるだろうって」

「……それはそうですよね」

　日奈は複ふく雑ざつな表情で小さく答えた。

「なのに僕は錦織さんに相談してしまって、その辺りを解かい決けつしてしまったんです。それでシーナが戻ってきて僕や綾さんたちは喜んだけど……日奈さんにとっては本当にいいことだったんでしょうか？」

　その問いを口にして、健一はまた自分が逃にげていたのだなと気づく。本当はシーナが戻ってきた時にすぐに確認するべきことだったのだ。それを今日まで聞かなかったのは、その答えが自分に望ましくないかもしれないと感じていたからだ。

「……私って贅ぜい沢たくなんだなって思ったんですよね。それでみっともないって思いました」

　でも日奈の答えは健一が想そう像ぞうしてたものとは全然違っていた。

「どういう意味でしょ？」

「戻ってきた日に言うべきだったですよね。でも絹川君に対して恥はずかしくて、今まで言えなかったんです」

　そして日奈が何を考えているかはわからないが、なんだかお互たがいに似にたようなことを思っていたらしいことは感じる。

「僕も怖こわくて聞けなかったですから、同じですよ」

「だといいんですけど」

　日奈はそれで少しうつむいて自分の考えをまとめるためか、一ひと呼こ吸きゆうあける。

「私、佳奈ちゃんさえいれば、他はいらないってそう言ってましたよね？」

「はい」

「でもそうじゃないだって気づいたんです。以前の私には佳奈ちゃんしかなかったんです。だから他のことなんてどうでもいい。そう思ってたんですね。でもあの日、佳奈ちゃんが私のことをずっと見てくれるってわかっても、何も言い訳わけせずに帰った絹川君のことを思うと全然嬉しくなくて……絹川君は私と佳奈ちゃんがうまくいくためならなんでもするって言ってくれて、そして実際、そうしてくれた。なのに私はそうなった時に、なんてことをしてしまったんだろうってそう思ってたんです」

　日奈は悲しそうに笑い、健一の方を見た。

「私は口先だけだったんです。私は絹川君のようにはなれない。佳奈ちゃんを手に入れるためなら、他のこと犠ぎ牲せいにできる。そう思ってたのに……そう思ってただけだったんです」

「……それって喜んでいいことなんでしょうか？」

　健一にとってはそれは日奈が健一に友情を感じてくれているという告白にもとれた。でもそのせいで日奈は幸せをつかみ損そこねたのかもしれない。

「だから贅沢でみっともないって思ったって話なんです。佳奈ちゃんだけじゃ満足できない。私には……っていうかシーナにはですけど絹川君って友達がいて、ファンもたくさんいて。それはすごく楽しい毎日だったから、私はそれを失いたくなくなってたんです」

「じゃあ、こうなって良かったんですか？」

　日奈のその思いはわかるような気がした。というよりそうであって欲しいと健一は思っていたように感じる。

　佳奈とうまくいって欲しいとは今でも思ってる。でもそのために自分やファンを本気で捨てられるような日奈であって欲しくはなかった。そして捨てられてしまう自分でなくて良かった。そう思う。

「……はい」

　それでも日奈ははっきりと断だん言げんはできないようだった。こうなってしまったこと自体、もう引き返せないことだし、健一のことを気き遣づかっているのかもしれない。

「なら、いいんですけど」

　でも健一はそれには気づかなかったことにする。

「錦織さんがしてくれたことは最初は戸惑いもありました。なんでこんなことになったんだろうって驚きもしましたけど……十三階の人たちに迎むかえられて、やっぱりこれで良かったんだと思いました。佳奈ちゃんと一いつ緒しよにいる方が嬉しいけど、この人たちともいたいって……そう思ったんです」

　その言葉に健一は素す直なおに嬉しいと思った。だが同時に、やはり不安も感じる。

　すべてがうまくいくとは思えない。それは冴子の言葉だ。

　それはそれできっと現実というものなのだろう。だからちょっとの幸せでも感かん謝しやして生きるべきなのかもしれない。

　でも日奈は自分を贅沢でみっともないと言った。佳奈とのことだけでなく、シーナとしての幸せも求めたい、と。それを健一は責せめる気にはなれなかった。後あと押おしをしたのは自分だし、それにそうであって欲しいと思う。

　現実はそんなに甘あまいものではないとしても、それを願い、手に入れようとしていけないわけではない。それにそういう願いをかなえるために、あの十三階は存そん在ざいしているのだ。健一はそう信じたかった。

「シーナが戻ってきたのは良かったことなんですよね？」

　でもそれがただの願がん望ぼうでしかないこともわかってきた。十三階がなんであるかなんて誰も本当は知らないのだ。

　ただ健一は綾に出会い救すくわれ、冴子は健一に出会って救われた。それが一時的なものであったとしても……。

「きっとそうですよ」

　日奈の言葉は健一の心に被かぶさるよう届とどいた。でも日奈は笑ってはいなかった。悲しそうな顔をして、そして唇くちびるをかみしめる。

「日奈さん？」

「でも私は後こう悔かいするかもしれません」

「……どうして？」

「それでも私には佳奈ちゃんが一番なんです」

　日奈の返答は明めい確かくだった。そして以前と何も変わってはいない。他に重要なものが出来たとして、それだけは変わらない。きっと、ずっと。

　たとえ、佳奈に拒きよ絶ぜつされることになっても──。

「ですよね」

　だから健一はそれを否ひ定ていしない。

「でもそうなったとしても、私は絹川君を恨むようなそんな情なさけない人間にだけはなりたくないです。それだけは約束します。たとえ後こう悔かいすることになっても」

　日奈はそこで一度唇を嚙かんだ。

「私は絹川君を恨みません」

「うん」

　健一がそんな日奈に返せたのはそれだけだった。

　そんなことにはならない──とは言えなかった。でもそうならないことを祈いのった。自分には無理だったけど、自分一人では届かなかったけど、日奈にだけは幸せになって欲しい。

　そのためなら誰に何を言われたって構かまわない。なぜそんなことに協力したのかと責められるのだって怖くない。

「……でも、私は今は幸せです。きっと一生で一番。でもその一番をこれから更こう新しんし続けるんです。私には佳奈ちゃんがいて、そして絹川君たちがいるんです」

「うん。ありがとう」

　そして健一は知らずとそう呟つぶやいて、日奈が自分のためにそう言ってくれたのだと理解した。決して楽観的に考えている訳じゃないけど、今は間違いなく幸せなのだと。だから健一がエリに相談したことは間違ったことではなかったのだと。

「ありがとうって……変ですよ」

　日奈はそして小さく笑うと、ぱっと駆かけ出した。

「変かな？」

　健一はそれを追いかける。

「変です。感謝してるのは私の方じゃないですか」

　日奈はそして急に立ち止まって健一の方を見る。少しかがんで上うわ目め遣づかいで睨にらむように。

「……そうですね」

　だから健一も立ち止まってそんな日奈の顔を見た。その目が、口が笑っていた。

「ありがとう、絹川君」

　そして日奈は姿し勢せいを正して、それを告げる。

「こちらこそ、日奈さん」

「……だから私が感謝をしているんですって言ってるんですけど」

「わかってるんですけど、なんか黙って受け取るのが苦手なんですかね」

　健一は苦笑いを浮かべる。いちいち返さなくていいと言われても自然と出てくる言葉を押しとどめる方が難むずかしい。

「あと、ついでに言っちゃいますけど」

「はい？」

「私のことは、日奈でいいですから」

「日奈……」

　なんだか返事を我が慢まんするよりさらに据すわりが悪い。

「シーナはシーナだから、日奈は日奈です」

「それはそうなんですけど……」

「なんですか？」

「鍵原辺りに誤ご解かいされそうです」

「……なるほど。じゃあ二人きりの時だけでいいです」

　日奈はそう言うと小さく笑って、両手を広げるとくるりと回る。

「二人きりの時だけ……ならいいのかな」

　なんかそれも違うような気がするが、それが日奈にとっての親愛の情を込めた呼び方ということであれば検けん討とうした方がいいかと思う。

「じゃあ、僕のことは健一って呼んでください」

　そして日奈が日奈なんだから、そうであるべきだろうと思う。シーナは健一のことを健一と呼ぶのだしそれが自然だろう。

「……え？」

　でも日奈は驚いて立ち止まった。

「なんでそこであり得ないみたいな顔をするんですか？」

「そ、そうですよね……」

「シーナは僕のことを健一って呼ぶし、そう呼んでください」

「……わかりました。そう呼びます」

　日奈はそう言いながらまた歩き出す。少し駆け足で。

「で、呼ばないんですか？」

　それを追い抜いて健一は日奈の顔を見る。

「……必要ないのに呼んだりしません」

「そりゃそうですけど」

「そっちだって呼んでないじゃないですか」

「それもそうです」

　健一は日奈の顔を見ながら、そう言えと呼ばれたように呼んでみる。

「日奈っ！」

　そしてやはり照れるなと思う。

「……なんですか？」

「僕は呼びましたよ」

「……わかりました」

　日奈は納なつ得とくしたようなことを言ったが急に立ち止まった。だから健一は止まろうとしてバランスを崩くずしてしまう。

「とと、と」

　でもなんとか立ち直って日奈の前で立ち止まる。

「健一……さん」

　そして日奈は約束通り呼ぼうとして、見事に失敗したみたいだった。

「なんかよけいなものがついてますよ」

「わかってます……今度までに練習しておきます」

　日奈は怒ったような声でそう言うと、視し線せんを下げた。なんだからしくないなと健一は思ったが、でも日奈のことなんてよく知らない。この間の時だって酔よっぱらっていたからいろいろと話しただけだったのだから。

「というかやっぱり変だと思うので止やめません？」

　そして日奈が無理だと理解してくれたものと思って健一はそれを提てい案あんする。

「止めませんよ」

「……想像以上に頑がん固こです」

　でもそれはもしかすると十三階の住人たちの共きよう通つうした個こ性せいなのかもしれない。それぞれこだわりどころは違うけど、どこかで絶対譲ゆずれない物を持っている。

「私、健一……さんと友達になりたいんです」

　そしてその理由をやっぱりつまりながら日奈は語る。

「……友達じゃないんですか？」

「そう言われると困こまるんですけど……私としてはですね」

「はい」

「シーナと同じようになりたいんです」

「僕と日奈……さんがですか？」

　健一もやっぱり言いづらい。

「そのためにはまず呼び名です」

「そうかな……」

　健一はなんでそうなのかよくわからない。

「とにかく日奈さんとか呼ばれてるうちは友達って気がしないんです」

「そうは言われても……」

「でも佳奈ちゃんがいなかったら、絶対に私のこと、窪塚さんって呼んでますよね？」

「……そうは言われても千夜子ちゃんのことだって、旅行に行くまではずっと大海さんって呼んでた男ですよ、僕は」

　そんなに誇ほこらしくいうことでもないんだが、事実なんだからしょうがない。

「旅行ってなんですか？」

「夏休みに二泊はく三日で海に行ったんです、千夜子ちゃんと」

「それでエッチしなかったんですか？　それは健一さんの正気を疑うたがいます」

「……そうは言われてもホタルも鍵原もいたし」

「４Ｐに突とつ入にゆうですよ、それは」

「……いや、さすがにそれはいろいろとまずいかと」

　というか話がそれてる。

「そんな話をしてたわけじゃないかと思うんですが」

「そうでした。というか鍵原さんですよ、鍵原さん」

「……鍵原がなんだって言うんですか？」

「健一さんは、鍵原さんのことを鍵原って言うじゃないですか」

「まあ、さん付けするほどの相手とも思いませんし」

「でもそんな風に扱あつかってるのって、鍵原さんだけじゃないですか」

「……そうかな」

　あんまり真ま面じ目めに考えたことはなかったが、言われてみるとそうかもしれない。

「それはつまり、鍵原さんのことを特別に考えてるってことです」

「……む」

　しかしそれは特別は特別でも、特別に下に見ているということではないだろうか。

「だから私のことも日奈って呼んでください」

「つながってます、それ？」

「だから鍵原さんと同じように呼ぶわけですよ。どうなります？」

「鍵原と同じだから……窪塚かな」

「ですよね？　でもそれだと佳奈ちゃんと区別がつかない。ということは？」

「日奈……ってことか」

　なるほどそう言われると、そんな気もする。それに男友達なら、普通に下で呼ぶだろう。日奈を男友達と思うのはちょっと抵てい抗こうがあるが本人はそれを望んでいるらしい。

「どうですか？　だから日奈です」

「わかりました。じゃあ、日奈って呼びますよ」

　そしてそう思うと、まあ、そんなものかなと思う。ただの呼び名だ。

「はい」

　そしてその自然な呼び方に日奈は楽しそうに笑った。

「で、日奈は僕ぼくのこと健一って呼ぶんですよね？」

「……だから次までに練習しておくって言ったじゃないですか」

「そうでした」

　健一はそう言いながらほっとした気持ちになって辺りを確かく認にんする。

　そろそろ日奈の家だ。話してると時間も距きよ離りも忘わすれてしまいそうだ。

「この辺ですよね、家？」

　正確にはよくわかってなかった。この間は途と中ちゆうで日奈を見送ろうとして、家までは行かなかったのだ。

「はい。もうすぐそこです。角曲がってすぐです。この辺で別れます？」

「いや、ま、ここまで来たら大差ないし、それに電話をするタイミングもあるから」

「そうですね。じゃ、家まで送ってください」

　しかしわざわざそんなことを確認してる間に、もうついてしまいそうだった。角を曲がり、見えた場所のどこかに日奈の家がある。

「そこです」

　日奈は指でそれを示しめす。通りになじんだ、実に普通の家だった。シーナのぶっとんだキャラからすれば意外な気もするが、日奈の家は両親と双ふた子ごの姉し妹まいだけの四人家族だ。父親がなんの仕事をしてるのかは知らないが、母親はしっかり者ではあるが普通の専せん業ぎよう主しゆ婦ふらしい。そうなれば別に特別な家に住んでいる理由もない気がする。

「あれ？」

　もう隣となりというところまで近づいたところで日奈が小さく呟つぶやいて怪け訝げんそうな顔をした。

「……何かあったの？」

　ここまで来て何かトラブルが起こるとしたら、佳奈が待ちかまえてたとかそれくらいしか思い浮かばないのだが……どうも違うらしい。

「お母さん……みたい」

　玄げん関かんの前で日奈の母が待っていたらしい。言われてみると確かに誰か待っている。というかこっちに気づいて、近づいてきた。

「……あらあら」

　日奈の母はすごく若わかくて、そしてかわいい感じの人だった。背は日奈よりもちょっと高いくらいだが、基き本ほん的てきには日奈にすごく似にている。そして一ひと昔むかしのアイドルがテレビに出てきた時のようなそんな若々しさを持っている。年をとってるのはわかるが、若い頃のままのかわいさを残しているのだ。

「どうしたの、お母さん？」

　日奈が何かあったのかと思って尋ねるが、日奈の母は呆あきれたという顔をする。

「あなたが遅いから心配して待ってたんでしょ？」

「……お母さんが？」

「だってしょうがないでしょ？　佳奈ちゃんはなんか地元のアイドルに夢む中ちゆうになっちゃってるんですもの。そうしたら私が心配しないで誰が日奈ちゃんを心配するの？」

　日奈の母の言い分はなかなかに不思議な気もした。

「そ、そうだよね」

　そして日奈にとってもそれは同じで、それを日奈は意外に感じているらしい。

「こんばんは。すみません、こんなに遅くなってしまって」

　そしてなんだか会話に入れないでいた健一は今だと思って口を開く。

「……えっと。もしかして絹川君かしら？」

　そして日奈の母は少し考えた顔をしてから、そう尋ねてきた。

「はい。初めまして、絹川健一です」

「あらあら。ごめんなさいね。あなたばかり挨あい拶さつさせちゃって。私は日奈の母で、波は奈なって言います。この間は佳奈ちゃんが失礼をしちゃってみたいで……ごめんなさいね」

「いえ……それはもうすぎたことですし」

「あらあら。なに、想像以上にいい子じゃない」

「……はあ」

「あと、日奈ちゃんがお世話になってるみたいで、今日もわざわざ送らせてしまったみたいで、ごめんなさいね」

「いえ……遅くなったのは僕のせいもありますし」

「でも大変でしょ？　佳奈はともかく日奈はどこかずれてるし」

「いや、別にそんなことは」

　というか正直、波奈もかなりずれてると思う。

「そう？　日奈ちゃんはかわいいじゃない。でもそのつもりで付き合うと、あれなんか違うなあとか思ったりしたことない？」

　なんとも答えづらい質しつ問もんをする人だなと健一は思う。

「……お母さん、絹川君が困ってるでしょ？」

　そこに横から日奈が助けに入ってくれたらしい。

「あら？　そうね。ごめんなさいね。つい。別に絹川君と日奈が付き合ってるわけでもないのにねえ。ねえ？」

　でも矛ほこ先さきが日奈に移うつっただけらしい。

「……何が言いたいの？」

「なんか日奈ちゃんと絹川君って仲良さそうだから、そういう関係だと、こんな子が私の息子むすこになるのかなあって勝かつ手てに盛もり上がってただけよ」

「……勝手に盛り上がるにしても限げん度どってものがあると思うんだけど」

　日奈は憮ぶ然ぜんとした態たい度どで母の波奈に接せつしているが、波奈はそれを笑って受け止めていた。

「でも仲はいいのよね？」

　そしてまた矛先が健一に戻ってきたらしい。

「そ、そうですね」

「というか絹川君にはちゃんと彼女がいるから」

　そしてまた日奈が自分の方に引き戻そうとしてくれたらしい。

「えー！　そうなの？　こんなに遅くにノーブラで帰ってきて、何にもないなんて……私がっかりしちゃうわ」

「えっ!?　……わかるの？」

　日奈が慌あわてて腕うでで胸むねの辺りを隠かくす。顔は恥ずかしさで真っ赤に染そまっている。

「わかるわよ。日奈ちゃんったら胸大きいくせに、そういうのは鈍どん感かんなんだから。ねえ、絹川君も困っちゃうわよね。ノーブラでゆさゆさされたら、誘さそってるのかなって思うわよね？」

「……いや、とりあえず思ってなかったですけど」

「あらあら。そうなの？　もしかしてその……絹川君の彼女って……男の人？」

「……お母さん？」

　日奈がまたつっこみを入れる。

「だって、ねえ……いいじゃない。これだけ綺き麗れいな顔をしてるんだから、そういう世界の住人でも私、全然いいと思うわよ」

「そうじゃなくて絹川君の彼女はちゃんと女の子だから」

「あら。じゃあその娘こをすごい愛してるのね。それはそれで素す敵てきっ！」

「というか、それ以前の選せん択たく肢しは素敵だったの？」

「絹川君ならなんでも素敵じゃない。ねえ？」

　そしてなぜか健一に話が戻ってくる。

「ねえ……と言われても僕にはちょっとよくわからないんですが」

「あら？　そうなの？　残念ね」

　波奈はそこまで言うと、急に押し黙だまる。そしてまた健一の方を見た。

「おうちの方は心配してないの？」

　そして何やらさっきまでとは毛色の違った質問を発する。

「大丈夫だと思います」

「まあ、男の子だしね。じゃあ、うちにあがってきます？」

「……え？」

「せっかく送ってもらったのに、そのまま追い返すってのも悪いでしょ？」

「追い返すわけじゃないと思うんですけど……」

「まあ、その辺の言葉の綾あやというか言い間違えよ」

　そう言いながらもう波奈はそうするつもりでいるらしい。健一の手を引っ張ぱって家の方へと歩き出す。

「さ、日奈ちゃんもぼーっとしてないで。彼女がいるのにわざわざ送ってくれたんだから感かん謝しやしないとでしょ？」

「……うん。というか、本当に引き留とめるつもりなの？」

「ええ。少しくらいならいいわよねえ、絹川君も」

「……はい」

　そして健一は図はからずも、窪塚家におじゃますることになった。




「……絹川君？」

　湯気をあげながらダイニングに現あらわれた佳奈は、ぎょっとした顔を見せた。

「お、お邪じや魔ましてます」

　まあ、そういう顔をされてもしょうがないよなと思う。クラスメイトが夜も遅いというのに自分の家のダイニングで水ようかんを食べていたら理解に苦しむと思う。

　日奈は部屋に戻ってしまっていて、一緒にダイニングにいたのは母親の波奈だけだったというのも佳奈にとっては考えがたい状じよう況きようだったに違いない。

「日奈ちゃんを送ってきてくださったのよ」

　波奈は佳奈が驚いてるのを含ふくめて、その状況を楽しんでいるようだった。波奈はいいだろうがそんな中に引きずり込まれた健一としては苦笑いを浮かべるしかない。

「……ありがとうね」

　でも佳奈は戸と惑まどいはしたが、別に健一に敵てき意いのようなものは感じていないらしい。母の言葉で事情を理解したらしい。

「いえ、別にそんな大したことじゃないですよ」















「日奈のこともそうだけど……シーナさんのことも。会わせてくれたのに、私、ろくにお礼も言わずに帰っちゃって……ごめんなさい」

　佳奈はそう言いながら頭を下げた。湯上がりでパジャマなので健一はちょっとどきっとしたが、別に心配したようなことにはならなかった。

「いえ。お礼も忘れるくらい喜んでもらえて良かったです」

「うん。近いうちにちゃんとしたお礼をするから、その……シーナさんにひどい女だとか言わないでね。ぶっちゃったこととかも……言ってないよね？」

「いや、本当、全然、そんなこと思ってないですからよけいな心配ですよ」

　健一は佳奈の態度に逆に驚くものを感じてしまう。まさか佳奈がそんなことを心配しているとは思ってもいなかった。

「絹川君って不思議な人よね」

「へ？」

「シーナさんや錦織さんみたいなすごい人と知り合いなのに、なんていうか……あんまりすごく見えないじゃない」

「ははは。ですよね」

　というかそれは不思議な人と言うのかと健一は思ったりもしたが、黙っておく。

「でも、最近になって、実はやっぱりすごい人なのかなあって思うことがあって」

「そうですか？」

　なにやら実は佳奈に高く評価されていたのかなと健一は思うが、どうもそこで話が終わったわけではなかったらしい。

「でも、やっぱりすごくないのかなって思うこともあって」

「……なるほど、それは確かに不思議そうな気がしてきました」

　健一は自分のことなのにそう納なつ得とくする。

「私はすごい子だと思うけどなあ」

　でも横で波奈が水ようかんを食べながらそんなこと言い始める。

「そうなの？」

　佳奈がそれで興味を持ったらしく波奈の方を見る。

「だって日奈ちゃんと仲いいみたいなのよ、絹川君」

「……それってなんか日奈ちゃんが変な娘みたいじゃない」

「でも、今まで日奈ちゃんって男の子とそんなに仲良くしたりしてこなかったじゃない。なのに今日だって仲良く夜の町を一緒に歩いて帰ってきたわけでしょう。これはすごいことよ」

「……それはそうか」

　佳奈は母親の言葉にひどく感心した様子を見せる。どうやら日奈は男嫌ぎらいと言うことで家族には認にん識しきされているらしい。

「しかも日奈ちゃんたら、ノ……」

　波奈がそう言いかけたところで、タイミングがいいのか日奈が戻ってきたらしい。波奈は口を閉じて、日奈の顔を見てにっこりと笑う。

「ようかん食べる？」

「……食べないよ。こんな夜遅く、そんな甘あまい物食べるなんて変だってば」

「そうかしら？　私の夢ゆめには必要なことなのよ」

「私は別にお母さんの夢に付き合う気はないから」

「……冷たい娘たちだと思いません、絹川君？」

　そして波奈はようかんを否ひ定ていされて、健一に助けを求めてきたらしい。

「夢なら応おう援えんしてあげてもいいって思いますけど」

「でしょ！　でしょ！」

　波奈は勝かち誇ほこったように娘たちを見るが佳奈はすごく嫌いやそうな顔でその波奈の夢のことを説明し始める。

「お母さんは太りたいの。それももう信じられないくらい。ロシア人のおばさんみたいに釣つり鐘がね体たい型けいになって、プリムゥラって名前で呼ばれるのが夢なの」

「……それはすごい夢ですね」

　やせたいと思ってる女性は世の中にいくらでもいるだろうが、太ることにそこまで具体的に思いをはせている人がいるとは健一も想像していなかった。

「小さい頃ころからの夢なのよ。あなた達を身ごもった時は、妊にん娠しん太りしてそのまま夢まで一直線って思ったのに……全然太らないし……でもやけ食いしたら家計に影えい響きようを与あたえるしで私は自分のポリシーと夢の間で迷まよい続けてるのよ？　なのにそんなバッカじゃないのみたいな言い方はないでしょ？」

「……というかバカだと思う。その点に関しては」

　佳奈はだってそうじゃないと自信満々に告げる。

「僕はわかるような気がします」

　でも健一は佳奈ほど、はっきりと波奈の夢を否ひ定ていは出来なかった。

「ほらほら。やっぱりいい子じゃない、絹川君は」

　そしてそれに波奈ははしゃぎ始める。こうなってくるとどっちが子こ供どもだかわからない。

「そうかなあ。お母さんは綺き麗れいでやせてるんだから今のままでいいと思うけど」

　そして佳奈はもっともなことを言って、さらに混こん乱らんさせる。

「でも人はどうしても自分にないものを求めてしまうんじゃないかなって。波奈さんにとってはそれが太るというだけのことで、それはきっと持ってる人にとっては当たり前だけど、本人にとってはどうしても欲ほしいけど手に入らない。そういうものだと思うんです」

「そうよ。そうなのよ！　なのにうちの娘たちと来たらっ！」

　健一の言葉に波奈はここぞとばかりに娘たちを責せめる。

「……そういう言われ方したら、そうかなって思うけど。お母さんはいつも太るのが夢って言ってただけじゃない。ねえ、日奈ちゃんもそう思うでしょ？」

　そして佳奈は逆ぎやく襲しゆうされて、日奈に助けを求める。

「うん。お母さんの言い方が悪かったと思うよ」

「そ、そんなことないわよ。絹川君はすぐにわかったじゃない。ね？」

　そんな波奈の言葉に健一はいつの間にか、双ふた子ごと敵てき対たいする位置に置かれてるのに気づく。

「でも……やっぱりわかるように言わないとダメだと思います」

「あら。それもそうね。ま、それはともかく──」

　そして波奈は健一に寝ね返がえられたと気づくと、あっさりとその話題を断たち切った。

「私は絹川君が気に入ったわ」

「……何の話？」

　日奈と佳奈が一緒に不思議そうな顔をする。

「だから私、絹川君と友達になるのでよろしく」

　しかし波奈はそんな娘の疑ぎ問もんなど気にもしない。

「よろしくって……」

「だから、これからは日奈を送ってきた時はあがっていってくださいね」

　そして娘や健一の意見など聞かず、結けつ論ろんを出す。

「……はい」

　恐おそろしい人だ。温おん厚こうに見えるが、実はこの人はすごくわがままなのかもしれない。そんなことを健一は思う。

「まあ、送ってきてくれた時はいいけど……家に呼んだりしないでよね？」

　佳奈はそんな母親の性せい格かくを理解はしてるようだった。さすがにつきあいが長いというか、親子だよなと健一は思う。

「ダメ？」

「ダメに決まってるでしょっ！」

「そうかなあ。別に絹川君は暇ひまな時は呼んでも大丈夫よね？」

「……えっと」

　健一としても答えに窮きゆうする。日奈の母親と仲良くできるのはいろいろと良いことかもしれないが、こういう性格だとなるとちょっと話は別かもしれない。

「暇な時ならいいわよねえ？」

　しかしそんな健一の逡しゆん巡じゆんすら波奈は許ゆるしてくれない。日奈は佳奈の前では大人しくしてるらしく、外でのように助けてくれたりはしないようだ。

「……そ、そうですね。暇な時なら」

「ほら、絹川君は大丈夫って言ってるわよ？」

　そして確かく約やくを得たとばかりに佳奈に言い返す。

「かなり無理無理だったと思うけど。絹川君もお母さんに遠えん慮りよしなくていいから。この人、どんだけひどいこと言っても笑って流すし」

「そんなことないわよ？　ちゃんと覚えておいて、佳奈ちゃんが前まえ借がりさせて欲しいって言った時に断ことわる理由にしてるでしょ？」

　波奈はそう言って笑うが、健一としてはそれはどうなんだろうと思ってしまう。

「それにね。絹川君はお母さんと遊んでる暇なんてないの」

　そこに佳奈がなにやら誇ほこらしげに口を開く。

「そうなの？」

「絹川君は今、この界かい隈わいで話題の『シーナ＆バケッツ』のメンバーなの」

「……それって佳奈ちゃんが今はまってるのよね？」

「うん。絹川君はバケッツって名前でハーモニカを担たん当とうしてるの。それに彼女もいるし、錦織さんの手伝いもしてるの。だからお母さんと遊ぶ時間なんてないの」

「じゃあ、しょうがないわね」

　波奈はそう言って小さく笑うと、それで引き下がった。

「……もう本当、変な母親でごめんね」

　そして佳奈がそんな風に謝しや罪ざいの言葉を口にする。

「いや、面おも白しろくて素す敵てきなお母さんだと思いますけど」

　でも健一は謝あやまられるようなことかなと感じる。

「だからそういうこと言うと調子に乗るから……」

　佳奈は呆あきれたという顔をしたが、波奈は嬉うれしそうに笑う。

「でも本当、日奈を送ってくれた日はあがってっていいのよ」

「……はい。でも今日もちょっと長くなってるかなって」

「そう？　まだ来て三秒も経たってないわよね？」

「いや、いくらなんでも三秒はとっくにすぎてると思いますけど」

「あら？　楽しいと時が経つのが早いのね」

　波奈はそう言いながら、もう健一を引き留める気はないらしかった。でも別の人間が健一を呼び止める。

「絹川君。さっき、シーナさんからメッセージを預あずかってきたって言ってなかった？」

　それは日奈だった。その言葉に健一は大事なことを忘れていたと思い出す。

「シーナさんから？」

　でも最初に反はん応のうしたのは佳奈だったらしい。

「そうなんですよ。明日のことなんですけど」

　だから佳奈に向かって健一は話を始める。

「うん。まさか中止……じゃないわよね？」

「そうじゃなくて、時間と場所を言ってなかったから代わりに伝えておいてくれって」

「あ……そうか」

　佳奈はその時始めて、自分がその情じよう報ほうを持っていないと気づいたらしい。

「十四時に瓶井戸駅集合して、駅前のショッピングセンターに行くみたいです」

「……そうなんだ」

　佳奈はその情報になんだかすごく感動した様子だった。

「いいですよね？」

「うん。私、あそこをぶらぶら歩くの好きなの。そこをシーナさんが指し定ていしてきたってことは私たち、気が合うのかなって……どう思う？」

「……すごい偶ぐう然ぜんですね」

　実は偶然でも何でもないのだが、佳奈がそこに運命を感じてくれたならそれはそれで良いことだろうと思う。

「そう言えば絹川君？」

　そこに佳奈が質しつ問もんをしてきたので、疑うたがわれたのかとぎくりとする。

「はい？」

「大海さんの都合はついたの？」

　だがそういう用よう件けんではなかったらしい。

「ああ、はい」

「そっか……ダメだったら日奈に来てもらおうかなって思ってたんだけど」

　健一はそんな佳奈の意見にいろいろな意味でダメだろうと思う。しかしその理由を説明するわけにはいかないので黙っておく。

「わたしはいいよ……そういうのは」

　そして健一が黙ったのに気づいて、日奈が自分でその必要はないということを口にする。

「二人きりってわけじゃないし、私も絹川君も一緒なんだよ？　シーナさんもすごくいい人だし何にも問題ないと思うんだけどな」

　だが佳奈は日奈がそう考える理由がわからない。

「ま、いいじゃない。日奈ちゃんは日奈ちゃんの考え方があるんだし、絹川君だって彼女と一緒に行きたいわよね？」

　そしてそこに波奈が入ってきて、また話が健一の方に戻ってくる。

「それは……そうですね」

「私は日奈ちゃんにもシーナさんに会って欲しいんだけどなあ」

　しかし佳奈は納得いかないという様子だ。

「でも僕は日奈さんはシーナに会わない方がいいと思いますよ」

　だから健一はこのまま帰るわけにもいかないと感じる。

「そうかなあ」

「双子って好みも似てるんですよね？」

「え？　うん、そりゃそうよ」

「ということは日奈さんがシーナに会ったら二人はライバルってことになるかもしれないですよね？」

「……それはまずいかも」

　佳奈はそう呟つぶやいてから、何か気づいたらしく、バッと日奈の方を振り返った。

「日奈ちゃんっ！」

「え？　なに？」

「もしかしてそうならないようにって遠えん慮りよしてくれてたの？」

　どうやら佳奈が出したのはそういう結論であるらしかった。

「そ、そういうわけじゃないけど……」

　そして事実そうではないのだが、日奈のその態度を佳奈は疑うことはなかった。

「……私って本当、自分のことしか見えてないよね」

「だから、別にそうじゃなくて……私はそういうのに興味ないだけだから」

「日奈ちゃんって優やさしいんだから、もう」

　そして佳奈は日奈に抱だきつくと、日奈にぐりぐりと顔を押しつける。

「そ、そんなんじゃないって言ってるのに！　離はなれてよ、佳奈ちゃんってばっ！」

　日奈は悲鳴のような声を上げるが、健一はそれは口だけだと気づいてしまった。

　佳奈に抱きつかれている日奈はすごく興こう奮ふんしてるように見えた。鼻の穴あなを大きくして、目もなんだかいやらしい……。

「じゃあ、あの、僕はこの辺で……佳奈さんはまた明日」

「あ、うん。いろいろありがとうね」

　佳奈は気持ちよくそう別れの言葉を告つげるが、まだ日奈を抱きしめたままだった。

「ありがとうございました、絹川君」

　そして日奈はぼんやりとした目でこっちを見て別れの挨拶を告げる。

「こんな娘たちですけど、これからも仲良くしてあげてね、絹川君」

　そして最後に波奈が優しい笑みを浮うかべて健一に別れの言葉を告げた。

「はい。こちらこそ」

　だから健一は気持ちよくその場を後にする。

　全すべてはいい方向に向かっている。その時、健一は確かにそう思った。




　　　　○




　現げん地ち集合は失敗だった。そう思うのにそんなに時間はかからなかった。

「……こんにちは」

　健一は少々早く来すぎてしまった。まあ、それはいつものことなのだが、問題は健一より先に来てる人間がいたことだ。

「こんにちは、絹川君」

　より正せい確かくには先に来ていたのが佳か奈なだったということ。そして千ち夜や子こもシーナもまだ来ていないらしい。

「早いですね」

　正直、意外だった。佳奈はもっと時間にルーズな人間だと思っていた。しかしそれも考えてみればただの思いこみで、別に佳奈と待ち合わせをして待たされた経けい験けんなどない。

「……うん。家でじっとしてられなくて」

「ってことはずいぶん前から来てたんですか？」

「一時間くらい前かな。だから、なんていうの？　リハーサル？　ちょっと先に一通り見て回ってきたんだけど……」

　佳奈はそこまで言ったところで、なんだか怒おこったような顔になる。

「私のことバカだって思ったでしょ？」

　そしてその理由が佳奈の口から語られる。

「え？　別にそんなことないですよ」

「いいのよ。自分でもバカだって思うし」

「そんなことないですよ。思ってませんから」

　健一は本当にそんなことを思ってないのになんで怒り出したのかなあと考えてしまう。

「じゃあ、これからシーナさんと一いつ緒しよに行こうってところに一人で行ってどうするのよ？」

　そして佳奈は自分でしたことに説明を求めてくる。かなりてんぱってる気がしてきた。

　別に佳奈のことが嫌きらいということはないが、こういうところは本当に困こまってしまう。なんだか本当に会話が嚙かみ合わない。特に二人きりの時は。

　こんなことなら千夜子の家に迎むかえに行って一緒に来ればよかった。そう思うが千夜子はまだ来てくれない。

「……無む駄だと言えば無駄かもしれませんけど」

「そうよね。無駄よね」

「でも、そういうのシーナは喜ぶんじゃないかなって思います」

「そう、かな」

　佳奈はシーナの名前を聞いて、途と端たんに機き嫌げんがよくなったようだ。怒った調子はなりをひそめ、恥はずかしそうに視し線せんを逸そらす。

「それって自分のために早く来ていろいろと調べてくれていたってことですよね？」

「そうかな。まあ、調べるってほど、ちゃんとはしてなかったけど」

「でも、ああいうところって時々、お店が変わってたりしますよね」

「うん。だから何度来ても面おも白しろいし」

「逆ぎやくに行こうと思ってた店がなくなっててがっかりすることもあるんじゃないんですか？」

「……あるかな」

「友達同士で来てた時はいいけど、デートとかでそういうことになるとけっこう気まずくないですかね？」

「……そうね。特に自分がそこに行こうなんて言ってた時は」

「でも今日の佳奈さんはそれをしないで済すむ。そうじゃないですか？」

「そうね。うん、その通り」

　健一のその言葉に佳奈は何度もうなずき、そしてそれが終わると胸を張はって健一の方に自信満々な視線を向けた。

「絹川君、わかってるじゃない」

「……はい」

　そして気づくとそういうロジックを自分で考えたことになっているらしい。まあ、機き嫌げんが直ったので良いが、やっぱり合わないなあと思う。

「そう言えばさ、絹川君さ」

　でも佳奈はどっちかというと健一に好意を持ってくれてるのかもしれない。少し照れたような表情を浮かべながら話しかけてくる。

「なんですか？」

「シーナさんって甘あまいもの好きかな？」

「……どうかな」

　言われて思い出してみるに、シーナの好きな食べ物とかよく知らなかった。シーナは夕飯の時はいないし、ライブの前後に買い食いをしたりもしない。

　最初に来た時、ソーメンの取り合いになったが、あれは別に好き嫌いの問題ではなく、勝負に燃もえる心の問題だったのだろう。

「男の人ってあんまり好きじゃないのかな？」

「……まあ、人それぞれですけど」

「じゃあ船ふな堀ぼり屋やとかはダメかな」

「船堀屋って言うと」

　健一にとって、それはくず餅もちを売っているお店だった。でも佳奈の口調から察さつするに、お店で食べることが出来る船堀屋がこれから行く先にあるのだろう。

「くず餅のお店よ。和風の喫きつ茶さ店てんみたいな感じかな」

「シーナはロッカーだから和風なのはあんまり好きじゃないって言ってました」

「そうなんだ。危あぶないところだった。ありがと、絹川君」

「いえ。もっとちゃんと知ってればもう少し役に立てるんですけど」

「コーヒーと紅こう茶ちやだったらどっちかな？」

「コーヒーですかね」

　健一はファミレスに一緒に行った時のことを思い出す。しかしそれを理由にコーヒーにされてしまうと自分としては辛つらいものがある。

「じゃあコーヒーがおいしいところにしよう」

　しかしそんなことを佳奈が気き遣づかってくれるはずもない。まあ、今日はシーナと佳奈のための集まりなのだから、それくらいは我が慢まんすればいい。

「ですね」

　それに適てき当とうなタイミングで消えることになっているのだから、コーヒーを飲まずに済むかもしれない。佳奈に何かとっておきのお店があるというなら、それはきっとそれなりに重要なタイミングで行くのだろうし、その時には自分はいないという気もする。

「本当、ありがとね」

　佳奈はそれですごいすっきりとした表情を浮うかべていた。

「……はい？」

「だから色々と協力してくれて、すっごく感かん謝しやしてるってこと。絹川君がいてくれなかったら、シーナさんとデートなんて考えられなかったし」

「でも僕がいても、シーナがその気にならなければやっぱりなかった話ですから、佳奈さんが可愛かわいいからじゃないですか」

「……そうかな」

　佳奈はなんだか妙みように嬉うれしそうな顔をして、慌あわてたように視線を逸らす。

「えっと……変なことを言いました？」

「え？　別にいきなり面と向かって、可愛いとか言われると照れるなあって」

「……そうなんですか？」

「それって私が自分が可愛くて当然って思ってるってこと？」

「いや、そうじゃなくて、僕なんかに言われて照れるものなんだなあって思っただけです」

「……呆あきれた」

　そして佳奈は急に力の抜けた表情を浮かべると健一の方を睨にらむように見た。

「な、なんでですか？」

　しかし健一にはその理由がさっぱりわからない。

「絹川君って外見だけなら明らかに女の子にもてる感じじゃない」

「……そうなんですかね」

　その辺り、どうしてもしっくり来ない。それは結局、自分に恋れん愛あいが向いてないと思っていることに関係あるのだろうなあとは思う。そういう意味では佳奈が言うところの、外見だけならという辺りに何か鍵かぎがあるのかもしれない。

「クラスの女の子の中にも絹川君のこといいなって言ってた娘こがけっこういたわよ？」

「……そうなんですか」

「今はまあ、あそこまで堂どう々どうと大海さんと付き合ってるから、かなり減へったと思うけど」

「……ま、増ふえてもらっても困ります」

　というか減ったということは、まだ残ってるということなのだろうか。それはそれでなんだか不ふ思し議ぎな気がする。

「ま、そんなんだからもう少し言動には気をつけた方がいいと思うよ」

「……はあ」

「そうでなくても今は『シーナ＆バケッツ』のバケッツなんだから、女の子に優やさしい声とかかけたら絶ぜつ対たいに誤ご解かいされるわよ？」

「……気をつけます」

　やはり実感としてはよくわからないが、それを素す直なおに言うと猛もう烈れつな勢いきおいで怒られそうだなと思う。

「って、そう言えば」

「なんですか？」

「なんで大海さんはライブを観みに来てないの？　彼女がいるってわかると人気が落ちるから来ないようにしてるわけ？」

「いや、一度だけ来てくれたんですけど、ああいうのはあまり得意じゃないって。それ以来、来なくなりました」

「……何それ？」

「そうなんですよ。夜出歩くのは怖こわいし、なんだっけ……ああいう風に皆みなで熱ねつ狂きようするっていうんですか？　ああいう雰ふん囲い気きが好きじゃないんだそうです」

「ふーん。変なの」

「……変ですか？」

「変でしょ？　絹川君は好きなんでしょ？　バケッツとしての活動が」

「そうですね」

「でも大海さんはそれが好きじゃないんでしょ？　そんなんで付き合ってて楽しいの？」

「……それって変なんですかね？」

　健一は尋たずねながら、変なんだろうなあとは思った。こういうことに関してはきっと佳奈の意見の方が普ふ通つうなのだ。

「しかもたった一回であきらめちゃうってのもどうかなあって思うけどな。絹川君のこと好きなら、そういう部分も含ふくめて好きになろうって努力するものじゃないの？　それが彼女ってことでしょ？」

「そういうものですかね」

「まあ、絹川君がそれで不満がないなら大きなお世話だけど、絹川君ならもっと自分を好きになってくれる娘が見つかると思うけどな」

　佳奈はそう言ってじっと健一の顔を見る。

「……僕はそういうことはあんまり気にしてないんで」

　そして佳奈は本当に悪気がないんだろうなと思った。別に千夜子のことを悪く言ってるのではなく、きっと色々と協力してくれた健一のためにアドバイスをしてくれてるのだ。

「そうならいいんだけど」

　だから佳奈はそうは言いながら、ひどく不満そうだ。

「それに照れますよ。バケッツはバケッツで別人みたいな気持ちでやってるんで、そこに千夜子ちゃんが来るとなんか微び妙みような気持ちになるんですよね」

「……ならいいんだけど」

　佳奈は健一のことを理り解かいできないと思ったらしい。それでもう自分がアドバイスをするような相手じゃないと考えたみたいだった。

「ま、そんな感じなんです」

　健一は佳奈のそんな態たい度どに少し凹へこむものを感じる。

　佳奈は自分の理解できるだけの範はん囲いで生きている。それを健一は理解した。そしてこれがきっと日奈が佳奈に対してどうしても距きよ離りを感じてしまうところなのだろうと思う。

　理解できないことは間ま違ちがってるかどうでもいいこととして考える。それをされてしまうなら、健一も日奈も佳奈とは仲良くなれない。心を開く関係にはなれない。

　本心を打ち明ければ、きっと拒きよ絶ぜつされる──。健一はやっと日奈が何を恐おそれていたのか理解出来た気がした。

「オッス！」

　しかしそんな思いを吹ふき飛ばす勢いで、元気な声と共にシーナがその場にやってきた。

「……シーナ」

「シーナさんっ！」

　そして佳奈の視線はシーナの方に向いたかと思うと、もう健一の方には戻ってこなかった。

「今日も可愛かわいいね、佳奈ちゃん」

「きゃ───！　そういうシーナさんこそ、今日も格かつ好こいいですねっ！」

　そして健一はさすがに力が抜ける思いだった。しかしカップルというのは端はたから見ればこんなものなのかもしれないとも感じる。そして健一と千夜子がそうでないから、ツバメはいつも怒るんだろうなあ、とも。

「今日はわざわざありがとうね、俺の趣しゆ味みでこんなところに呼び出しちゃって」

「え？　そんなことないですよ。私もここが好きで、ああ、趣味が合うなって思ってたところなんです。それにシーナさんに呼び出されたならどこにでも言っちゃいますから、私」

「だった今度はもっと人ひと気けのないところに呼んじゃおうかな」

「え───！　それって……」

「青あお山やま墓ぼ地ちとか」

「確たしかに人気ないですけど」

「あれ？　じゃあどういう意味だと思ったのかな、佳奈ちゃんは？」

「……もう、シーナさんたらっ！」

　なんだか隣となりで聞いてると二人は心配などする余よ地ちのないほど仲が良いように思える。それにしてもこの二人の態たい度どはどうなんだろうか。健一の知ってる人間と同じとはとても思えない。

「で、健一、千夜子ちゃんは？」

　そして少し落ち着いたらしいシーナが健一に尋たずねてくる。

「まだ来てないみたい」

「……ま、それは見ればわかる」

「それにまだ時間じゃないし」

　健一は時計を見て、まだ十四時には五分あるのを確かめる。しかし考えてみると千夜子もけっこう時間より早く来るタイプだったよなと思う。五分前なら普ふ段だんなら来ててもおかしくない時間だ。何かあったんだろうか。

「ま、そうだけど、こういう時は五分前集合が基き本ほんだ」

「……いや、それはどうかな」

　健一は思わずつっこむが佳奈がシーナの横でにこにことしてうなずいてるので、自分の方が間違ってるのかなと思えてきた。

「まあ、いいや。佳奈ちゃんと一緒なら何時間だって気にならないしな」

「えー！　でも私は待ってるよりは、一緒にどこかに行きたいかなって思います」

「ま、それもそれで良しだな」

　そしてシーナと佳奈の会話がまた始まるのを見ると、健一はだったら先に行けばいいんじゃないだろうかと本気で思えてきた。

　しかしさすがに途と中ちゆうで消える予定とは言え早すぎる。まだ集合時間の四分前だ。

「先に行きましょうか？」

　だが佳奈の決けつ断だんは素す早ばやかった。

「え？」

　さすがにシーナも驚おどろきの声を上げる。

「シーナさんは大海さんに会いたいんですか？」

「そんなことはないけど。なにせ俺は佳奈ちゃん一ひと筋すじだし」

「だったらいいじゃないですか。二人で行きましょうよ」

　佳奈はそう言ってシーナの腕うでをつかんで引ひっ張ぱる。

「佳奈ちゃんって積せつ極きよく的てきだなあ、オイ」

　そしてシーナは困ったみたいなことを言ってるが、顔はデレーっとしていた。

「じゃ、ちょっと早いけど、ここで別れよっか」

　それで健一はもう悩なやむところじゃないなと感じた。

「なんだよ、健一、冷たくないか、それ？」

　でもシーナは少し不満そうに健一の方を見る。

「二人が熱すぎるだけだろ。俺は普ふ段だん通りだって」

　健一がそう言うと、佳奈が真っ赤な顔をするのが見えた。

「もう、絹川君ったらっ！」

　でも怒ってるのではなく照れてるだけらしい。

「俺もせっかくの土曜だし、千夜子ちゃんと回るよ。もし途と中ちゆうで会ったら、その時は一緒に回ればいいし」

　とは言え、土日は人が多いし、そうそう会うこともないと思う。

「じゃあ、そうするか」

　シーナはそんな健一の言い訳わけに納なつ得とくした様子を見せる。

「はいっ！」

　そしてそれに元気に佳奈は反はん応のうしたかと思うともう立ち止まる様子もなく、シーナの腕を引っ張って歩いていく。

「……じゃあね、お二人さん」

　そして健一は聞こえるとは思わなかったが、一いち応おう、別れの挨あい拶さつを口にした。かなり元気なく、小さな声で。




「……あれ？　まだ来てないんですか？」

　千夜子が来たのはそれから二分後くらいのことだった。集合時間一分前。なのに健一しかいなければそうも思うだろう。

「来たんですけど」

「来たんですけど？」

「先に行っちゃいました」

「……先に」

　千夜子は何が起きたのか理解できなかったらしく、少し考えたかと思うと、自分の時計を見て、それから駅にある時計も確かく認にんした。

「集合時間って十四時ですよね？　もしかして十三時でした？」

「いえ、十四時です。だから千夜子ちゃんは時間通りに」

「でも佳奈さんたちはすごい早くから来てたんですか？」

「……まあ、そうですかね」

　健一も正直にシーナが五分前に来たのにさっさと行ってしまったと言う必要もないかなと思った。そんなことを言っても千夜子が佳奈に嫌きらわれてるのかと不安になるだけだ。

「で、どうしましょう？　追いかけますか？」

　千夜子のその言葉はなんとなく負けず嫌いだという千夜子の父親の言葉を思い出させる。

「……正直、別に行きたいかなと思ってたんですけど」

「え？」

「いや、その……すごい二人が……」

　健一はほんの数秒の出来事だったのに力が抜ぬけたその状じよう況きようを説明しようとしたのだが、その途中でその気力もなくなってしまう。

「ラブラブだったんですね？」

「……はい」

「健一さんはそういうの苦手そうなんで、実は大だい丈じよう夫ぶかなって心配してました」

「……なるほど」

「だから早めに来ようって思ってたんですけど……忘れ物してるのに気づいて一度家に戻もどってたんです」

「そうだったんですか」

　なるほど、なんか遅いと思っていたらそういうことか。というかそれでも一分前に来たという事実の方がもしかすると驚おどろくところかもしれない。

「それで、どこ行きます？」

「ま、どこでもいいですけど。千夜子ちゃんの方はどこかないんですか？」

「……ちょっとこういう展てん開かいは想そう像ぞうしてなかったのですぐには」

　千夜子の言い分にそれはそうだろうと思う。

「あ、あそこはどうですか？」

「……どこですか？」

「『モン・サン・ミシェール』ですよ。辻つじ堂どう幹みき久ひささんの」

「ああ」

　健一はエリと行った店だなと気づく。そう言えばあの店のを参考にしてスイーツを作ってくれと佳奈に言われてたが、料理をしない人間は恐おそろしいことを言ってくれるなあと思う。

「ここからだとなんだかかなり遠回りした感じになっちゃいますけど」

「ま、いいんじゃないでしょうか。そんなに遠い訳わけじゃないですし、歩いてきましょうか？　電車に乗るのも中ちゆう途と半はん端ぱな距きよ離りですし」

「そうですね。駅と駅の間ですから」

「それに電車の中より歩く方が話が出来ていいです」

「……ですね」

「じゃ、行きましょうか」

　健一はそして駅前の雑ざつ踏とうから抜け出そうと歩き出す。はぐれてしまいそうなので、千夜子の手を摑つかむ。

「はい」

　そして道中、別にそんなに話も出来なかったし、ラブラブということもなかったが、健一は自分にはこういう方が合ってるなと思った。




「あの娘こ、すごく脚あしが綺き麗れいじゃないですか？」

　もうそろそろで目的地かなと思った頃ころ、千夜子がそんな妙みようなことを言い出した。

「……脚？」

　健一はあんまり脚には興きよう味みがなかった。なんでも綾あやによれば健一は長い足が好きでレースクイーンフェチらしいが、自分ではそうだと思ったことはない。

　それでも千夜子が振ふってきたこともあって、健一はその話題の脚を探さがす。

　それはどうやらちょっと前を歩いてる女の子のものだった。脚もそうだが身長も女の子にしてはかなり高そうで、なのに随ずい分ぶんと短いひらひらしたスカートをはいていた。それが歩くたびに揺ゆれて白い腿ももの面めん積せきが広がる。意い識しきして見るとかなり刺し激げき的てきな光景だった。

「あの娘も『モン・サン・ミシェール』に行くんですかね？」

「かもしれませんね」

　健一はそうだとしてもあんまり関係あるとは思えなかった。知らない女の子が同じ店に行くとしても、お店がもうすぐなのだし珍めずらしいことでもない。

「あれ……」

　しかし角を曲がろうとしたその娘が見せた横顔に健一は記き憶おくに引っかかるものを感じる。

「どうしたんですか？」

「あの娘会ったことがある気がします」

　しかしどこで会った誰だれかはすぐに思い出せなかった。それでちらっと見えた横顔を思い出す。後ろ姿すがたから想像してたよりはずっと幼おさない感じだった。同じ年かひょっとすると年下かもしれない。そう思えるくらい。しかし同じ年ならともかく、年下の女の子となんて……。

「『シーナ＆バケッツ』のファンの娘ですか？」

　千夜子がかなり可か能のう性せいのありそうな意見を言ってくれたが、どうも違うらしい。そういう状じよう況きようで会ったわけではなさそうだ。

「もっとこうちゃんと一人でいるところで会ったような」

「二人きりで会ってたんですか？」

「いや、そうじゃなくて……」

　健一はそこまで言いかけて、やっといつ会ったのかを思い出した。

「そうだ。九く条じよう君と会ってた時だ」

「九条君……？」

「国道沿ぞいのファミレスがあるじゃないですか？」

「はい」

「そこの近くにバスケットのゴールがあるんですけど、そこでシュートの練習をしている子がいるんですよ」

「それが九条君なんですね？」

「はい。それで九条君と会ってる時に、彼に会いに来たのがさっきの娘だったような」

「名前とかはわからないんですか？」

「聞いてないですね。九条君に用があってきて、僕は挨あい拶さつくらいだったんで」

「……じゃあ、あの娘は覚えてないかもしれないですね」

　そんなことを言いながら千夜子はなんだか落ち込んだような顔をする。

「覚えてないとダメなんですか？」

「え？　ダメってことはないですけど、知り合いなら挨拶した方がいいし、でもそういう状況だと挨拶しても変な顔をされそうかなとか、とか」

　そうこうしてる間にお店が見えてきた。この間来た時は平日だったのですぐ入れたが、今日はさすがに列が出来ていた。そのせいでさっきの娘の後ろで待つことになる。

「…………」

　そして健一も千夜子もその娘を意識するあまり会話ができなくなってしまう。そんなに気を遣つかう相手ではないはずなのだが、話しかけられず、それで身動きが出来ない。

「あれ？」

　そんな不ふ自し然ぜんな重苦しい空気を感じたのか、その娘が振り返って、何かに気づいたような声を上げた。

「あの……勘かん違ちがいだったら申もうし訳わけないんですけど、先日、九条君といた方ですよね？」

　そしてそれはどうやら健一のことだったらしい。

「ああ、はい。先日はどうも」

「いえ、こちらこそ」

　そしてその娘は健一の隣となりの千夜子を見て、不思議そうな顔をする。

「勘違いだったら申し訳ないんですけど、そちらの女性は先日の方と違いますよね？」

「え？　あ、はい……違います」

　健一はそう言いながら、なんだか浮うわ気きをごまかしてるみたいだなと思った。

「……誰と一緒だったんですか？」

　そしてさすがに千夜子も同じように思ったらしい。

「鍵かぎ原はらと一緒だったんですよ。九条君が……ちょっと紛まぎらわしいことを言ってたので」

「えっと……」

「九条君が僕らを見かけたことがあって、それで鍵原のことをいい感じって言ってたから、ちょっと会わせてみようかなって思ったんですよ」

「ああ、そうだったんですか」

「でも自分の好このみって意味じゃなくて……鍵原に首を絞しめられました」

「……それは災さい難なんでしたね」

　千夜子はその光景をかなりリアルに想像しているみたいだった。

「えっと……そろそろいいですか？」

　そしてそんな二人の会話を黙だまって聞いてたらしく、その娘が確かく認にんを求めてきた。

「はい？」

「せっかくですから、ご挨拶をと思ったんですけどいいですか？」

　そう言われて、千夜子と二人で話してる場合じゃなかったと健一は慌あわてる。

「あ、そうですね。僕は絹川健一です。それで、こちらが──」

　それで健一は挨拶に続いて千夜子を紹しよう介かいしようとする。

「大海千夜子です。大きな海で、おおうみです」

　でも千夜子は自分で名な乗のる。

「絹川さんに、大海さんですね」

　それでその娘は正確に記き憶おくしたのを確認するようにゆっくりと二人の名を口にし、それから自分の名前を告げた。

「私は八や雲くも狭さ霧ぎりと言います」

「八雲？」

　健一と千夜子はその名字に聞き覚えがあった。あんまりよくある名字という風でもないし、言われてみるとなんとなく思い当たるところもあった。

　長身で端たん整せいな顔つき。そして名字が八雲。ということは……。

「もしかして……八雲さんの妹さんですか？」

　健一は刻とき也やから聞いた彼の妹の話を思い出す。成せい績せきは学校で一番。去年はバスケ部の部長だったとか。そう言えば流輝のところにやってきた理由はバスケ部の娘たちにシュートのコツを教えて欲しいということだった。

「……兄さんをご存ぞんじなんですか？」

　そして健一の考えは間違っていなかったらしい。

「クラスメイトです。僕も千夜子ちゃんも」

　健一はそのことを素す直なおに言うが、狭霧は納なつ得とくがいかないという顔を始める。

「クラスメイト……って、兄さんは学校で皆さんとちゃんと話をしてるんでしょうか？」

「……えっと」

　的てき確かくなつっこみと言っていいのだろうか。どうやら狭霧はクラスメイト程てい度どで刻也と仲良くなれるとは思っていなかったらしい。

「私はあんまり話したことないですけど、健一さんはけっこう仲いいみたいですよ」

　健一が言葉につまったのを受けて千夜子がフォローを入れてくれる。

「あ、すみません。別に絹川さんが仲がいいはずがないってことではなく、兄さんがちゃんと学校で話をしてるってのが意外だったので」

「まあ……あまり話しませんけど」

　千夜子もその辺は否ひ定ていする気はないらしい。

「じゃあ絹川さんが友達ってことなんですね？」

　狭霧がそれで口元に笑えみを浮かべた。

「……友達なんですかね？　僕はそうであって欲しいと思ってますけど」

　それで実じつ際さい、どうなんだろうなと健一は思いながらそのままの答えを口にする。

「兄さんは意い地じっ張ぱりですからね。だから優やさしくしてくれる周りの人を心配させますよね」

　そしてそれは狭霧にとっては納得のいく答えだった。

「そうなんでしょうか？」

「兄さんに彼女がいるんですけど、ご存ぞんじですか？」

「いることだけは聞いてますけど」

「その人も似にたようなことを言ってました。今さっき、絹川さんが言ったことを。だからそう言う人なんです、兄さんは」

「なるほど。それならいいんですけど」

　健一は狭霧を不思議な女の子だなと思った。顔は端たん整せいで目にもすごい力を感じるが、口を開くと穏おだやかですごく柔やわらかい。そして鋭するどく何かを指し摘てきするようなところもあるが、でもそれはとても優しく感じられる。

　そして健一は刻也が賢かしこいというのは狭霧のような娘のことを言うのだと言っていたのを思い出した。その時は何のことかわからなかったが、こうして彼女に会って話すとその言わんとすることもわかる気がする。

「それでその……二人がご迷めい惑わくでなければなんですが」

　そして狭霧は健一と千夜子の顔を交こう互ごに見ながら何か提てい案あんを始める。

「はい、なんですか？」

「ケーキ一緒に食べませんか？　兄さんのことも聞きたいですし、兄さんの友達という人がどういう方かにすごい興きよう味みがあるんですが」

「……えっと」

　健一はそれは千夜子にとってはどうなんだろうと思う。しかし心配してのぞき込んだ千夜子の顔はすごく嬉うれしそうに見えた。

「はい。狭霧さんがそうしてくれるなら、喜んで」

　どうやら千夜子は狭霧の脚に惚ほれ込んでしまったらしい。
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「綺き麗れいな娘こでしたねえ」

　店を出て狭さ霧ぎりと分かれると、千夜子はそう言ってため息をついた。

「……まあ、そうですね」

「脚あしも長いし綺麗だし。あれだけ綺麗だと惜おしげもなくばばんと見せちゃいますよね」

「実じつ際さい、そうしてましたね」

　健けん一いちは千ち夜や子こに相づちを打ちながらなんか変なことになっちゃったなと思う。

　今日はシーナたちとＷデートの予定だったのに、それがいきなり変へん更こう。それで千夜子とのデートになったはずなのだが、千夜子は狭霧の話ばかりしている。

「健一さんはああいう娘はどうですか？」

「……どうですかと言われても、綺麗な娘だなあと」

　健一は素す直なおに思った通りに言ったのだが、千夜子はそれには不満の様子だった。

「それだけですか？」

「それだけですけど」

　ここまで不満そうにされると、恋こいしちゃいましたとでも言って欲ほしいのだろうかと疑うたがってしまう。

「私はすっごく羨うらやましいです。あれで年下なんですよ」

「……そうなんですかね」

　そう言えば千夜子は蛍けい子こにも何かすごく憧あこがれるようなところがあった気がする。

「私、絶ぜつ対たいにああはならないですよ。あと何年経たっても」

「ならなくてもいいじゃないですか」

「……まあ、健一さんがそう言うならそれでいいんですけど」

　でも千夜子はやはり不満らしい。

「そんなに綺麗というのは大事なことなんですか？」

「もちろんです！　綺麗は正せい義ぎです！」

「正義って……」

　負けず嫌ぎらいかと思ったら、どうやら熱血正義漢だったらしい。女の子だけど。

「お父さんもお兄ちゃんも大きいんだから私も背が伸のびてもいいと思いません？」

「……千夜子ちゃんはお母さん似になんじゃないですかね」

「そうなんですよね。そうなんですよ。だから背が伸びないんです、きっと」

「だから、いいじゃないですか。女の子はあんまり背が高くない方がかわいくていいと思うんですけど」

「……そうなんですけどね。なんか私って中ちゆう途と半はん端ぱな気がして」

「中途半端ですか？」

「可愛かわいさで言ったらやっぱり窪塚さんたちにはかなわないと思うんですよね。健一さんも最近、日奈さんと仲良くしてるみたいだし」

　そう言われて、健一はぎくりとした。もちろん浮うわ気きとかそんなわけじゃないのだが、千夜子からみて日奈と仲良くしてるように見えるのはあまりよくないかもしれない。

「日奈さんとはただの友達ですよ」

　実じつ際さい、それはそうなのだが、よく考えてみると千夜子より仲がいいと言えなくもない。でもやっぱり日奈は友達なのだ。千夜子とは全然、立ってる場所が違う。

「でも日奈さん可愛かわいいですよね。顔だけじゃなくて言動とかも。もうなんかこう女の子っ！　って感じじゃないですか。私なんて健一さんに逞たくましくて頼たよりになるとか言われてるし……」

　その評ひよう価かはあまり評ひよう判ばんがよくなかったとは思ってたが、かなり気にしていたらしい。

「……すみません。別に悪い意味で言ったんじゃないんですけど」

「それはわかってるんですけど、やっぱり私ってそういうキャラなんだなって……」

　千夜子はそれで落ち込んでいるが、でも健一からすれば千夜子がそういうキャラだからこそ付き合ってこれたのだ。でも千夜子はそれをいいこととは思ってくれてないということなのだろうか。だとすると、それは誰にとっても不幸なことかもしれないと思う。

「佳奈さんと二人で待ってた時なんですけど」

「……は、はい」

「千夜子ちゃんみたいにライブに興きよう味みがない娘ってどうなのって言われたんですよね」

「……私もその辺は確たしかにどうかと思います」

「ライブに興味があった方が自然と一いつ緒しよにいる時間も増ふえるし、ライブをやってることの喜びも増ますのかもしれないんですけど……僕は千夜子ちゃんがライブに来てくれるようになって欲しいとは思ったこともなくて……それって変なのかなって考えたんですよね」

「……はい」

「でも佳奈さんの話を聞いてると、いい彼女っていうのは彼氏のことをどれだけ評価……っていうか褒ほめるってことですかね？　そういうことが出来るかで決まるみたいなんですよね。でも僕は別に自分のことを褒めて欲しいと思ってる訳わけじゃないし、ただその、きっとそれを受け入れて欲しいと思ってるんです。だから僕は人に対してもそうなんですね。千夜子ちゃんに対してもいい悪いじゃなくて……負けず嫌いなんだなとか、こういうことで真しん剣けんに怒おこってくれるんだなって、そういうことを知るたびに嬉うれしくなるんです。でもそれを言うと千夜子ちゃんを傷きずつけてしまうなら、それじゃダメなんですよね」

　でもそれがわかっても健一にはどうすればいいかまではわからなかった。とてもシーナと佳奈のようなやりとりが出来るようになるとは思えない。

　今までは自分をそれだけ熱ねつ狂きようさせる相手に出会っていないからと思っていた。でも、なんとなくそうじゃない気がしてきていた。

　千夜子に不満があるわけじゃないし、問題があるわけではない。自分はシーナたちのようになれない。それだけなのだ。

「すみません。私、バカなこと言いました」

　なのに千夜子が口にしたのは謝しや罪ざいの言葉だった。

「いや、別に千夜子ちゃんのことを責せめているわけじゃなくて」

「わかってます。だから、バカなことを言ったって思ったんです」

「……そうなんですか？」

「私、バカでした。日奈さんが可愛くて、狭霧さんが綺麗だからって……それで負けたみたいな気持ちになって、それで勝手に自分を責めて、それで愚ぐ痴ちって、それで健一さんを傷つけたんです」

「そんな大げさな話じゃないですよ」

「でも……私がバカだったんです」

　千夜子はその点に関しては決して引く気はないみたいだった。

「健一さんが私に言ったんじゃないんです。日奈さんが可愛いとか、狭霧さんが綺麗だとか。私が言って、それを健一さんが否ひ定ていしてくれなかったから……それで。でも否定しないに決まってるじゃないですか。だって日奈さんは可愛いし、狭霧さんは綺麗なんです。誰に聞いたってそう言います。そうですよね？」

「……ですかね」

　健一は千夜子の迫はく力りよくに思わず肯こう定ていしてしまう。

「だから聞いた時点で私の負けだったんです」

　そして千夜子の論ろん点てんはまた勝ち負けに絞しぼられてきたみたいだった。

「勝てる見み込こみのない勝負を挑いどんだってことですか？」

「そうです。だからそんなことするべきじゃなかったんです」

「それはわかるような気がします」

　健一の返事に千夜子はゆっくりうなずくと、大きく息を吸すい込んだようだった。

「健一さんに聞きます」

　そして大きな声で健一に語りかけてくる。

「はい」

「私と日奈さんのどっちが好きですか？」

　そしてその勢いきおいに乗ったまま、そんな質しつ問もんを千夜子は健一にぶつけてくる。

「どっちも何も……千夜子ちゃんが好きです」

　でも健一にはいつもの調子でそう答えるしか出来なかった。

「じゃあ私と狭霧さんだったらどうですか？」

「千夜子ちゃんに決まってます」

「もう一度言ってくださいっ！」

「千夜子ちゃんの方が好きに決まってますっ！」

　健一は少し千夜子の調子に影えい響きようされたのか、随ずい分ぶんと大きな声でそう言ってしまった。

「ですよね」

　でも、それが千夜子の求めていた答えのようだった。そしてそれが千夜子の言う勝ちということなのだろうなと健一は思った。

「なんだろ……安心しました」

　そして健一は実際心が随分と軽くなってるのを感じた。

「私も安心しました」

「佳奈さんに千夜子ちゃんよりずっといい娘がいくらでも見つかるって言われて、そうやって探さないのが変らしいと思うとすごい不安だったような気がします。そこに千夜子ちゃんが可愛いとか綺麗とかそんな話をするから、ああ、そういう風に判はん断だんしないといけないんだなってそんな風に思えてきて」

「……すみません」

「でも、関係ないですよね。いくら条じよう件けん並ならべても、好きには届とどかないんですから」

　それは酔よった日奈を送っていった時に自分が口にした言葉だった。でもその時とは不ふ思し議ぎと別の言葉のように聞こえる。

　それは千夜子のことが好きだと思えてるからだろう。可愛くてけなげで……そんな何も不満もない千夜子を否ひ定ていしたはずの言葉が、今は彼女と自分の関係を肯定していた。

「人がどうとか、人と比くらべてどうとかじゃなく、自分がどう思ってるか。それだけなのに、そんなの変だって言われたくらいで悩なやんで……それで千夜子ちゃんに心配をかけました」

　どうしてそんなことがわからなかったのだろうと今になってはそう思う。

　そしてその時、健一はいつだったか冴さえ子こに聞いた言葉を思い出す。

　──世間で悪いと言われてることをしたから、自分が悪いことをしたって言うなんて……それこそ自分への裏切りだと思う

　それはきっと罪つみの意い識しきだったのだ。千夜子だけに向き合えない自分を許ゆるしてもらおうと、健一は普ふ通つうにすがろうとした。でもそんなことはただの逃にげだったのだ。

「私は佳奈さんのことは知りませんでしたし、そのせいで健一さんが元気がないとも気づいてませんでした」

　なのに千夜子はまっすぐにその事実を語る。

「だから今日のことは私の自じ爆ばくです。だから健一さんは気にしないでください」

　そしてそう続けられる千夜子を健一はまぶしいと思った。

　冴子は千夜子を強い人だと言った。その意味がやっとわかってきた気がする。

　千夜子は逃げようとする自分を許ゆるさない。それは負けることになるからだ。だから追いかけ続ける。自分もそして、その想おもいも。

「でも千夜子ちゃんに救われたのは事実です」

　なのに健一がそう言うだけで千夜子は真まっ赤かになって小さくなってしまう。

「……それは何よりです」

　でも、健一はそんな千夜子を可愛かわいいと思う。それが彼女を好きだという気持ちにどれだけ影響を与えるものかはわからない。

「千夜子ちゃんは可愛いですね」

　でもそんなことは関係ないのだ。

「……うぅ。なんでそういうことをこの場面で言うんですか？」















「今、そう思ったから、ですけど。もう一回言った方がいいですか？」

　だから、その自分の思いに素す直なおに生きようと心に決める。

「……そんなことされたら死にます」

　そして千夜子もそれを望んでいるのだろうと信じた。恥はずかしがっていても、それをいやがってる訳ではないのだと。健一は確かにそう思った。
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　しかしその晩ばんにはやっぱり素直に生きるのは良くないのかもしれないと健一は思った。

　なぜなら、その時、健一はシーナを撲ぼく殺さつしてやろうかと考え始めていたからだ。

「ちゅー、ちゅー、ちゅー！」

　幽ゆう霊れいマンションに現あらわれたシーナはそればかり繰くり返していた。だから健一はシーナを１３０５に隔かく離りした。

「……いい加か減げん、しつこい」

「まあ、先を越こされて悔くやしいのはわかるけど、大人おとなげないぜ、健一」

　シーナはそう言ってへへへと笑う。というか誰が見ても、シーナの方が大人げない。

「そりゃ、千夜子ちゃんとはキス……してないけど」

「だよなあ。健一は四か月も彼女と付き合ってるのにちゅーもできないんだよなあ」

「浮うかれすぎだよ、シーナ」

「うっせい、うっせい。お前、ちゅーだよ？　ちゅー！」

「だから、それはもうわかったって」

　シーナの今日の首しゆ尾びは詳くわしくはよくわからなかった。シーナはとにかく、ちゅーを連発しており、正確に状じよう況きようを描びよう写しやすることは出来なかったのだ。

　そしてこんな感じだったから、ライブも中止することにした。ライブを理由にシーナはデートを切り上げてきたはずなのに本ほん末まつ転てん倒とうもいいところだ。

　ただ一つはっきりしてたのは、どうやらシーナと佳奈はキスをしたということだ。

「佳奈ちゃん、キスは初めてだったらしいぜえ」

「……へえ」

　本来はめでたいことのはずだが、どうもこの状じよう況きようでは祝しゆく福ふくしてあげる気にはなれない。

「飯いい笹ざさは何してたんだろうな。あははは」

「キスもしないでおっぱい揉もんでたんじゃないの」

　そんな意地悪なことも言ってやりたくもなる。

「マジか？」

　しかしけっこうそれは効こう果か的てきだったらしい。シーナは青い顔をして健一に尋たずねてくる。

「……可か能のう性せいとしてはあるよなあ」

「そ、そんなわけねえだろ？　キスもさせない相手に胸を揉ませるなんて……」

　シーナは明らかに動どう揺ようしていた。そして自分で言いながらその場面を想そう像ぞうしてしまったらしい。顔を引きつらせて、奇き声せいをあげる。

「くわ───────────────────────────────────！」

「……どっちにしろ静かにはしてくれないんだ」

「実じつ際さい、どうなんだ？　佳奈ちゃんは揉まれていたのか？　揉まれてないのか？」

「そんなの俺が知るわけないだろ。気になるなら佳奈さんに聞けば」

「ばっ！　バカなこと言うな！　そんなこと聞いたら俺が佳奈ちゃんの胸を揉みたがってるみたいに思われるだろ？」

「……揉みたがってないとは言わせない」

「そりゃ揉みたいさあ。今日だって何度、揉んじゃおうか思ったほどだぜ」

「だったら聞けばいいだろ」

「だから事実だとしても思われたくない」

「……じゃあ飯笹さんに聞けば」

「くわ───────────────！」

　奇声とともに顔面にチョップが飛んできた。

「いてっ！」

「健一、言っていいことと悪いことがあるぞ」

「でも知ってるのは佳奈さんと飯笹さんだけだろ」

「そりゃそうだが……」

　シーナは苦く悩のうの表情を浮かべてくねくねと折おれてしぼんでいく。

「揉んでから聞けばいいんじゃないの？　俺以外にこの胸に触さわった幸せ者はいるのかぁい？　とか言っちゃえば」

　その言葉を聞いてシーナは健一をじっと睨にらむように見る。

「俺はそんな変な言い方はしないっ！　でもそのアイデアは採さい用よう！」

「……採用するんだ」

「しかしその計画の弱点は回答によって天国と地じ獄ごくに分かれるところだな」

「そこを気にするなら聞かなければいいんじゃないの。揉んだ後に聞いてもしょうがないと思うけど」

「飯笹が触ったくらいで佳奈ちゃんの胸が汚けがれるとかそんなことを言ってるんじゃない！」

「だったら全然気にすることないと思うけど」

「くそう、てめ、人ごとだと思って！　今度、どさくさ紛まぎれに千夜子ちゃんのオッパイを揉んでやる。しかも乳ち首くびをピンポイントで攻せめてやるっ！」

「……シーナ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「む、健一は悔くやしくないのか？」

「その時は佳奈さんにわざとそうしたと密ち告くる」

「くわ──────────────────────────────！」

　シーナの奇声とチョップがまた飛んできた。

「痛いたいってばっ！」

「そんなことしてみろ。お前、十回死ぬだけでは済すまんぞ」

「……だったらシーナが千夜子ちゃんに変なことをしなければいいだけだろ」

「わかった。俺は千夜子ちゃんのオッパイには手を出さないと誓ちかうぜ」

「というかわざわざ誓うほどのことじゃない。普ふ通つうに考えて触らないだろ」

「ふっ。なんだかんだ言ってお前も彼女のオッパイを誰かに触られるのは嫌いやのようだな」

「……そりゃ嫌だけど。揉まれちゃってたら、それはしょうがないだろ？」

「お前はリアルに考えてないから、しょうがないなんて言えるんだ！　佳奈ちゃんは飯笹と付き合ってたんだぜ？　あの飯笹が『キスさせねえってんなら胸くらい揉ませろよ』と迫せまってないとどうして言える！」

「じゃあ、揉まれてるんじゃないの？」

「くわ─────────────────────────────────────！」

「痛いって」

「健一。たとえお前でも言葉に気をつけないと、さすがの俺も地獄に送るぜ？」

「でも言われててもおかしくないだろ」

「そりゃそうだが……だからこそ否ひ定ていして欲しいということもある」

「それはそうか」

「というか佳奈ちゃんは言われても揉ませたりしないね」

「どうかなあ」

「なんだとぉ？」

「だって付き合ってたんだろ？」

「まあ、な……」

「どっちから告白したの？」

　健一は聞いてから、バカなことを聞いたなと思った。

「……佳奈ちゃん」

　そしてそこに絶ぜつ望ぼう的てきな答えが返ってくる。

「佳奈さんからだったのかよっ！」

「そうじゃなければ誰があんな奴やつとの交こう際さいを許ゆるすかってのっ！」

「それもそうか……」

　しかしそれはかなりどうともできない状況ではないのだろうか。むしろキスはしてなかったという事実の方が驚おどろきだ。

「やっぱり揉まれちゃってるのかなあ」

　そしてさっきまで浮かれまくってたシーナが今度は泣きそうな顔をしている。

「揉まれてない」

「なぜそんなことが言えるっ！　じゃあ揉まれてたらお前が責せき任にんとれよ？」

「……どうとるの？」

「それは、それはだな……お前が佳奈ちゃんの胸を……って全然ダメじゃんっ!?」

　シーナはショックでかなりおかしくなってしまってるらしい。

「やっぱり、もう過すぎちゃったことはしょうがないよ」

「そのもう揉まれちゃったこと確かく定ていみたいな言い方はやめろっ！　まだ揉まれてない可か能のう性せいだってたっぷり残ってる」

「じゃあ、とりあえず揉まれてるってことにしておいて、そうじゃなかったら喜ぶってことでどう？」

「……かなりマシになったがその前ぜん提ていを満たすことは俺には不ふ可か能のうだ」

　気持ちはわかるが、それでは話が進まない。

「じゃあどこまでならセーフなわけ？」

「どこまでと言うと？」

「たとえば、佳奈さんが痴ち漢かんにあったことがあって、その時、胸を揉まれたとか」

「むー。気に入らんが、誰ともわからない痴漢ならギリでセーフにするぜ」

「じゃあ、飯笹さんと痴漢プレイで胸を揉まれたことがあるってのは」

「くわ────────────────────────────────────！」

「……だから仮かりの話だって」

「まあ、そうだが……それでも想像するだろうが」

「ってことは、それはアウトなわけね」

「それにキスもしたことないのに、痴漢プレイするわけないと思うけどな」

「それはそうか……」

　それで健一はもっとあり得えそうで、判はん定ていが厳きびしいところを考える。

「胸を触さわらせろと言われて、服の上からちょっと触らせた──辺りは？」

「ぐぐぐぐ……なんだかリアルで嫌いやだ。マジ凹へこむ」

「アウトなの？」

「アウトじゃないが凹む」

「じゃあ、服は脱ぬいでブラの上から触らせた……ってのは？」

「エロい、エロすぎる。健一、お前は天才か？」

「いや、そういう反はん応のうは期待してないんだけど……で、セーフなの？」

「セーフ！　エロいからセーフ！」

「……エロいとセーフなんだ」

「いや、なんかおかしい気もするけど、セーフだ」

「じゃあ、上じよう半はん身しん裸はだかで胸揉まれたっていうのは？」

「どうして上半身だけなんだ！　それはエロいだろ」

「……単に順番って言うか。ブラの上からだったから、今度は外しただけ」

「ブラを外したのかっ！　その時点でアウト！　でも外されたのはセーフ！」

「微び妙みようだなあ……でもその辺に境きよう界かいがあるわけか」

　しかしよく考えてもなんのことやらわからない。

「じゃあブラは外さず、そこに手を入れて揉んだ場合は」

「ぬは──！　エロいだろ！　それはいい加か減げん、エロすぎるぞ、健一ぃっ！」

「だから、エロいかどうかじゃなくてさ……」

　そんなこんなでけっこうその話題は続いた。









　エピローグ　私は許せないだろうと彼女は言った












　やっと１３０３に戻もどった時、冴さえ子こは洗せん面めん所じよから出てくるところだった。

「シーナ君、帰ったの？」

　だからドアを開けた途と端たん、彼女の顔が見えて、そして尋たずねられた。

「……うん」

　健けん一いちはまた心配かけたのかなと思う。そう答えて靴くつを脱ぬいで部屋にあがった。

「落ち着いたみたいだった？」

「それはなんとか。服の上からなら許せるって辺りで……」

　健一はそこまで言ったところで、冴子が聞いたのはその話じゃないと気づく。

「何の話？」

「いや、その……多分、男特とく有ゆうの独どく占せん欲よくの現あらわれというか……」

　素す直なおに答えるにはあまりにばかばかしいことだったので、そんなあやふやな答えになる。冴子はしばらく不思議な顔をしていたが、重要な話ではないと理り解かいしてくれたようだった。

「一人で帰しちゃったのよね？」

　それで別の形で質しつ問もんをしてきた。

「ああ……まずかったですかね。一いち応おう、落ち着いてたみたいだし、今日はまだそんなに遅くないから大だい丈じよう夫ぶだと思ったんですけど」

「私もそこにいたわけじゃないからわからないけど……」

　冴子はそこまで言いかけて口を閉とじる。何かまずいことを言おうとしたのに気づいたのかと思ったが、そういうわけではないようだった。

「とりあえず、座すわりましょうか？」

　単に玄げん関かんのところで話してるのも変だと思ったらしい。

「……そうですね」

　健一自身は別に疲つかれているわけではなかったが、冴子は疲れてるかもしれない。そう思うと健一はリビングへと歩き始める。

「お風ふ呂ろ、入ってたんですか？」

　冴子に近づいたせいか、健一はその事実に気づいた。

「お風呂というか……シャワーを浴びてただけなんだけど」

　冴子はそのことを言うのに抵てい抗こうがあるようだった。それが恥はずかしいというだけのことではないように健一は感じる。

「ああ、そうなんですか」

　だから健一はなんだか気のない返事をしてしまう。

「……香かおりがなんとなく気になって」

　それが気になったのか冴子はソファに座ると小さく呟つぶやいた。

「香り？」

　健一はなんのことだろうと思いながら、冴子の隣となりに座る。そして意い識しきしたせいだろう、柑かん橘きつ系けいのシャンプーの香りを感じた。しかし冴子が気にしてるのはこのシャンプーの香りじゃないなと思う。何かを気にしてたからシャワー浴びてたのだろうし。

「絹きぬ川がわ君は気にならなかった？」

「……いえ。そう言われてもわからないくらいですけど」

　健一は本当になんのことだろうなと思う。

「煙草たばこの臭におい……ですか？」

　以前、冴子がその臭いだけが気になる。そんなことを言ってた気がする。

「ううん」

　でも違ちがった。考えてみれば臭いじゃなくて香りだ。何か本来はいいものなのだ。しかし、それはなんなんだろう。考えては見るがやっぱり心当たりはない。

「コーヒーなんだけど」

「……コーヒー？」

「全然、気にならなかった？」

「……はい」

　なんだか申もうし訳わけない気持ちにもなる。どうもさっきから聞いてると冴子が気になってたというよりは、健一が気になるんじゃないかと心配してくれてたようだ。

「なら、いいんだけど。絹川君はあんまりコーヒーは好きじゃないみたいだし」

「え？　そんなことないですよ。普ふ通つうの濃こさだと物足りないくらいだから、むしろ他の人より好きなのかもしれません」

「そういう考え方もあるわね」

　冴子は小さく驚おどろき、それから柔やわらかい笑えみを浮うかべる。

「コーヒーには鈍にぶいんだと思います、僕」

「そうなのかな」

　冴子はそれですぐ隣の健一の顔をじっと覗のぞき込んだ。

「な、なんですか？」

「なんとなく」

「……なんとなくでじっと見られるとびっくりします」

「何かやましいことでもしてるの？」

「……まあ、やましいことはけっこうしてる気も。ははは」

　それが冴子に対してかというとそうでもない気もする。逆ぎやくに冴子とこうしていること自体がやましいことなのだろうし。

「それもそうね」

　冴子はそう言いながら怒おこるわけでもなく、力なく健一に寄よりかかってくる。

「有あり馬まさん？」

「コーヒーのこと絹川君が気にしてないって知ったら気が抜けちゃったかも」

「……なら、いいんですけど」

　調子が悪いというわけでなければ、とりあえずは安心だなと思う。そしてそんなにそのことを冴子は気にしていたんだろうかと考えてしまった。女の子にとって自分がコーヒーの香りを漂ただよわせてるのはそんなに気にすることなのだろうか？　よくわからない。

「うん。疲れてはいるけど、いつもより元気だとは思う」

「そう言えば、最近、元気ですよね？」

　忙いそがしそうではあるが、でもそれがかえって冴子を元気にさせてるようには思えた。きっとそれは充じゆう実じつしてるということなのだろう。

　以前の冴子はじっとどこかに座っていて、何か思い悩なやんでるようなところがあった。それよりは忙しくしてる方がきっと心にはいいだろう。

　それに佳か奈なのことも関係あるのかもしれなかった。冴子は飯いい笹ざさ伸しん太たと佳奈の関係を壊こわしてしまったことを気に病やんでいたが、最近の状じよう況きようを見るにそれは少なくとも日ひ奈なにとっては望のぞましいことだったのだ。このまま日奈と佳奈がうまくいくのなら、それはきっと必要だったことだと納なつ得とくできる日が来るだろう。

「大丈夫かな」

　でも冴子は何かを心配してるようだった。

「……シーナのことですよね？」

　そしてそれが健一には何かわかる気がした。でもそれを認みとめようとすると心がぎゅっと絞しめられるような気持ちになる。

「うん」

「浮かれてはいたけど酔よってたわけじゃないから一人でも大丈夫だと思いますけど……そういうことじゃないんですよね？」

「そうね」

　冴子はそれだけ言って、それ以上は追つい及きゆうはしなかった。お互たがい、あまり気持ちのいいの話ではないことはわかっていた。

　でも健一はこの部屋ではそういうことにちゃんと向き合うべきなのかもしれないと思う。

「佳奈さんが好きなのはシーナなんですよね」

「うん」

「シーナなんですよね。日奈さんじゃなくて」

　二人が同じ人間であることは知っていた。でも別々の人間であることも知っている。

　冴子は以前、シーナはアイドルなのだと言った。そしてアイドルとは人々が気持ちを結ぶための偶ぐう像ぞうなのだと。

　それでもシーナが本当にいると健一は思っている。演えん技ぎとかそういうことではない。きっとあれはあれで日奈の別の顔なのだ。

「理由はどうあれ騙だましてるのよね？」

　しかし冴子はまた別のことを考えていたようだった。そしてその指し摘てきは正しい。

　日奈は正面から行けば無む理りだということを理り解かいしていて、だからシーナという姿すがたで佳奈にアプローチをかけているのだ。それは佳奈を思えばのことだし、その思いは純じゆん粋すいなものだ。

　でも騙しているのは、間ま違ちがいない。それは謝あやまってすむことではないかもしれない。

　そしてずっと一いつ緒しよに暮くらしてきた家族を騙し続けてなどいけるとはとても思えない。近いうちに無理がたたり、ばれてしまうだろう。

「騙してるんですよね。日奈さんは佳奈さんをずっと騙してるんですよね」

「絹川君だったら許ゆるす？　好きだから仕方なかったんだって思える？」

　冴子は真しん剣けんな目でこっちを見ていた。そんなに冴子がシーナのことをここまで深しん刻こくに考えてるとは健一は思っていなかった。だから、少し迷まよいの心が生まれた。

「許すと思います」

　でも少し考えても結けつ論ろんは同じだった。自分なら許すだろう。でもそれを確かめたところで何の意味もない。佳奈が許すのか。それが問題なのだ。

「私には許せない……と思う」

　そして冴子が悲しげにそれを口にした。

「……有馬さんは許せないんですか？」

「他人のしたことなら許せると思う。でも家族なのよ？　日奈さんは自分の分身のように、一緒に育ってきた妹なのよ？」

「……双ふた子ごの妹なんですよね」

　それは確かにそうだろうと思う。そしてそこまで言われなければ、状じよう況きようを理り解かいできてなかった自分を恥はじる。冴子は距きよ離りを置いてはいても、ちゃんと佳奈の身になって考えている。

「許せるのかな……そんな身み近ぢかな人がずっと自分を騙してたって知って」

「……難むずかしいですよね」

　健一はしかも騙し始めたのがここ最近ではないことももう知っていた。それを冴子が知ってて言ったのかはわからないが、本当にずっとなのだ。

　日奈はきっと自分が佳奈と何か違うと気づいた時から、ずっとそれを隠かくしてきたのだ。そうやって佳奈に自分が似ていると思わせてきたのだ。

「好きな人のことならなんでも許せるって言うけど」

　冴子はそんな健一にさらに言葉を続ける。

「言いますよね」

「でも、それって本当なのかなって思う。私は好きな人のことは逆ぎやくに許せなくなるんじゃないかって、そう考える時があるわ」

　冴子の言ってることは、それはそれで確かなことだと感じた。

「でもなんでも許せなくなるわけじゃないですよね？」

「うん……それはそうよね」

　冴子はそれで少しぼんやりとした顔をした。何か自分のことを思い出してるらしい。

「それにやっぱり、前よりはずっとマシだとは思うんです」

「……そう？」

「以前はシーナのことすら好きじゃなかったんです。それに比くらべれば大きな前進ですよ」

「それはそうだけど。でも噓うそがより深しん刻こくになってきてもいるわ。男の振ふりしてデートに誘さそって、キスしたのよ？」

「男の振りって……」

　その言い方には健一はかなり抵てい抗こうがあった。日奈にはそんなつもりはない。きっと日奈のまま、キスをすることができないからそうしてるだけだ。

「私もそうは思ってないけど……でもそうじゃないってことはシーナ君も日奈さんもどっちとも仲良くした人しかわからないわ」

　冴子の口ぶりはひどく辛つらそうだった。そしてその言葉から冴子も佳奈が日奈のことを見ていないと理解してるということだった。

「……佳奈さんは日奈さんの悩みには気づくことはないんですか？」

「シーナ君に夢む中ちゆうなうちは無理だと思う」

「ですよね」

　冴子の言葉に健一は反はん論ろんすることは出来なかった。きっとそうなのだろうと思う。日奈もそれに気づくように働きかけたりはしないだろう。

　日奈は佳奈とシーナの物語に夢中になっている。そしてその先にハッピーエンドがあると信じて……。

「……そうか」

　健一はやっと日奈が以前、言っていたことの意味を理解できた気がした。

　──でも私は後こう悔かいするかもしれません

　日奈はあの日、幸せの中にあってもそう言ってた。それは決して今の状況を楽らつ観かん的てきに考えているというわけではないということだ。その危険性があるとかそんなレベルの話ではなく、日奈はもっとリアルに後悔することを考えていたのかもしれない。

「どうしたの？」

　冴子が不安げに尋ねてきた。きっと健一の様子が変わったのだろう。

「日奈さんはうまくいくなんて思ってないかもしれません」

「……うん」

「でもシーナは全然疑うたがってないみたいにも見えますよね」

「うん」

　冴子は短く答えて、その手で健一に触ふれてきた。まるでそこに健一がいるのが見えなくなってしまって探しているかのように。

「有馬さん？」

「うまくいくって信じていれば、なんとかなるってこともあるかもしれないわ」

　冴子はさっきまでとはまるで逆のことを言い始める。

「うまくいくって信じてれば……」

　そしてそれは以前の自分のことなんじゃないかと感じた。きっと大だい丈じよう夫ぶだと健一は冴子をこの部屋に引き留とめたのだ。それがいいことだったのかは、今はわからない。でも冴子はそれをきっと望んでいた。

「自分で不安にさせるようなことを言い出しておいてなんだけど、一緒に信じてあげたいって私は思ってる」

　そして冴子は、健一はどうなのかと目で尋ねてきた。

「僕も信じたいです。日奈さんにはうまくいって欲しいです」

　どうすればいいかなんてわからないし、もしかしたらどうにかなる方法などないのかもしれない。でも信じてあげることは出来る。

「じゃあ、そうしましょ」

　そして冴子は健一の手を探り当て、そっと触ふれてくる。

「僕には無理だったけど……でもシーナはなんとかするかもしれない」

　健一は蛍子のことを思い出していた。

　ずっと気づいてあげられなかった彼女の想おもい。それに応こたえようとするのも遅おそくて、そしてそれを取り戻もどすのも遅すぎた。それはどこかでもう無理だと諦あきらめていたからだ。

　だからもう諦めない。日奈のために何も出来ないとしても、どうにもならないとしても。何かがあるはずだと信じて、そして応おう援えんしていく。

「蛍子さんのことなら」

　冴子はそんな健一の気持ちに気づいたみたいだった。

「……はい？」

「蛍子さんとのことは私は失敗してしまったとは思ってないわ」

「そうなんですか？」

「だって、二人は今でも愛し合ってるんでしょう？」

　冴子の言葉はすごくシンプルでありふれたものではあった。でも今、この時に聞くとそれは特別な言葉に聞こえた。

「だから会わないって……ホタルは言ってたんですよね」

　そして健一は心が熱を帯おびるのを感じた。それは蛍子への想おもいが呼び起こされたというだけではなく、何か自分が見落としてるんじゃないかと思えたからだった。

　佳奈と日奈が愛し合って結けつ婚こんして幸せになれるはずはない。でも二人には別の幸せがあるのかもしれない。だとすれば、まだ自分が気づいてない可か能のう性せいだって……。

「一いつ緒しよにいるだけが二人の答えとは限かぎらない。そうでしょ？」

　冴子の言葉は健一と蛍子に対してのことだったかもしれない。でも健一には日奈たちのことのように思えた。

　だから信じられた。きっとその先に何か答えがあるのだ、と。

「そうですね」

　でも一緒にいる幸せというのはやはり容よう易いには捨てきれないものだとも感じる。それは冴子がここにいてくれて良かったと思えば思うほど強いものになっていく。

　──絶ぜつ対たいに私のことを好きにならないで欲しいの

　そう泣きそうな顔をして願った冴子。彼女は今は柔やわらかい笑いを浮かべてこっちを見ているのだ。

「……なに？」

　冴子の顔をじっと見つめてしまっていたらしい。笑顔が消えてしまった。

「有馬さんがいてくれてよかったって思ってたところです」

「……私はいつも絹川君がいてくれてよかったと思っているけど」

　そして冴子はなんだかすねたような物言いをする。確かにそんなことを以前にも聞いた気がする。でも今、聞いたそれはまた別の意味に聞こえた。

「……キスしていいですか？」

　そして健一は普ふ段だんなら絶対言わないようなことを口にする。きっとシーナに当てられたんだと思いながら。

「い、いいけど」

　冴子は驚おどろいたような顔をした。でも困こまったような表情に変わる。

「けど……？」

「絹川君ってキスすると人じん格かくが変わるみたいだから……」

　そして冴子はソファの後ろの方へと視し線せんを向けた。健一がそれを気にして追いかけると、そこには照明のスイッチがあった。

「暗くしてからってことですね」

　健一は苦笑いを浮かべながら冴子の言いたかったことを代わりに言う。

「うん」

　そしてそれは二人にとってはキスでは終わらないことを意味していた。

「…………」

　でも、健一はそれを承しよう知ちで席を立った。冴子はそれを止めなかった。

「……ん」

　だからすぐに暗くなった部屋で二人の唇くちびるは重なった。

　そして健一はそのぬくもりを感じながら思う。

　僕に恋愛は向いてない──と。








　あとがき




あとがき読書前のご注意

　今回のあとがきは本当に短くなっております。あらかじめご了承ください。







鈴　璃「……って、こんな注意、本当に必要なわけ？」

新井輝「いやあ、いつも次は短い、次は短いって言いつつ長かったじゃない？　だから本当に短い時は事前に知らせておいた方がいいかなって」

鈴　璃「前回は別に次は短いって言ってなかったような……あれ、どうなってたんだっけ？」

新井輝「いや、思い出さなくてけっこう！　殺さつ意いの波は動どうもノーサンキュー！」

鈴　璃「……ま、別にどうでもいいけどね。前のあとがきなんか」

新井輝「そうそう。その心こころ意い気きです」

鈴　璃「でも今回の内容は別だからねっ！」

新井輝「常じよう軌きを逸いつする前振りでスカっとごまかそうとしたのに早くもバレてしまったか……」

鈴　璃「頭を使ってた振りをしてもごまかされないわよ！」

新井輝「わかった。わかった。君がいい加減出ないって文句を言いたいわけだろ？」

鈴　璃「そうじゃなくて、なんで私の関係者の方が先に出てるのって話よ！」

新井輝「それは君が刻とき也やくんの彼女という位置づけのキャラだからだろう。それで刻也くんより先に出てきたらインド人もびっくりだよ。ははは」

鈴　璃「刻也君はともかく流る輝きや狭さ霧ぎりちゃんや、美み里さとちゃんの話をしてるのよっ！」

新井輝「でも、これだけ毎回のようにあとがきでネタにしてるけど『鈴すず璃りちゃんを早く出してあげてください』って意見はきゆづきさんからしか聞いた覚えがないぞ」

鈴　璃「ええっ？　それ、本当？」

新井輝「ファンレターにもそんな言及はさっぱりだ。まあ、それ以前に二通しか来てないがね。はははは……（遠い目）」

鈴　璃「今までに二通って……これでシリーズ何冊目だっけ？」

新井輝「本編七冊と短編集一冊で八冊目」

鈴　璃「ごめん。あんたもけっこう苦労してるのね」

新井輝「なんだ、その雨の日に捨てられた子犬を見るような目は！　やめろ、そんな目で俺を見るな！　見ないでくれ────！」

鈴　璃「大人気とか言われててもそんなものなのね……もう文句言わないことにする」

新井輝「でも毎回ちゃんとオチを考えないといけないのでちゃんと怒ってください」

鈴　璃「って、それじゃ、そのために私を怒らせてたわけ？」

新井輝「あれ、気づいてなかったんですか？　もうとっくに気づいてるのかと……って」

鈴　璃「きええ───────────────────────────！」

新井輝「ぐぎゃ──────────────────────────────！」

　新井輝、鈴すず璃りの攻撃で絶命。





二〇〇五年　十一月　　新井　輝
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シーナはサーカスティック？















新あら井い　輝てる
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